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絵
双
六
は
時
代
を
映
す
鑑
で
す
。
上
が
り
に
は
そ
の
時
代
の
夢
や
憧

れ
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
庶
民
の
息
吹
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
日
本
最

初
の
絵
双
六
は
十
三
世
紀
後
半
頃
、
天
台
宗
の
新
米
の
僧
に
仏
法
の
名

目
を
学
ば
せ
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
当
時
世
界
一の
多
色
刷
木
版
技
術
で
あ
る
浮
世
絵
技

法
で
、歌
舞
伎
・
道
中
・
出
世
・
武
者
等
様
々
な
双
六
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
以
降
は
印
刷
技
術
の
向
上
、
雑
誌
付
録
の
誕
生
、
流
通
販
売
ル
ー

ト
の
確
立
に
よ
り
裾
野
が
広
が
っ
て
、
家
庭
の
娯
楽
品
と
し
て
愛
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、
多
く
の
双
六
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
二
〇
二一年
か
ら
二
〇
二
四
年
に
か
け
て
、
女
性
活
躍
応
援
誌
「
季
刊

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
プ
ラ
ス
」
に
、「
男
と
女
の
織
り
成
す
大
江
戸
絵
双
六
」

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
江
戸
時
代
の
双
六
の
紹
介
と
解
説
記
事
を
連
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
こ
の
連
載
を
本
冊
子
と
し
て
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
特
別
付
録
と
し
て
「
防
災
双
六　
〝
い

つ
か
よ
り　

今
が
そ
の
時　

地
震
の
備
え
〞　

〜
大
正
（
関
東
）
大
震
災

双
六
に
学
ぶ
防
災
の
教
訓
〜
」
を
同
封
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
正
十

二
年
九
月
一日
に
起
こ
っ
た
大
正
（
関
東
）
大
地
震
の
惨
状
を
描
い
た
絵

双
六
を
復
刻
し
、
現
代
の
「
災
害
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
」
を
付
加
し
た
も
の

で
す
。
防
災
用
の
ピ
ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
も
使
え
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
四
年
に
は
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

と
提
携
し
、
私
が
運
営
す
る
築
地
双
六
館
で
蒐
集
し
た
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
三
十
年
代
前
半
ま
で
の
双
六
、
約
五
百
種
、
六
百
五
十
枚
の
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
そ
の
解
説
が
一般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
本
書
の

後
段
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
書
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
編
集
長
の
渡
邉
嘉
子
様
、
編

集
担
当
の
青
木
由
佳
様
、
丸
山
顕
応
様
、
写
真
家
の
渡
邉
英
昭
様
、
立

命
館
大
学
の
赤
間
亮
先
生
、
当
館
の
土
肥
正
和
様
に
は
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、一緒
に
絵
双
六
の
世
界
に
遊
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。さ
す
れ
ば
、

あ
な
た
は
、
す
っ
か
り
ス
ゴ
ロ
キ
ア
ン（
双
六
大
好
き
人
間
）に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ご
感
想
を
メ
ー
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

令
和
七
年　

睦
月　

吉
日　
　

築
地
双
六
館　

館
長　

ご
あ
い
さ
つ

吉
田 

修
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と
り
つ
く
し
は
つ
ね
す
ご
ろ
く

し
ゅ
ん
き
ょ
う
は
り
ま
ぜ　

   

す
ご
ろ
く

お
く
づ
と
め
お
た
の
し
み
す
ご
ろ
く

あ
ん
な
い
よ
し
わ
ら
す
ご
ろ
く

し
ん
せ
ん
め
い
し
ゅ
す
ご
ろ
く

か
っ
ち
ゅ
う
ち
ゃ
く
よ
う
そ
な
え
す
ご
ろ
く

さ
ん
も
ん
ご
う
け
つ
す
ご
ろ
く

え
あ
わ
せ
げ
ん
じ
す
ご
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は
る
が
す
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ひ
き
ぞ
め
す
ご
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さ
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だ
い
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な
し
し
ん
さ
く
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ふ
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い
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い
し
ゅ
っ
せ
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ご
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し
ん
ぱ
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し
ゅ
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い
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し
ゅ
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ゆ
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つ
ゆ
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し
ん
ぱ
ん
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ざ
わ
こ
と
ぶ
き
す
ご
ろ
く

ふ
く
ふ
く
す
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ろ
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し
ん
ぱ
ん
き
づ
く
し
す
ご
ろ
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つ
き
づ
く
し
お
も
し
ろ
す
ご
ろ
く

い
せ
も
の
が
た
り
な
り
ひ
ら
す
ご
ろ
く

と
う
か
い
ど
う
ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ
ほ
っ
く
す
ご
ろ
く

た
か
お
も
み
じ
じ
ゅ
う
さ
ん
だ
い
す
ご
ろ
く

き
た
ぐ
ち
と
ざ
ん
ふ
じ
も
う
で
ど
う
ち
ゅ
う
す
ご
ろ
く

よ
し
つ
ね
い
ち
だ
い
く
ん
こ
う
す
ご
ろ
く

し
ん
ぱ
ん
か
な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら
す
ご
ろ
く

し
ん
ぱ
ん
お
う
し
ゅ
う
ほ
ん
ば
よ
う
さ
ん
て
び
き
す
ご
ろ
く

だ
い
に
っ
ぽ
ん
ろ
く
じ
ゅ
う
よ
し
ゅ
う
い
ち
ら
ん
す
ご
ろ
く

し
ん
ぱ
ん
ひ
と
く
ち
し
ら
べ
は
う
た
す
ご
ろ
く
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年 代 本誌掲載双六の発行年 社会の出来事

3  2

本誌掲載双六の発行年と幕末年表

文化11年～天保年間（1814年～1845年）頃

案内吉原双六

弘化4年～嘉永5年（1847～1852年）頃

奥勤楽寿ご六、　婦人一代出世雙六

伊勢物語業平壽娯六　

福福雙禄

甲冑着用備双六

諸藝盡し出世壽語録　
義経一代勲功双六　

フランス軍艦アルクメーヌ号、那覇に入港し通商を求める
佐賀藩主・鍋島直正、長崎でオランダ軍艦内部を見学

アメリカ船マンハッタン号、漂流民を乗せ浦賀に入港

松浦武四郎、東蝦夷地を探検

アメリカ・東インド艦隊司令長官ビッドル、
浦賀に入港し通商を求める

佐久間象山、西洋式大砲を鋳造

高野長英、江戸青山で包囲され自刃。佐賀藩、反射炉を構築

葛飾北斎没。江川英龍、韮山に反射炉を構築
松浦武四郎、国後・択捉を探検

土佐藩漂流民・中浜万次郎（ジョン万次郎）、
アメリカ船で琉球に上陸

佐久間象山、江戸に砲術塾を開く

アメリカ東インド艦隊司令長官ペリー、軍艦４隻を率いて浦賀に来航
国書受取を要求

幕府、水戸藩主・徳川斉昭を海防参与に登用

ロシア使節プチャーチン、軍艦４隻を率いて長崎に入港。
国書受取要求

オランダ商館長クルチウス、来年アメリカ艦隊が
日本に来ることを通告

薩摩藩主・島津斉彬、反射炉を構築

日米下田協約を締結、長崎が開港
将軍・徳川家定、諸侯に外国との通商を開始させる

井伊直弼、大老となる
日米修好通商条約を締結。神奈川・長崎・新潟・兵庫が開港

イギリス総領事・オールコック、江戸の東禅寺を領事館とする

安政の大獄：梅田雲浜、断罪 
以降、頼三樹三郎、橋本左内、吉田松陰など刑死

アメリカ総領事ハリス、下田に着任
長州藩、吉田松陰に松下村塾の再興を許可

海軍伝習所を長崎に設置。安政の大地震

ペリー、軍艦７隻を率いて江戸湾に進出

日米和親条約（神奈川条約）を締結、下田と箱館が開港

日米和親条約附録（下田条約）締結、英、露とも締結

弘化元年
（1844）

弘化２年
（1845）

弘化4年
（1847）

嘉永元年
（1848）

嘉永３年
（1890）

嘉永５年
（1852）

嘉永６年
（1853）

安政３年
（1856）

安政4年
（1857）

安政５年
（1858）

安政２年
（1855）

安

　政

嘉

　永

弘

　化

年 代 本誌掲載双六の発行年 社会の出来事

新板出世雙六

文久年間の頃

春興は利まぜ寿古路く 
高雄紅葉十三代双六
新撰銘酒寿語禄

元治から慶応に改元した年（1865年）

楼門豪傑雙六

明治初頃

東海道五十三次発句双六

鳥盡初音寿語、画合源氏双雙六、

官位双六、 春霞弾初雙六、

三題噺新作作雙六、 

遊嬉肌初湯双六、 新板歌澤壽雙、

新板喜尽寿古六、

北口登山富士詣道中雙六、 

新板仮名手本忠臣蔵双六　

新版奥州本場養蚕手引壽語禄
大日本六十餘州一覧双六

勝海舟・福沢諭吉・ジョン万次郎など咸臨丸でアメリカへ出航
桜田門外の変：大老井伊直弼、桜田門外で暗殺される

武市半平太ら、土佐勤皇党を結成

和宮、江戸到着

水戸浪士ら、東禅寺のイギリス公使館を襲撃

薩英戦争：イギリス軍艦、鹿児島に砲撃し薩摩藩、応戦

八月十八日の政変：三条実美ら急進派公卿が追放され長州藩に
都落ち（七卿落ち）。近藤勇ら新選組の隊名を得る

坂本龍馬が神戸海軍操練所の塾頭になる

徳川慶喜、将軍後見職となる
生麦事件：島津久光の家臣、武蔵国生麦でイギリス人を斬る

高杉晋作ら、イギリス公使館を放火

池田屋事件：新選組、池田屋で会合中の宮部鼎蔵、
吉田稔麿らを急襲

禁門の変：長州藩、御所を攻撃し敗れる。第一次長州征伐

四国艦隊下関砲撃事件
（英米蘭仏の四国艦隊、長州藩の下関砲台を占拠）

第二次長州征伐。坂本竜馬、下関で桂小五郎と会合
イギリス公使にパークス着任

イギリス公使パークス、薩摩藩を訪問
孝明天皇、長州征伐休戦の勅命を下す

パリで万国博覧会開催。幕府・佐賀藩・薩摩藩が出展
東海・近畿でええじゃないかが流行

明治天皇、大政奉還の勅許
王政復古の大号令
近江屋事件：坂本竜馬・中岡慎太郎暗殺

五稜郭陥落。榎本武揚ら降伏。 版籍奉還実施
東京横浜間に電信開設

鳥羽・伏見の戦い：京都市街で旧幕府軍と新政府軍が激突
旧幕府軍が敗退

明治天皇、五箇条の御誓文を発する
江戸城、無血開城
江戸を東京と改称

万延元年
（1860）

文久２年
（1862）

文久３年
（1863）

元治元年
（1864）

慶応元年
（1865）

慶応2年
（1866）

慶応3年
（1867年）

江戸時代後期
（発行年不詳）

明治元年
（1868）

慶

　応

文

　久

元

　治

◀伊勢物語業平壽娯六 ①

▼伊勢物語業平壽娯六 ②

◀奥勤楽寿ご六袋絵 ①

◀奥勤楽寿ご六③

▼奥勤楽寿ご六②

▼奥勤楽寿ご六④

福福雙禄▶

◀高雄紅葉十三代双六

◀楼門豪傑雙六　袋絵

◀大日本六十餘州一覧双六

◀遊嬉肌初湯双六

▼北口登山 富士詣道中 雙六

弘化3年
（1846）

安政元年
（1854）

嘉永４年
（1851）

嘉永２年
（1849）

徳川慶喜、一橋家を継承

新板一口調葉唄雙六　
月盡面白壽語禄

安政6年 
(1859)

慶応4年
（1868）

文久元年
（1861）
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年 代 本誌掲載双六の発行年 社会の出来事

3  2

本誌掲載双六の発行年と幕末年表

文化11年～天保年間（1814年～1845年）頃

案内吉原双六

弘化4年～嘉永5年（1847～1852年）頃

奥勤楽寿ご六、　婦人一代出世雙六

伊勢物語業平壽娯六　

福福雙禄

甲冑着用備双六

諸藝盡し出世壽語録　
義経一代勲功双六　

フランス軍艦アルクメーヌ号、那覇に入港し通商を求める
佐賀藩主・鍋島直正、長崎でオランダ軍艦内部を見学

アメリカ船マンハッタン号、漂流民を乗せ浦賀に入港

松浦武四郎、東蝦夷地を探検

アメリカ・東インド艦隊司令長官ビッドル、
浦賀に入港し通商を求める

佐久間象山、西洋式大砲を鋳造

高野長英、江戸青山で包囲され自刃。佐賀藩、反射炉を構築

葛飾北斎没。江川英龍、韮山に反射炉を構築
松浦武四郎、国後・択捉を探検

土佐藩漂流民・中浜万次郎（ジョン万次郎）、
アメリカ船で琉球に上陸

佐久間象山、江戸に砲術塾を開く

アメリカ東インド艦隊司令長官ペリー、軍艦４隻を率いて浦賀に来航
国書受取を要求

幕府、水戸藩主・徳川斉昭を海防参与に登用

ロシア使節プチャーチン、軍艦４隻を率いて長崎に入港。
国書受取要求

オランダ商館長クルチウス、来年アメリカ艦隊が
日本に来ることを通告

薩摩藩主・島津斉彬、反射炉を構築

日米下田協約を締結、長崎が開港
将軍・徳川家定、諸侯に外国との通商を開始させる

井伊直弼、大老となる
日米修好通商条約を締結。神奈川・長崎・新潟・兵庫が開港

イギリス総領事・オールコック、江戸の東禅寺を領事館とする

安政の大獄：梅田雲浜、断罪 
以降、頼三樹三郎、橋本左内、吉田松陰など刑死

アメリカ総領事ハリス、下田に着任
長州藩、吉田松陰に松下村塾の再興を許可

海軍伝習所を長崎に設置。安政の大地震

ペリー、軍艦７隻を率いて江戸湾に進出

日米和親条約（神奈川条約）を締結、下田と箱館が開港

日米和親条約附録（下田条約）締結、英、露とも締結

弘化元年
（1844）

弘化２年
（1845）

弘化4年
（1847）

嘉永元年
（1848）

嘉永３年
（1890）

嘉永５年
（1852）

嘉永６年
（1853）

安政３年
（1856）

安政4年
（1857）

安政５年
（1858）

安政２年
（1855）

安

　政

嘉

　永

弘

　化

年 代 本誌掲載双六の発行年 社会の出来事

新板出世雙六

文久年間の頃

春興は利まぜ寿古路く 
高雄紅葉十三代双六
新撰銘酒寿語禄

元治から慶応に改元した年（1865年）

楼門豪傑雙六

明治初頃

東海道五十三次発句双六

鳥盡初音寿語、画合源氏双雙六、

官位双六、 春霞弾初雙六、

三題噺新作作雙六、 

遊嬉肌初湯双六、 新板歌澤壽雙、

新板喜尽寿古六、

北口登山富士詣道中雙六、 

新板仮名手本忠臣蔵双六　

新版奥州本場養蚕手引壽語禄
大日本六十餘州一覧双六

勝海舟・福沢諭吉・ジョン万次郎など咸臨丸でアメリカへ出航
桜田門外の変：大老井伊直弼、桜田門外で暗殺される

武市半平太ら、土佐勤皇党を結成

和宮、江戸到着

水戸浪士ら、東禅寺のイギリス公使館を襲撃

薩英戦争：イギリス軍艦、鹿児島に砲撃し薩摩藩、応戦

八月十八日の政変：三条実美ら急進派公卿が追放され長州藩に
都落ち（七卿落ち）。近藤勇ら新選組の隊名を得る

坂本龍馬が神戸海軍操練所の塾頭になる

徳川慶喜、将軍後見職となる
生麦事件：島津久光の家臣、武蔵国生麦でイギリス人を斬る

高杉晋作ら、イギリス公使館を放火

池田屋事件：新選組、池田屋で会合中の宮部鼎蔵、
吉田稔麿らを急襲

禁門の変：長州藩、御所を攻撃し敗れる。第一次長州征伐

四国艦隊下関砲撃事件
（英米蘭仏の四国艦隊、長州藩の下関砲台を占拠）

第二次長州征伐。坂本竜馬、下関で桂小五郎と会合
イギリス公使にパークス着任

イギリス公使パークス、薩摩藩を訪問
孝明天皇、長州征伐休戦の勅命を下す

パリで万国博覧会開催。幕府・佐賀藩・薩摩藩が出展
東海・近畿でええじゃないかが流行

明治天皇、大政奉還の勅許
王政復古の大号令
近江屋事件：坂本竜馬・中岡慎太郎暗殺

五稜郭陥落。榎本武揚ら降伏。 版籍奉還実施
東京横浜間に電信開設

鳥羽・伏見の戦い：京都市街で旧幕府軍と新政府軍が激突
旧幕府軍が敗退

明治天皇、五箇条の御誓文を発する
江戸城、無血開城
江戸を東京と改称

万延元年
（1860）

文久２年
（1862）

文久３年
（1863）

元治元年
（1864）

慶応元年
（1865）

慶応2年
（1866）

慶応3年
（1867年）

江戸時代後期
（発行年不詳）

明治元年
（1868）

慶

　応

文

　久

元

　治

◀伊勢物語業平壽娯六 ①

▼伊勢物語業平壽娯六 ②

◀奥勤楽寿ご六袋絵 ①

◀奥勤楽寿ご六③

▼奥勤楽寿ご六②

▼奥勤楽寿ご六④

福福雙禄▶

◀高雄紅葉十三代双六

◀楼門豪傑雙六　袋絵

◀大日本六十餘州一覧双六

◀遊嬉肌初湯双六

▼北口登山 富士詣道中 雙六

弘化3年
（1846）

安政元年
（1854）

嘉永４年
（1851）

嘉永２年
（1849）

徳川慶喜、一橋家を継承

新板一口調葉唄雙六　
月盡面白壽語禄

安政6年 
(1859)

慶応4年
（1868）

文久元年
（1861）
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初
音
と
は
、
鳥
や
虫
の
、
そ
の
年
、

そ
の
季
節
の
最
初
の
鳴
き
声
の
こ
と
で

す
。
雄
の
鶯
う
ぐ
い
すが

雌
を
求
め
て
ホ
ー
ホ

ケ
キ
ョ
と
鳴
く
よ
う
に
、
江
戸
の
男
も

女
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
新
年

を
迎
え
、
色
々
な
「
と
り
」
が
賑
や
か

に
さ
え
ず
っ
て
い
る
の
が
こ
の
双
六
で

す
。鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
は
四
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
、「
と
り
」
と
い
う
言
葉
の
駄
洒

落
仕
立
て
の
双
六
で
す
。
嫁
と
り
、
塵

と
り
、
客
と
り
等
々
。
滑
稽
で
く
す
っ

と
笑
わ
せ
ま
す
。
二
、
浮
世
絵
技
法
の

一
文
字
ぼ
か
し
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

版
木
の
ぼ
か
し
た
い
部
分
に
水
を
含
ま

せ
、
そ
の
上
に
絵
具
を
お
い
て
、
に
じ

ん
だ
と
こ
ろ
を
紙
に
摺
り
と
る
と
自
然

な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
上
り
の
コ
マ
の
蒼
い
空
の
色

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
、
江
戸
庶
民

の
言
葉
が
活
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
言

葉
は
、
お
い
ら
、
お
め
え
さ
ん
、
ご
ざ

い
や
す
、使
い
や
し
ょ
う
。
女
言
葉
は
、

ち
ょ
い
と
お
母
さ
ん
、
嫌
だ
わ
、
お
ま

い
さ
ん
、
お
い
で
な
さ
い
よ
等
で
す
。

四
、
江
戸
の
暮
ら
し
や
生な
り
わ
い業

が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
本
所
業な
り
ひ
ら平

橋
近
く
で
と
れ

る
蜆し
じ
み

は
隅
田
川
名
物
で
あ
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
現
代
で
は
存
在
し
な
い
職
業
名

や
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
矢
と
り
は
盛
り

場
や
寺
社
の
境
内
に
あ
る
楊
よ
う

弓き
ゅ
う
ば

場
の
遊

び
女
の
こ
と
、
さ
い
と
り
は
建
築
現
場

の
左
官
の
こ
と
、
引
き
と
り
は
遊
女
の

身
請
け
の
こ
と
で
す
。
江
戸
文
化
の
知

的
な
発
見
が
で
き
る
双
六
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
双
六
に
は
21
種
類
の

職
業
（
仕
事
）
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

▼︎双六の概要　鳥
とりつくしはつねすごろく

尽初音双六　撰者：鶴亭秀賀、画工：楳蝶楼国綱、版元：錦橋堂山田屋庄次郎、
サイズ：縦７５㎝×横７１㎝。とりに因んだ２８個のコマが繊細秀麗に描かれています。
読み下し文：http://www.sugoroku.net/tori/index.html

知的なことば遊びで、
様 な々シーンを描いた大人の双六

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第一回「新春を寿ぐ」①

■
絵
双
六
入
門
① 

双
六
盤
と
絵
双
六
の
違
い

　
現
存
す
る
最
古
の
双
六
は
、
正
倉
院

の
御
物
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
木も

く
が画

紫し
た
ん
の檀

双す
ご
ろ
く
き
ょ
く

六
局
」
で
す
。
養
老
律
令
に
は
、

喪
に
服
し
て
い
る
期
間
中
に
行
っ
て
は
な
ら

な
い
雑
戯
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
日
本
書
紀
」
に
は
、持
統
天
皇
時
代
に

「
禁
断
双
六
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
賭

博
性
の
あ
っ
た
双
六
の
禁
止
令
が
発
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
双
六
は

再
三
に
わ
た
って
禁
止
さ
れ
な
が
ら
も
、
よ

ほ
ど
広
ま
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
頃

の
双
六
は
、
バ
ッ
ク
ギ
ャ
モ
ン
と
似
た
よ
う

な
ル
ー
ル
の
盤
上
遊
戯
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
盤
双
六
と
絵
双
六
が
共

に
す
ご
ろ
く
と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
、
混

乱
が
生
じ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
双
六

と
言
え
ば
絵
双
六
を
指
し
ま
す
。
江
戸

時
代
の
双
六
盤
は
嫁
入
り
道
具
の一つ
で
し

た
。
そ
の
名
残
が
雛
飾
り
の
お
道
具
と
し

て
の
双
六
盤
な
の
で
す
。

■
絵
双
六
入
門
② 

絵
双
六
は
時
代
を
映
す
鑑

　
絵
双
六
は
時
代
の
価
値
観
を
映
す
鑑
で

す
。
上
り
に
は
そ
の
時
代
の
夢
や
憧
れ
が

表
現
さ
れ
て
お
り
、
庶
民
の
息
吹
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
日
本
最
初
の
絵
双
六
は
13
世

紀
後
半
頃
、
天
台
宗
の
新
米
の
僧
に
仏
法

の
名
目
を
遊
び
な
が
ら
学
ば
せ
る
た
め
の

築地双六館館長　吉田 修

▲︎袋絵：当時の双六は袋に入れて売られていました。この袋絵は歌川豊国の描い
たものです。梅に鶯(うぐいす)と美男美女の華やかな取り合わせが目を引きます。

▲︎双六の構成図（色とりどりなのです）

上がり  御世とり
婿とり煤とり 嫁とり

手とり吹きとり

点とり

口とり

振り出し蜆とり

さとり

矢とり

掛けとり

日雇とり

判とり

客とり
さいとり

ぽっとり

草履とり

鼠とり

酌とり

炭とり手間とり ひとり

塵とり引きとり

請とり

金とり

も
の
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
多
色
刷

木
版
技
術
で
あ
る
浮
世
絵
技
法
で
、
歌
舞

伎
・
道
中
・
名
所
・
武
者
等
様
々
な
双
六

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
以
降
は
、
印
刷
技
術
の
向
上
、
雑

誌
付
録
の
誕
生
、
流
通
販
売
ル
ー
ト
の
確

立
に
よ
り
、
双
六
の
広
報
宣
伝
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
の
機
能
が
強
化
さ
れ
、
娯
楽
だ
け

で
は
な
く
、
国
威
発
揚
や
教
育
啓
発
ツ
ー

ル
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

大
人
の
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
さ
せ
る

江
戸
の
双
六

3� ２０２１ 冬

▼︎双六の概要　鳥
とりつくしはつねすごろく

尽初音双六　撰者：鶴亭秀賀、画工：楳蝶楼国綱、版元：錦橋堂山田屋庄次郎、
サイズ：縦７５㎝×横７１㎝。とりに因んだ２８個のコマが繊細秀麗に描かれています。
読み下し文：http://www.sugoroku.net/tori/index.html

˙্りはޚ
ㆿ ㇈

とり：ৼग़しにొすΔຊ橋のएࣆが、্ りでは
Ֆտとେԅձ。文ࣈ௨りのޚ（ఱ下）をとͬ たؾがわ てͬ
きます。എܠのॻきࠐみもʮ಄(かしら)には、ॳの໌ を͚いただき
て、鶴もӋ(は)を৳(の)す、य़はདྷに り͚ʯと͓ Ίでたいのです。

ӈ্˙とり：コマのഎܠにはこのΑうにॻかれています。ʮνϣイと͓ ͞ ん、ىきてΑ、わた͘ しは͓͞ んのདྷΔのがにݏだわ。ʯと。
や৬ਓɾਓがूதすΔ男ࣾձだͬ࢜は֤ൡのށߐ たので、売りखࢢの女ੑは݁構ؾڧだͬ たかもしれません。 4
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▼︎双六の概要　鳥
とりつくしはつねすごろく

尽初音双六　撰者：鶴亭秀賀、画工：楳蝶楼国綱、版元：錦橋堂山田屋庄次郎、
サイズ：縦７５㎝×横７１㎝。とりに因んだ２８個のコマが繊細秀麗に描かれています。
読み下し文：http://www.sugoroku.net/tori/index.html

˙্りはޚ
ㆿ ㇈

とり：ৼग़しにొすΔຊ橋のएࣆが、্ りでは
Ֆտとେԅձ。文ࣈ௨りのޚ（ఱ下）をとͬ たؾがわ てͬ
きます。എܠのॻきࠐみもʮ಄(かしら)には、ॳの໌ を͚いただき
て、鶴もӋ(は)を৳(の)す、य़はདྷに り͚ʯと͓ Ίでたいのです。

ӈ্˙とり：コマのഎܠにはこのΑうにॻかれています。ʮνϣイと͓ ͞ ん、ىきてΑ、わた͘ しは͓͞ んのདྷΔのがにݏだわ。ʯと。
や৬ਓɾਓがूதすΔ男ࣾձだͬ࢜は֤ൡのށߐ たので、売りखࢢの女ੑは݁構ؾڧだͬ たかもしれません。5

鳥
とり つ く し は つ ね す ご ろ く

盡初音寿語六
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ுㆯ

り
ㆾ
㆜ަ

絵ㆆ

と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
描
か
れ
た
浮
世
絵
の
様
ࣜ
の
ͻ

と
つ
で
、
一
ຕ
の
絵
の
中
に
い
く
つ
か

の
ਤ
ฑ
を
描
い
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
二
代
目
広
ॏ
の
ख
に
よ
る
༗

名
な
࡞

で
、
色
々
な
ア
イ
デ
ア
に
Ҳ

れ
て
い
ま
す
。

　
お
正
݄
の
࠲
ෑ
に
広
げ
ら
れ
た
ு
り

ަ
ͥ
ۚ
ሯ
෩
が
そ
の
ま
ま
双
六
と
な
っ

て
い
ま
す
。
文
വ
の
中
に
は
、
年
࢝
の

客
か
ら
の
い
た
だ
き
物
が
あ
り
、
文
ص

に
։
か
れ
た
ா
໘
の
文
字
を
ಡ
Ή
と
そ

れ
が
ৼ
り
ग़
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
α

イ
コ
ϩ
の
ग़
た
目
に
ਐ
Ή
「
ඈ
び
ն
り

双
六
」
で
す
。

　
ு
り
ަ
ͥ
た
ઔ
໘
は
、
初
夢
、
ए

水
、
と
そ
、
ക
、

দ
、

Ӌ
ࠜ
、


引
、

ण

、
Ԑ
ճ
し
、
ສ
ࡀ
な
ど
正

݄
の
行
事
や
ԑ
ى
物
が
描
か
れ
、
ആ
۟

が
ఴ
え
て
あ
り
ま
す
。
ྫ
え
ば
、「


引
や
ࢠ
ら
も
ਘ
Ͷ
て
Ή
く
ܙ
ํ
」。
ੲ

の

引
は
紙
の
こ
よ
り
の

に

た
る


物
の
名
が
書
い
て
あ
り
、
ࢠ
ڙ
が
そ

れ
を
引
い
て
、
そ
の
年
の
ܙ
ํ
を
向
い

て
、ἔ
い
い
も
の
が

た
り
ま
す
よ
う

に
ἕ
と
、
こ
よ
り
の

を
広
げ
た
と
の

こ
と
で
す
。
上
り
は
初
日
に
舞
う
୮



。
そ
の
ઔ
໘
に
は
「
ਓ
は
み
な
う
ち

と
け
إ
や
初
日
の
ग़
」
と
あ
り
ま
す
。

新
य़
の
ण
͗
に
;
さ
わ
し
い
՚
や
か
で

お
め
で
た
い
上
り
の
コ
マ
で
す
。
二
代

目
広
ॏ
の
ؾ

と
遊
び
৺
の
Ӑ
え
る
࡞


と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ۚሯ෩ʹ、ਖ਼݄の
ण͗を描いたؾ͋Δ双六

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第一回「新春を寿ぐ」ᶄ
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１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市
出
身
。
公

益
社
団
法
人
全
国
求
人
情
報
協
会
常
務
理
事
、
和

文
化
教
育
学
会
会
員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
築
地
双

六
館
館
長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・
研
究
・
制
作
に

取
り
組
む
。� http://w

w
w
.sugoroku.net/
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3�２０２１ य़

お
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
上
り
は
ڰ
言

ࢣ
を
ট
い
て
の
Ֆ
見
の
େ
ԅ
ձ
。
Ԟ

ۈ
め
の
身
で
は
、
江
戸
ࢢ
中
で
Ֆ
見

を
す
る
こ
と
は
ご
法

だ
っ
た
が
Ώ

え
に
、
夢
や
憧
れ
の

れ
の
マ
ε
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
େ
Ԟ
に
入
る
に
は
ض
本
や
御
Ո
ਓ
の

່
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、

Ո
の
່
で
も
ॾ
ܳ
・
行
ّ

見
श
い
な
ど
を
身
に
つ
け
て
ܗ
ࣜ
上
武

Ո
の
養
女
に
な
っ
て
େ
Ԟ
入
り
す
る

ケ
ー
ε
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
歌
舞
音

ۂ
は
、
武
Ո
ไ
ެ
に
ग़
る
່
た
ち
の
ඞ

ਢ
教
養
で
、
こ
の
双
六
の
Լ
か
ら
四
ஈ

目
に
も
お
གྷ
、

Ӗ
、
ਗ਼
ݩ
、

本
、

ٛ
ଠ

、
ৗ
൬

、
ۏ
Ӗ
、
Լし
た
ㆉ
た࠲

の
マ

ε
が
ฒ
ん
で
い
ま
す
。
େ
Ԟ
の
御
࣍


▼︎双六の概要　Ԟ
ㆈくㆥと㇁ㆈ㆟ㆮしㆿ

ۈ ָण
す

͝六
ろ く
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江
戸
後
期
、
୭
も
知
ら
な
い
େ
Ԟ
の

キ
ャ
Ϧ
ア

ー
マ
ン
の
暮
ら
し
Ϳ
り
を

庶
民
に
知
ら
し
め
た
双
六
で
す
。
江
戸


の
େ
Ԟ
に
は
、
最
盛
期
で
̍
̌
̌
̌

ਓ
と
も
̏
̌
̌
̌
ਓ
と
も
い
わ
れ
る
Ԟ

女
中
が
お
り
、
ݫ
し
い
身
分
社
ձ
（
˞

ਤ
̍
）
が
あ
り
、
څ
༩
も
メ
Ϧ
ϋ
Ϧ
が

つ
い
て
い
ま
し
た
（
˞
ਤ
2
）。



年
間
（
̍
̓
̔
̕
Ỗ
̍
̔
̌
̍
年
）
の

物
価
を
現
代

ࢉ
に
す
る
と
、
御


米
と
御
߹
ྗ
ۚ
と
御
ැ
持
の
߹
ܭ
年

เ
は
、
上
ᢐ
御
年
د
で
̎
̒
̑
̔
ສ

ԁ
、
御
中
ᢐ
で
̒
̔
̑
ສ
ԁ
、
表
使
で

̑
̑
̎
ສ
ԁ
、御

で
��
ສ
ԁ
で
し
た
。

　
େ
部

ॅ
ま
い
の
Ԟ
女
中
に
は
ϓ
ラ

イ
ϕ
ー
ト
の
時
間
も
な
く
、
ε
ト
Ϩ
ε

が
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
双

六
に
は
、
Ԟ
女
中
の
楽
し
み
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
上

な
マ
ε
と
ち
ょ
っ
と

Լ

な
マ
ε
を
৫
り
混
ͥ
て
い
る
の
が

໘
ന
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
も
Լ
世

な
も
の
は
、
ӈ
Լ
の

隅
に
あ
る
し
り
;
り
གྷ
り
で
す
。
こ

ん
な
言
葉
が
ఴ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
か

さ
ん
　
し
り
;
り
お
ど
り
は
　

わ
た
し
が
一
ば
ん
じ
や
う
ず
だ
よ
　

そ
ら�

と
ん
と
つ
　
て
れ
つ
て
・
・
」。

楽
し
み
の
マ
ε
に
は
、

ओ
、双
六
、

鳥
さ
し
（
鳥
も
ち
で
鳥
を
ั
る
こ
と
）、


び
き
、
歌
か
る
た
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
Ԟ
女
中
の
楽
し
み
と
い
え
ば
ࣳ

ډ
見
物
で
し
た
。
し
か
し
、
は
め
を

は
ず
す
と
「
三
日
ԕ
ྀ
」
と
い
う
ܰ

い
ۘ
৻
ॲ
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も

Ԟ
ঁ
த
の
ݫ
͠
͍


ࣾ
ձ
ͱ

څ
༩
γ
ε
ς
Ϝ

大
Ԟ
Ω
Ỿ
Ϧ
ア

ー
Ϛ
ϯ
の

ൿ
͔
ͳ
ָ
͠
Έ

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第ೋ回①

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第ೋ回

͠
Γ
;
Γ
གྷ
Γ
͔
Β

大
ԅ
ձ
·
Ͱ

築地双六館館長　吉田 修

大Ԟの͠ݫ いࣾձで、
ಇ͘ ঁੑたͪのָ͠ Έをհɻ

Վ

Ի
ۂ


ඞ
ਢ
Պ


は
、
行
事
な
ど
の
༨
ڵ
で
、
歌
舞
や
音

ۂ
を
൸
࿐
し
ԅ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
ಛ

に
、
江
戸
を
上
げ
て
の
二
݄
の
初
ޕ
ࡇ

で
は
、
େ
Ԟ
で
も
Ԟ
女
中
た
ち
が
གྷ
り

や

൪
ڰ
言
を
ԋ
じ
、
御
台
所
が
御
࿄

ӽ
し
に
鑑
賞
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
Լ
か
ら
二
ஈ
目
に
は
双
六
の
マ
ε

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
台
ࢺ
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。「
Ϯ
Ϡ
こ
の
す
ご
六

は
　
お
く
ͮ
と
め
た
の
し
み
す
ご
六
と

い
ͻ
ま
す
か
ら
　
わ
た
し
も
一
ツ
と
り

よ
せ
て
い
も
う
と
の
と
こ
ろ

と
し
ۄ

に
や
り
ま
せ
う
」。
お
や
お
や
、
こ
の

双
六
の
宣
伝
文
۟
だ
っ
た
の
で
す
Ͷ
。

ܗた່が女ਓֻ͚ࠊ൫にޟ⾢
をݣうというϢχʔΫな袋絵の
構図で͋Δ。絵ࢣで͋ΔҰদ
ঊ国๕のഁになࢣ๕फはࡈ
Δことेというഁ ఱߥなਓ
で͋ たͬらしい。
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ਤ
̍

ɹେ
Ԟ
ঁ
ੑ
ͷ
৬
੍
ͱ

ऩ

ɹ

出
ॴ
⽅
ڞ
ࡁ
生
׆
協
ಉ
組
߹
࿈
߹
会
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ

ɹ
ủ
ൃ
۷
ʂ
͓
ۚ
の


ɹୈ
９
ճ
江
ށ

ຊ
ؙ

ồ
େ
Ԟ
の
͓
ۚ
の

ỨΑ
り
ൈ
ਮ
し
て
作
ද
し
た
。

େ
Ԟ
Ͱ
࠷
ߴ
Ґ
の
ϙ
δ
γ
ἀ
ϯ
、
ক
܉
・
ޚ

ॴớ
Έ
ͩ
͍

Ͳ
͜
Ζ
・
ক
܉
の
ਖ਼
ࣨ
Ờの
ଆ
प
り
の
ޚ
༻
を
務
め
る

ޚ

ॴ

͖
ޚ
年
د
の

理

、

ޚ

ॴ
の
ݙ
ཱ
ν
ỻỽ
Ϋ

ಟ
ݟ
ͳ
Ͳ

ক
܉
・
ޚ

ॴ
の
身
ล
の
ੈ


、௨
常
͜
の
த
か
ら
ଆ
ࣨ
͕
出
る

ޚ

ॴ

͖
Ͱ
、Ԏ


ख
ਫ
ͳ
Ͳ
の
ੈ

を
͢
る

খ
ؒ

͍
、��

��
、��
ࡀ
の
গ
ঁ

ৣ
ޱ
の
ݟ
ு
り

取
࣍
͗


৯

・


の
ങ
͍

を
ޚ

ෑ
の

人
に
ௐ
ୡ
͞
ͤ
る


ه
、文
ॻ
ه、

ࣥ
ච
作

と
ݙ
্

の
ν
ỻỽ
Ϋ

ক
܉
͕
େ
Ԟ

དྷ
た
と
͖
の


、ॾ
େ
໊
の
ঁ

の


ͳ
Ͳ

্
ᢐ
ޚ

د

δ
ἀ

ϩ

Φ
τ
γ
Ϥ
Ϧ

ޚ
٬
ձ
ऍ

Φ
Ω
Ỿ
Ϋ
Ξ
γ
ϥ
Π

த

د

ν
ỿ

υ
γ
Ϥ
Ϧ

ޚ
த
ᢐ

ΰ
ν
ỿ

ϩ


ޚ
খ


Φ
ί
γ
ἀ


ޚ
ӈ
ච

Φ
Ϣ

ώ
π


ؒ
、
ࢠ
、ಓ
۩
ͳ
Ͳ
の

උ
࠵。
し
事
の
ࡍ
の
༡
ܳ


ޚ
࣍

Φ
π
Ϊ

໘
会
ऀ

ঁ
ੑ
の
༻
ୡ

人
ͳ
Ͳ
ݕ
ࠪ
͢
る

ޚ

ख
ॻ

Φ
Ω
ỽ
ς
γ
ἀ

ক
܉
・
ޚ

ॴ
の
ঌ
し

の
ࡋ
๓
ઐ


ޖ

೭
ؒ

ΰ
ϑ
Ϋ
ϊ
Ϛ

ޚ
ࡾ
の
ؒ
Ҏ
্
の
෦

の

আ
Ұ

、

Ր

ਫ
の

理
΄
か
ࡶ、
༻
Ұ


ޚ
ࡾ
೭
ؒ

Φ
α
ϯ
ϊ
Ϛ

ද

の
Լ
ಇ
͖

ޚ

࠲
ෑ

Φ
ώ
ϩ
β
γ
Ω

ޚ
હ
ॴ
に
٧
め
て
ࣽ
ਬ
͖
を
取
り


る

ޚ

ډ

Φ
φ
Χ
Π

ޚ

ॴ
の
৯
事
த
の
౬

を

͑
て
ೲ
め
る

ޚ

೭
ؒ

Φ
ν
Ỿ
ϊ
Ξ
Π
μ

ޚ

ෑ
ޚ
ৣ
の
։
ด
、֎
෦
と
の
取
࣍
͗
ͳ
Ͳ

ޚ

൪

Φ
π
Χ
Π
ό
ϯ

ਫ
ټ
Έ
、
আ
ͳ
Ͳ
の
ࡶ
༻

ຊ
څ
త
ͳ

の
Ͱ
、ถ
Ͱ
ࢧ
څ
͞
れ
る
。͍
わ

年
เ

ҥ


の
ಛ
ผ
ख

Ͱ
ݱ、
ớۚ
খ

ỜͰ
ࢧ
څ
͞
れ
る

ஆ
を
取
る
た
め

෩
࿊
༻
ͳ
Ͳ
の
೩
ྉ
ݱ。

ࢧ
څ
͞
れ
る

ຯ


Ԙ
を
ങ
͏
た
め
の
ख

ݱ。
ớۚ
ۜ
ỜͰ
ࢧ
څ
͞
れ
る

ຊ
人
と
、ࣗ
લ
Ͱ
ޏ
͏
Լ
ಇ
͖
の

の
৯
ྉ
。ถ
Ͱ
ࢧ
څ
͞
れ
る

ޚ


Φ
ε
Τ

ன


わ
ͣ
Ԟ
ঁ
த
の
෦

を
८
ճ
し
て
Ր
の
ݩ
を

ҙ
͢
る

ޚ
Ր
೭
൪

Φ
ώ
ϊ
ό
ϯ

ক
܉

͖
の
ࡶ
༻

Ͱ
、ం

࢟
Ͱ
Ӌ
৫
އ
を
ண
て
͍
る

ຊ
ؙ
த
全
て
の
出
ೖ
り
͕
Մ


ޚ
Հ

ओ

Φ
τ
Ϊ
Ϙ

ζ

ޚ
ৣ
ޱ

Φ
δ
ἀ

ά
ν

ද


Φ
Ϟ
ς
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Π

˙ 

ਤ
̎
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γ
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ΰ
α
Π
Ϊ
ϯ

ޚ
ැ
࣋

Φ
ϑ
ν

ᶅ
ޚ
߹
ྗ
ۚ

ΰ
ί

Ϧ
ἀ
Ϋ
Ω
ϯ

②
ޚ

ถ

Φ
Ω
Ϧ
Ϛ
Π

①

8



3� ２０２１ य़
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ɹେ
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ੑ
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੍
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ऩ

ɹ

出
ॴ
⽅
ڞ
ࡁ
生
׆
協
ಉ
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会
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ

ɹ
ủ
ൃ
۷
ʂ
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ۚ
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ɹୈ
９
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江
ށ

ຊ
ؙ

ồ
େ
Ԟ
の
͓
ۚ
の

ỨΑ
り
ൈ
ਮ
し
て
作
ද
し
た
。

େ
Ԟ
Ͱ
࠷
ߴ
Ґ
の
ϙ
δ
γ
ἀ
ϯ
、
ক
܉
・
ޚ

ॴớ
Έ
ͩ
͍

Ͳ
͜
Ζ
・
ক
܉
の
ਖ਼
ࣨ
Ờの
ଆ
प
り
の
ޚ
༻
を
務
め
る

ޚ

ॴ

͖
ޚ
年
د
の

理

、

ޚ

ॴ
の
ݙ
ཱ
ν
ỻỽ
Ϋ

ಟ
ݟ
ͳ
Ͳ

ক
܉
・
ޚ

ॴ
の
身
ล
の
ੈ


、௨
常
͜
の
த
か
ら
ଆ
ࣨ
͕
出
る

ޚ

ॴ

͖
Ͱ
、Ԏ


ख
ਫ
ͳ
Ͳ
の
ੈ

を
͢
る

খ
ؒ

͍
、��

��
、��
ࡀ
の
গ
ঁ

ৣ
ޱ
の
ݟ
ு
り

取
࣍
͗


৯

・


の
ങ
͍

を
ޚ

ෑ
の

人
に
ௐ
ୡ
͞
ͤ
る


ه
、文
ॻ
ه、

ࣥ
ච
作

と
ݙ
্

の
ν
ỻỽ
Ϋ

ক
܉
͕
େ
Ԟ

དྷ
た
と
͖
の


、ॾ
େ
໊
の
ঁ

の


ͳ
Ͳ

্
ᢐ
ޚ

د

δ
ἀ

ϩ

Φ
τ
γ
Ϥ
Ϧ

ޚ
٬
ձ
ऍ

Φ
Ω
Ỿ
Ϋ
Ξ
γ
ϥ
Π

த

د

ν
ỿ

υ
γ
Ϥ
Ϧ

ޚ
த
ᢐ

ΰ
ν
ỿ

ϩ


ޚ
খ


Φ
ί
γ
ἀ


ޚ
ӈ
ච

Φ
Ϣ

ώ
π


ؒ
、
ࢠ
、ಓ
۩
ͳ
Ͳ
の

උ
࠵。
し
事
の
ࡍ
の
༡
ܳ


ޚ
࣍

Φ
π
Ϊ

໘
会
ऀ

ঁ
ੑ
の
༻
ୡ

人
ͳ
Ͳ
ݕ
ࠪ
͢
る

ޚ

ख
ॻ

Φ
Ω
ỽ
ς
γ
ἀ

ক
܉
・
ޚ

ॴ
の
ঌ
し

の
ࡋ
๓
ઐ


ޖ

೭
ؒ

ΰ
ϑ
Ϋ
ϊ
Ϛ

ޚ
ࡾ
の
ؒ
Ҏ
্
の
෦

の

আ
Ұ

、

Ր

ਫ
の

理
΄
か
ࡶ、
༻
Ұ


ޚ
ࡾ
೭
ؒ

Φ
α
ϯ
ϊ
Ϛ

ද

の
Լ
ಇ
͖

ޚ

࠲
ෑ

Φ
ώ
ϩ
β
γ
Ω

ޚ
હ
ॴ
に
٧
め
て
ࣽ
ਬ
͖
を
取
り


る

ޚ

ډ

Φ
φ
Χ
Π

ޚ

ॴ
の
৯
事
த
の
౬

を

͑
て
ೲ
め
る

ޚ

೭
ؒ

Φ
ν
Ỿ
ϊ
Ξ
Π
μ

ޚ

ෑ
ޚ
ৣ
の
։
ด
、֎
෦
と
の
取
࣍
͗
ͳ
Ͳ

ޚ

൪

Φ
π
Χ
Π
ό
ϯ

ਫ
ټ
Έ
、
আ
ͳ
Ͳ
の
ࡶ
༻

ຊ
څ
త
ͳ

の
Ͱ
、ถ
Ͱ
ࢧ
څ
͞
れ
る
。͍
わ

年
เ

ҥ


の
ಛ
ผ
ख

Ͱ
ݱ、
ớۚ
খ

ỜͰ
ࢧ
څ
͞
れ
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ஆ
を
取
る
た
め

෩
࿊
༻
ͳ
Ͳ
の
೩
ྉ
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ࢧ
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͞
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ຯ


Ԙ
を
ങ
͏
た
め
の
ख
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ۜ
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ࢧ
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͞
れ
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ຊ
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と
、ࣗ
લ
Ͱ
ޏ
͏
Լ
ಇ
͖
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の
৯
ྉ
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Ͱ
ࢧ
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͞
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ޚ


Φ
ε
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ன
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ͣ
Ԟ
ঁ
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の
෦

を
८
ճ
し
て
Ր
の
ݩ
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ҙ
͢
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ޚ
Ր
೭
൪

Φ
ώ
ϊ
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ϯ

ক
܉

͖
の
ࡶ
༻

Ͱ
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࢟
Ͱ
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৫
އ
を
ண
て
͍
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ຊ
ؙ
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全
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出
ೖ
り
͕
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①
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4�２０２１ य़

ࣀ
さ
れ
る
ӫ
༪
あ
る
シ
ー
ン
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
武
࢜
が
࣮
ࡍ
に
ߕ
ႀ
を
ண
け
て
ઓ
っ

て
い
た
ઓ
国
時
代
の
ओ
ཁ
な
武
ث
は
૦

で
し
た
。武
田
܉
ஂ
の
武
具

උ
（
ਤ

3
）
を
見
る
と
、
��
ˋ
が

ฑ
（
�
̼

ఔ

の

૦
）
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

ฑ
の
ึ
は
1�
ᶲ
ఔ

で
、
ฑ
の
し

な
り
を
生
か
し
て
ึ
ઌ
を
ଧ
ち
付
け
る

ଧ
ܸ
武
ث
で
し
た
。
Ռ
た
し
て
、
ນ


の
武
࢜
は

ฑ
を
使
い
こ
な
せ
た
の
で

し
ょ
う
か
ʁ
　
૦
術
࣮
ફ
双
六
も
ඞ
ཁ

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
弓
に
も
మ
๒
（
Ր
ೄ
ॐ
）
に
も
ࣹ
ఔ

ڑ

（
ਤ
�
）
が
あ
り
ま
す
。
ࡴ
ই
、

༗
ޮ
、
最
େ
い
ず
れ
の
ࣹ
ఔ
ڑ

も
మ

๒
が
弓
を
上
ճ
っ
て
い
ま
す
。し
か
も
、

ॐ

が
持
つ
ӡ
ಈ
Τ
ω
ル
ギ
ー
は
ਓ
ྗ

で
์
た
れ
る
矢
の
二
े
ഒ
で
す
。

　
し
か
し
、「
మ
๒
の
উ
ち
ʂ
」
と
い

う
の
は
、
ち
と
ૣ
い
の
で
す
。
三
Ӝ

正

広
ౡ
େ
学
名
༪
教
त
（

ֲ
建

築
࢙
・
̎
̌
̍
̑
年
の
দ
江

の
国

ๅ
ঢ
֨
に
ߩ
ݙ
）
に
よ
れ
ば
、「
మ
๒

の
最
େ
の
ܽ

は
一
発
ܸ
つ
と
࣍
の

発
ࣹ
ま
で
三
分
か
か
る
こ
と
。
そ
れ

に
ର
し
て
、
弓
は
つ
が
え
て
์
て
ば

い
い
の
で
ޒ
ඵ
に
一
矢
์
て
る
。
三

分
あ
れ
ば
三
े
矢
く
ら
い
์
て
る
。

మ
๒
が
一
ਓ
ࡴ
ই
す
る
間
に
、
弓
は

三
े
ਓ
を
ࡴ
ই
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
弓
は
మ
๒
の
三
े
ഒ
の

ഁ
յ
ྗ
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

　
ύ
ッ
ク
ε
・
ト
ク
Ψ
ϫ
ー
φ
の

二
ඦ
六
े
年
は
、
弓
も
Ր
ೄ
ॐ
も
時

代

れ
の
武
ث
に
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
近
世
に
二
ඦ
年
以
上
も
平

で

あ
っ
た
と
い
う
国
は
、
世
ք
を
見


し
て
も
日
本
の
ଞ
に
存
在
し
ま
せ
ん
。

こ
の
双
六
は
そ
の
ূ
し
な
の
で
す
。

▼︎双六の概要　ߕ
ㆉㆣㆡ㇅ㆄㆡ㇃く㇈ㆄ㆝ㆪㆆ

ႀண༻උ双
す ご ろ く

六　҆̑ʢ����ʣ　
画：Ұ

ㆂㆡ㆘㇅㆕ㆂ

ᆹᜊ（歌川）ٛ
㇈㆗ㆉ㆚

һ　版元：ࣳ ਆ໌લɾؙ 屋ਙീ　サイズ（Dm）：縦��.�×横��.�

　
ߕ
ႀ
と
は
֙
と
ד
か
ら
な
る
武
࢜

の
伝
統
的
な
武
具
の
こ
と
で
す
。
な
ͥ

こ
の
双
六
が
発
行
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
ʁ
　
そ
れ
は
、
武
࢜
が
ߕ
ႀ
の
ண

け
ํ
を

れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
双
六
が
世
に
ग़
た
҆

�
年
は

日
米
म

通



が
క
݁
さ
れ
、
വ

ؗ
、
ਆ
ಸ
川
・

࡚
・
新
ׁ
・
ฌ
ݿ
が

։
ߓ
さ
れ
る
一
ํ
、
҆

の
େ
ࠈ
の

中
、
Ꮌ
Ҕ
の
ཛྷ
が
吹
き
ߥ
れ
て
い
ま
し

た
。
ઓ
の
ة
機
が
ഭ
り
つ
つ
も
、
ߕ
ႀ

は
Ո
の
Ԟ
で
ᆍ
を
か
Ϳ
っ
て
い
た
わ

け
で
す
。
そ
こ
で
、
絵
ղ
き
の
マ
χ
ỿ

ア
ル
双
六
の
登
場
で
す
。

　
武
࢜
が
᧓
を
付
け
、
খ
އ
を
ཤ
き
、


ؙ
を
ண
け
、
྆

を
ଳ
び
、
మ
๒

や
૦
を
持
ち
、
ઓ
場
で
活
༂
す
る
ま

で
の
ε
ト
ー
Ϧ
ー
の
中
で

ண
マ

χ
ỿ
ア
ル
が
機
能
を
発
ش
し
ま
す
。

ৼ
ग़
し
は
ਞ
ଠ
ޑ
、
ਞ

、
法
ཐ


の
鳴
り
物
。
ॏ
ཁ
な

報
伝
ୡ
ツ
ー

ル
で
し
た
。
ᡧ

て
の
マ
ε
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。「
Ή
す
び
め
は�

し
っ
か

り
と�

し
め
よ
う
は�

Ώ
る
く
す
る
が
い

い�

コ
Ϩ
α
あ
ん
ま
り
Ώ
る
す
͗
て
は�

い
か
͵
い
か
͵
」。
࣮
ફ
的
な
આ
明
書

き
で
φ
ル
ホ
υ
ʂ
と
ೲ
ಘ
で
す
。
上

り
は
「
উ
ㆉ
ㆡ
い
く
㆕ઓ

きؼ
じ
んਞ

」�

で
、
๙
ඒ
を
Լ

ߕ
ႀ
の
ͭ
͚
ํ
Ϛ
χỿ
ア
ϧ

᧓
͔
Β
మ
๒
ɾ
૦
·
Ͱ
ɹ

��
Ϛ
ε
Ͱ
ஸ
ೡ
ʹ
આ
໌

の双六࢜、ظށߐ
ႀணϚχϡΞϧʂʂߕ

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第ೋ回ᶄ

ઓ
ࠃ
࣌



૦
͕
ओ
ྗ
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ٷ
ͱ
మ
๒
ɹ

࣮
ઓ
Ͱ

Ͳ
ͪ
Β
͕
ڧ
͍
ʁ
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ႀண༻උ双
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˔
٢
ా  

मớ
Α
͠
ͩ
͓
͞
Ή
Ờ ϓ
ϩ
ϑ
ỹ
ồ
ϧ

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市
出
身
。
公

益
社
団
法
人
全
国
求
人
情
報
協
会
常
務
理
事
、

和
文
化
教
育
学
会
会
員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
築
地

双
六
館
館
長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・
研
究
・
制
作

に
取
り
組
む
。
ɹ
公
ࣜ
̝
̥
⽅� http://w

w
w
.

sugoroku.net/

˙ ਤ�　ٷとమ๒ͷࣹఔڑൺֱ　 ˙ ਤ� ઓ࣌ࠃ田ஂ܉ͷ۩උ

˞ழ௺έイࢯのʮઓ国時ߟサイτʙઓ国ిࢵকʙʯのσʔλをච者がදみにした。
ग़ॴ：ʮ図ղثとߕႀʯ
（ஶ者：ඉོޱɾล৴ߦൃ　ޗ：ϫϯ.ύϒϦογϯά）

ฑ
അ্
ٷ
మ๒
ख໌
େখض

（୯Ґ：̼ ）

ࣹఔͷछྨ�ث ٷ మ๒
ʢՐೄॐʣ

ইࡴ
ࣹఔ

֙をணた૬खでも
ڑইできΔࡴで֬ߴ ��

��

���

��

���

���

��ˋ

��ˋ

��ˋ

�ˋ

�ˋ
�ˋ

໋தすれࡴইできΔ֬が
ڑいߴ

当たͬ てもக໋ইにୡすΔか
どうかոしい、ಧ͘ だ͚ のڑ

༗ޮ
ࣹఔ

େ࠷
ࣹఔ
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40２０２１ Ն

い
ま
し
た
。
大
門
と
呼
ば
れ
る
出
入
り

口
に
入
る
と
、
仲
ノ
町
と
い
う
２
４
５

ｍ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
あ
り
ま

す
。
旧
暦
の
3
月
1
日
（
現
在
の
3
月

末
ご
ろ
）
に
な
る
と
、
こ
の
仲
ノ
町
の

通
り
の
中
央
に
、
植
木
職
人
が
植
え
た

千
本
の
桜
並
木
が
突
如
出
現
し
ま
し

た
。
江
戸
っ
子
だ
け
で
な
く
、
地
方
か

ら
の
観
光
客
や
参
勤
交
代
の
武
士
な
ど

が
大
勢
見
物
に
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
と
は
、
明

治
5
年
（
１
８
７
２
）
に
日
本
の
横

浜
港
に
停
泊
中
の
マ
リ
ア
・
ル
ス
号

（
ペ
ル
ー
船
籍
）
内
の
清
国
（
中
国
）

人
苦
力
を
奴
隷
で
あ
る
と
し
て
日
本

政
府
が
解
放
し
た
事
件
の
こ
と
で
す
。

日
本
が
国
際
裁
判
の
当
事
者
と
な
っ

た
初
め
て
の
事

例
で
あ
り
、
外

務
卿
・
副
島
種

臣
と
神
奈
川
県

権
令
・
大
江
卓

が
貫
い
た
人
道

主
義
が
認
め
ら

れ
て
勝
訴
と
な

り
ま
し
た
。
詳

細
は
省
略
し
ま

▼︎双六の概要　Ҋ吉ݪ双六　จԽ��ʙఱอ間ʢ����ʙ����ࠒʣ　
撰：ࢤຬ山ਓ　画：Ұཅᜊ（歌川）ᅳ৴　൘：ຊ屋ɾ屋࣏ฌӴ　サイズ（Dm）：縦��.�×横��.�

　
18
世
紀
に
人
口
百
万
人
を
超
え
た
江

戸
は
巨
大
な
消
費
市
場
で
、
魚
市
場
は

朝
千
両
、
芝
居
小
屋
は
昼
千
両
、
吉
原

遊
廓
は
夜
千
両
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。

ҋ
ͷ


①
٢
ݪ

͔
Γ
②
݄

࠸

ớ
ๅ
Ҫ
ଖ
֯
Ờ　

　
こ
の
句
は
、①
で
切
っ
て
読
め
ば「
不

夜
城
」
吉
原
の
明
る
さ
を
詠
ん
だ
も
の

に
な
り
、
②
で
切
っ
て
読
め
ば
、
吉
原

は
暗
黒
の
夜
だ
と
意
味
が
逆
に
な
り
ま

す
。
句
切
れ
が
ス
イ
ッ
チ
の
よ
う
な
働

き
を
し
て
、
吉
原
全
体
が
闇
に
沈
ん
だ

り
、逆
に
月
に
照
ら
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

「
し
ん
だ
い
し
ゃ
た
の
む
」
と
同
様
な

言
葉
の
妙
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
細
見
と
は
案
内
書
の
こ
と
で
す
。
吉

原
の
妓
楼
名
、
遊
女
名
、
揚
げ
代
な
ど

を
細
か
に
記
し
た
遊
里
の
案
内
書
を
吉

原
細
見
と
呼
び
ま
し
た
。
貞
享
年
間
の

頃
か
ら
発
行
さ
れ
、
大
変
人
気
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
目
を
付
け
た
蔦
屋
重

三
郎
は
、天
明
2
年
（
１
７
８
２
）
に
、

版
元
の
株
を
掌
握
し
、
独
占
販
売
体
制

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
写
真
は
文
化
7

年
（
１
８
１
０
）
午う
ま

の
年
に
発
行
さ
れ

た
吉
原
細
見
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
案
内
情
報
を
マ
ッ
プ
付
き

イ
ラ
ス
ト
に
し
た
の
が
こ
の
絵
双
六
で

す
。
文
政
末
も
し
く
は
天
保
初
め
の
刊

行
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
新
吉
原
は
、
東
京
ド
ー
ム
二
つ
分
ほ

ど
の
広
さ
の
長
方
形
の
土
地
で
、
周
囲

は
黒
板
塀
で
取
り
囲
ま
れ
、
外
に
は
お

歯
黒
ど
ぶ
と
呼
ぶ
掘
割
り
が
作
ら
れ
て

٢
ݪ
の
໌
҉
を
ӵ
Μ
ͩ
ആ
۟

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第ࡾ回①

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第ೋ回

築地双六館館長　吉田 修

千本の桜並木が描かれた
吉原遊郭の観光案内双六

す
が
、
こ
の
裁
判
の
争
点
の
一
つ
は
、

マ
リ
ア
・
ル
ス
号
側
の
弁
護
士
が
「
奴

隷
契
約
は
無
効
だ
と
い
う
が
、
日
本
で

は
も
っ
と
酷
い
奴
隷
契
約
が
実
際
有

効
に
認
め
ら
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
」

と
、
遊
女
の
契
約
の
実
情
を
指
摘
し

た
こ
と
で
す
（『
日
本
婦
人
問
題
資
料

集
成
』
第
1
巻
、
牧
英
正
『
人
身
売

買
』）。
当
時
の
実
態
は
そ
の
通
り
で

す
が
、
日
本
の
裁
判
で
は
「
一
国
が

適
法
と
し
て
も
別
の
一
国
が
禁
ず
る

時
は
そ
の
契
約
は
無
効
と
す
る
の
が

万
国
法
で
あ
り
、
遊
女
に
関
し
て
は

国
内
限
り
の
制
度
で
あ
っ
て
、
そ
の

制
度
が
存
在
す
る
我
が
国
で
も
奴
隷

の
輸
出
入
は
厳
禁
し
て
い
る
」
と
し

て
、「
契
約
は
無
効
」
と
い
う
判
決
を

下
し
て
終
結
、
清
国
人
た
ち
は
翌
年
9

月
無
事
本
国
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
件
に
素
早
く
対
応
し
た
明
治

政
府
は
明
治
5
年
に
娼
妓
解
放
の
太

政
官
布
告
を
発
出
し
ま
し
た
。
そ
の

後
ペ
ル
ー
が
抗
議
を
行
っ
た
も
の
の
、

ロ
シ
ア
皇
帝
の
仲
裁
裁
判
に
よ
り
明

治
8
年
5
月
「
日
本
政
府
は
責
任
な

し
」
と
し
て
決
着
し
ま
し
た
。
と
は

い
え
、
法
と
実
態
の
乖
離
は
容
易
に

は
解
消
さ
れ
ず
、
昭
和
33
年
の
売
春

防
止
法
の
施
行
に
よ
っ
て
一
応
の
ピ

リ
オ
ド
が
打
た
れ
る
こ
と
な
り
ま
す
。

௱
ॏ
ủ
٢
ݪ
ࡉ
ݟ
Ứの

Ϗ
δ
ỿ
ア
ϧ
Խ
双
六

چ
ྐྵ
̏
݄
ʹ
ग़
ݱ
͢
る

人

の
ࡩ
ฒ


ও
ْ
ղ
์
の
͖
ỳ
͔
͚

Ϛ
Ϧ
ア
ɾ
ϧ
ε
߸
ࣄ
݅
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▼︎双六の概要　Ҋ吉ݪ双六　จԽ��ʙఱอ間ʢ����ʙ����ࠒʣ　
撰：ࢤຬ山ਓ　画：Ұཅᜊ（歌川）ᅳ৴　൘：ຊ屋ɾ屋࣏ฌӴ　サイズ（Dm）：縦��.�×横��.�

˙ 

ද
①

ɹ٢
ݪ
ͱ
ഇ
ও
ӡ
ಈ
ͷ
ྺ
࢙

ɹ

˞

ủ
٢
ݪ
事
య
Ứớ
Ӭ
Ҫ
ٛ
உ
Ờのἔ
٢
ớݪ
৽
٢
ݪ
Ờの
ࡾ
ඦ
年
ἕの
年
ද
、国
ཱ
国
会
ਤ

ॻ
館
・
ୈ
��
ճ�

常
ઃ
ల
ࣔ
ࢿ
ྉủ
ഇ
ও
ӡ
ಈ
の
ྺ
࢙
Ứ、ủ
公
ও
制

と
ٹ
ੈ
܉
の
ഇ
ও

ӡ
ಈ
Ұ
ߟ
Ứớ
ੴ
ݪ
า
・
ஶ
Ờか
ら
ච
ऀ
͕
ൈ
ਮ
し
て
作

し
た
。

ಙ

Ո
߁
͕
江
ށ
ນ

を
։
͘

ܚ
長
�
年ớ
１
̒
̌
̏
Ờ

元ݪ٢ݪ٢（৽ݪ٢）

ݩ
和
�
年ớ
１
̒
１
̔
Ờ

໌
ྐྵ
�
年ớ
１
̒
５
̓
Ờ

໌
࣏
�
年ớ
１
̔
̓
１
Ờ

໌
࣏
�
年ớ
１
̔
̓
̎
Ờ

໌
࣏
�
年ớ
１
̔
̓
５
Ờ

໌
࣏
��
年ớ
１
９
̌
̌
Ờ

େ
ਖ਼
�
年ớ
１
９
１
̔
Ờ

ত
和
�
年ớ
１
９
̏
̎
Ờ

ত
和
��
年ớ
１
９
４
５
Ờ

ত
和
��
年ớ
１
９
５
̔
Ờ

ๅ
ྐྵ
��
年
ʗ

໌
和
ݩ
年ớ
１
̓
̒
４
Ờ

ນ

͕
Ҡ
స
を
໋
͡
、৽
٢
ݪ
Ͱ
Ӧ
ۀ
։
࢝

ଠ

の
শ
߸
͕
ͳ
͘
ͳ
る

ऴ
ઓ

େ
৹
Ӄ

ủܾ
ও
ْ
ഇ
ۀ
ಧ
出
ॻ
に
ௐ
ҹ


求
の
݅
Ứ、ٹ
ੈ
܉
͕
ഇ
ও
ӡ
ಈ
։
࢝

��
ճ
ఇ
国
ٞ
会
Ͱ
ഇ
ও


͕
ॳ
め
て
取
り

্
͛
ら
れ
る

ủ

ଜ
ർ
ฐ
と
ࢠ
ঁ
ച
ങ


Ứ

ớ
松
ٶ
Ұ

ڮ、
ຊ

೭
ஶ
Ờ出
൛

ച
य़

ࢭ
法
ࢪ
ߦ

ɹ٢
ݪ
Ӧ
ۀ
ऴ
ྃ

໌
六
ࡶ
�ࢽ

ୈ�

��
߸
Ͱ

ా
ਅ
ಓ
͕

ഇ
ও

を
ओ
ு

ଠ



ủࠂ
人
身
ച
ങ
ې
ࢭ
ྩ
Ứ

࢘
法
ল
ୡủ
ܳ
ও
ْ
ղ
์
ྩ
Ứ

Ϛ
Ϧ
Ξɾϧ
ε
߸
ࣄ
ớ݅
ܳ
ও
ْ
ղ
์
ྩ
の

ܖ
ػ
と
ͳ
る
国
ࡍ
ࡋ

Ờ

ঙ
࢘
ਙ
ӈ
Ӵ

͕
ນ

Α
り
٢
ݪ
༡
ֲ
の

ڐ
Մ
を
ಘ
て
ݩ、
٢
ݪ
Ͱ
Ӧ
ۀ
։
࢝

࣌ত࣌ɾେਖ਼࣏໌࣌ށߐ

 ࣌



ग़
དྷ
ࣄ

▼︎⾣௱屋ॏࡾ郎のݪ٢細ݟ（文
Խ�版）縦��.�㎝×横��㎝の
ϋϯσΟサイズのҊॻ。ॴఆの
ཝຖに屋߸と屋߸とْܳがه
れ͞ていΔ。男ܳ者の෦、女ܳ者

の෦のทも͋ Δ。
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人
に
も
な
り
ま
す
。
作
者

は
工
夫
を
凝
ら
し
、
日
本

や
中
国
の
古
典
を
題
材

に
、
奇
想
天
外
の
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
児じ
ら
い
や
ご
う
け
つ
も
の
が
た
り

雷
也
豪
傑
譚
話

は
、
版
元
や
作
者
が
何

度
も
交
代
し
、
二
次
創

作
、
三
次
創
作
の
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
京
都

南
禅
寺
山
門
前
に
あ
る

豆
腐
料
理
で
有
名
な「
順

正
」
の
書
院
に
は
、
こ

の
双
六
が
飾
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
あ
る
べ
き
場

所
に
あ
る
べ
き
絵
双
六

が
あ
る
と
い
う
風
景
が

料
理
を
一
層
引
き
立
て

て
い
ま
し
た
。

▼︎双六の概要　ࢁ
㆕ ㇓ ㇂ ㇓ ご ㆄ ㆐ つ す ご ろ く

߽ܼძ　࣏ݩ Β͔ܚԠʹվݩしͨ ʢ����ʣ　
ච：Ұ

ㆂㆡ

鶯
ㆈㆄ

ࡈ
㆕ㆂ

（豊ݪ）ᅳ
ㆎㆫ

प
ㆡㆉ

、൘：ҏ屋݉٢、サイズ（Dm）：縦���.�×横��.�
ొਓの໊લの横に、͞ いこΖの目にԠ͡ たҠಈઌがॻかれて り͓、ৼ たͬ͞ いこΖの目にΑͬ てࢦఆ れ͞たコマにඈͼながら্りを目ࢦす。

　

異
形
・
豪
壮
・
絢
爛
。
大
学
や
博

物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
あ
る
有

名
な
歌
舞
伎
双
六
で
す
。
評
判
が
良

か
っ
た
た
め
、
細
部
が
修
正
さ
れ
て

重
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
双
六
の
舞
台

は
京
都
南
禅
寺
の
山
門
。
6
演
目
の

役
者
27
名
が
楼
上
で
見
得
を
切
る

オ
ー
ル
ス
タ
ー
キ
ャ
ス
ト
で
す
。
屋

根
上
に
は
白
浪
五
人
女
の
素
ば
し
り

お
熊
や
木
ね
ず
み
お
吉
が
取
り
手
と

大
立
ち
回
り
を
演
じ
、
二
階
で
は
白

浪
五
人
男
の
日
本
駄
右
衛
門
や
妖
術

を
使
う
義
賊
児
雷
也
が
は
じ
け
て
い

ま
す
。
白
浪
と
は
泥
棒
の
こ
と
で
す
。

何
と
い
っ
て
も
、
主
役
を
張
っ
て
い

る
の
は
楼さ
ん
も
ん門

五ご
さ
ん
の三

桐き
り

の
大
盗
賊
石
川

五
右
衛
門
。「
絶
景
か
な
、
絶
景
か

な
。
春
の
宵
は
値
千
両
と
は
、小
せ
え
、

小
せ
え
・
・
・
」
の
名め
い
ぜ
り
ふ

科
白
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
。
一
階
に
は
鞘さ
や
あ
て当

に
登
場
す
る
不
破
伴
作
や
名
古
屋
山

三
ら
も
い
ま
す
。
階
上
の
石
川
五
右

衛
門
に
、
天
地
の
見
得
で
睨
み
を
返

す
一
階
の
真ま
し
ば柴

久ひ
さ
き
ち吉

が
、
物
語
性
と

構
図
の
立
体
感
を
醸
し
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
江
戸
庶
民
憧
れ
の
オ
ー

ル
ス
タ
ー
名
場
面
歌
舞
伎
双
六
な
の

で
す
。

　
豪
華
な
お
神
輿
が
上
が
り
で
す
。
右

の
女
は
「
お
さ
ら
ば
お
伝
」。
貧
農
出

身
の
強ゆ

す請
り
集た

か
り
の
悪
女
で
す
。お
お
、

怖
っ
！　
周
り
に
い
る
三
人
の
女
の
名

前
が
読
め
る
方
は
変へ
ん
た
い
が
な

体
仮
名
通
で
す
。

　

歌
舞
伎
は
庶
民
の
一
番
の
楽
し
み
で

し
た
。
江
戸
三
座
と
い
わ
れ
た
中
村

座
、
市
村
座
、
森
田
座
の
売
り
上
げ

が
一
日
に
千
両
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
都
市
だ
け
で
は
な
く
、
文
政
8
年

（
１
８
２
５
）
の
「
諸
し
ょ
こ
く国

芝し
ば
い居

繁は
ん
え
い

栄
数

望ず
も
う」

に
よ
れ
ば
、
全
国
で
１
４
０
の

芝
居
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
村
芝
居
も

含
め
れ
ば
１
５
０
０
棟
の
芝
居
小
屋
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で

も
上
演
さ
れ
て
い
る
演
目
は
３
０
０
本

以
上
あ
り
、
登
場
人
物
は
２
３
０
０
余

Φ
ー
ϧ
ε
λ
ー
໊

໘

Վ

ب
双
六

্
͕
Γ
の
͓
ਆ
༫
ͱ
ന
࿘
ঁ

南禅寺山門を舞台に展開される
歌舞伎の華麗な魅力が満開！

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第ࡾ回ᶄ

Վ

ب

江
戸
ॸ
ຽ
の

ޘ
ָ
の
Ֆ
ܗ

˙ 

ද
②

ɹओ
ͳ
ొ

ਓ

ͷ
ϓ
ϩ
ϑỹ
ồ
ϧ

˞

Վ

ب
ొ

人

事
యớ
ന
ਫ
社
Ờ、Վ

ب
の
１
̌
１
ԋ

ղ

ਤ
ؑ

ớ
ג
ỜΤ
ε
Ϋ
φ
Ϩ
ỽ
δ
Ờ、Վ

ب
Ω
Ỿ
ϥ
Ϋ
λ
ồ
事
యớ
৽
ॻ
館
Ờ、Վ

ب

Ω
Ỿ
ϥ
Ϋ
λ
ồ
ֆ
ਤớ
ϝ
Π
π
出
൛
Ờか
ら
ච
ऀ
͕
ൈ
ਮ
し
て
作

し
た
。

ओ
ͳ
ొ

ਓ


ớ
࿖
ʹ
͓
͚
Δ
Ґ
ஔ
Ờ

Վ

ب
ͷ

Ͳ
͜
Ζ

Վ

ب
ԋ


౪

ന
࿘
ޒ
人
ঁ
の
Ұ
人
。ั

り
ख
に
ғ
ま
れ
た
͓
六
を
հ

ࡨ
し
、ࣗ
ら

ೄ
に
か
か
る
。

ॲ
ঁ
ධ

ળ
ѱ
ڸ

͓
͞
Β

͓


ớ
ೋ
֊

ࠜ
ӈ
Ờ

Ή
͢
Ί
ͻ
Ỷ
͏

Μ
ͥ
Μ
͋
͘
͔
͕
Έ

౪

ന
࿘
ޒ
人
ঁ
のҰ
人
。

ඒ
人
ہ
・
ڧ

を
ಇ
͘
。

ॲ
ঁ
ධ

ળ
ѱ
ڸ

͢

͠
Γ
͓
۽

ớ
ೋ
֊

ࠜ
த
Ờ

Ή
͢
Ί
ͻ
Ỷ
͏

Μ
ͥ
Μ
͋
͘
͔
͕
Έ

౪

ന
࿘
ޒ
人
ঁ
のҰ
人
。

͓
۽
と
૪
ỳ
て

ら
れ
る
。

ॲ
ঁ
ධ

ળ
ѱ
ڸ



͓
٢

ớ
ೋ
֊

ࠜ
ࠨ
Ờ

Ή
͢
Ί
ͻ
Ỷ
͏

Μ
ͥ
Μ
͋
͘
͔
͕
Έ

๛
ਉ

ݖ
に

ൃ
し
た
ఱ
Լ
の

େ
ట

࠷。
ޙ

ั
͑
ら
れ
て

ࣣ

Տ
ݪ
Ͱ
ז
ᣐ
Ͱ
の
ܐ
に
。

࿖

ޒ
ࢁ
ۅ

ੴ

ޒ
ӈ
Ӵ
門

ớ
ೋ
֊
ӈ
Ờ

͞
Μ

Μ
͝
͞
Μ
ͷ
͖
Γ

౪

ന
࿘
ޒ
人
உ
の
ट
ྖ
。

౪
Έ

し
て

人
ࡴ
し

し

ͳ
͍
の
͕
৴

。

ห
ఱ
່
ঁ
உ
ന
࿘


ຊ
ବ
ӈ
Ӵ
門

ớ
ೋ
֊
ࠨ
Ờ


Μ
ͯ
Μ
Ή
͢
Ί
͓
ͷ
͠
Ζ
ͳ
Έ

՜
ᦖ
の
༯
ज़
Ͱ
ॾ
国
を
ߥ
ら
し

ま
わ
る
౪

。ͦ
の
ਖ਼
ମ

ං

લ
ඌ
ܗ
Ո
の
Ҩ
ࣇ
प
അ
߂
ߦ
。

ࣇ
ཕ

߽
ܼ
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ࣇ
ཕ


ớ
Ұ
֊

ࠜ
ӈ
Ờ

͡
Β
͍

͝
͏
͚
ͭ

ͷ
͕
ͨ
Γ

๛
ਉ
ल
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গ
年
の
খ


͕
Ϟ
σ
ϧ
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ཬ
Ͱ





を
め
͙
ỳ
て
ෆ
ഁ

作ớ
ສ
作
Ờ

と
໊
ݹ

ࢁ
ࡾ
͕
૪
͏
。

ৌ


ෆ
ഁ

࡞

ớ
Ұ
֊
த
Ờ

͞

͋
ͯ

ੴ

ޒ
ӈ
Ӵ

の
࠺
ޒ。
ӈ
Ӵ


の
ॿ
໋
を
ئ
͏
ঁ
ҏ
ୡ
。

͓
ཬ
ͭ

ớ
Ұ
֊
த
Ờ

ߋ
Պ
Ո
の
ଉ
ঁ
。݄
ܗ
ඒ
ઇ

೭
ॿ
の
ඒ
人
࠺
。େ
ऄ
ؙ
に

ԣ
࿀
ู
͞
れ
る
。

ࣇ
ཕ

߽
ܼ
ᩀ


ా
ຖ
ඣ

ớ
ೋ
֊
த
Ờ

͡
Β
͍

͝
͏
͚
ͭ

ͷ
͕
ͨ
Γ

ͨ
͝
ͱ
ͻ
Ί


ỳ
͜
ͱ
  


͍
Α
Ͳ

·
͠

ͻ
͞
Α
͠

͞
Μ
͟

Γ

͕
·

ӽ
ޙ
৴
ೱ
の
ڥ
に
͋
る
ࠇ
ඣ

ࢁ
の

国

ࣉ
の
ࢁ

Ͱ
ࣇ

ཕ

と
૪
͏
。

ࣇ
ཕ

߽
ܼ
ᩀ


ເ
ͷ

٢

ớ
Ұ
֊

ࠜ
த
Ờ

͡
Β
͍

͝
͏
͚
ͭ

ͷ
͕
ͨ
Γ

ଠ
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ल
٢
͕
Ϟ
σ
ϧ
ޒ。
ӈ
Ӵ


͕
֊
্
か
ら
ख
ཪ

を
ଧ
ͭ
と

ٱ
٢

ฑ
उ
Ͱ
ड
͚
ࢭ
め
る
。

ਅ
ࣲ
ٱ
٢

ớ
Ұ
֊
த
Ờ

൧
ᓃ
の
த
に
ࡩ
ඣ
と
ڐ
Շ
の

ਗ਼

る
を
Ӆ
し
て
ॿ
͚
る
。ཎ

ฏ
と
͢
る
双
六

͋
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͞
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͚
͍
ͤ
͍
͔
ͭ
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͗

出
Ӣ
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Ѩ
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Վ

ب
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࢝

に
ͳ
ͧ
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͑
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れ
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ඒ
உ
の

ҏ
ୡ
உ
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լ
ൡ
໊
ӽ
Ո
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出
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໊
ӽ
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ࡾ

͕
Ϟ
σ
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ঁ
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を
૪
ỳ
て

を
ࡴ
͞
れ
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ࢁ
ࡾ



の
ఢ
と
し
て

作
を
౼
ͭ
。

ৌ


ớ
খ
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ࡾ

ớ
Ұ
֊
ࠨ
Ờ

͞

͋
ͯ

˙袋絵に描かれたཪํ
߽華な山をせり্͛ΔたΊのみの
ஔ。ಸམ（চ下）でಇ͘ ਓୡにもεϙοτを当てΔとい
う国पの৺りか。
˙者絵がಘҙな国प
絵ࢣの国पはӋࢠ൘のإ絵でを্͛、者絵を
ಘҙとしていた。ࣙ ੈの۟はʮΑのதのਓのࣅか͓
も き͋たれΚΉまやَのੜきうͭ しせΉʯ。ੜ֔を
௨͡ てଟ͘ のإ絵を描いた。
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▼︎双六の概要　ࢁ
㆕ ㇓ ㇂ ㇓ ご ㆄ ㆐ つ す ご ろ く

߽ܼძ　࣏ݩ Β͔ܚԠʹվݩしͨ ʢ����ʣ　
ච：Ұ

ㆂㆡ

鶯
ㆈㆄ

ࡈ
㆕ㆂ

（豊ݪ）ᅳ
ㆎㆫ

प
ㆡㆉ

、൘：ҏ屋݉٢、サイズ（Dm）：縦���.�×横��.�
ొਓの໊લの横に、͞ いこΖの目にԠ͡ たҠಈઌがॻかれて り͓、ৼ たͬ͞ いこΖの目にΑͬ てࢦఆ れ͞たコマにඈͼながら্りを目ࢦす。

˔
٢
ా  

मớ
Α
͠
ͩ
͓
͞
Ή
Ờ ϓ
ϩ
ϑ
ỹ
ồ
ϧ

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市
出
身
。
国
ࡍ
ු
ੈ
ֆ
学
会
、

和
文
化
教
育
学
会
会
、
ಛ
ఆ
ඇ
Ӧ
ར
׆
ಈ
法
人
ࣸ
ָ
の
会
の
会

員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館
長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・

研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

公
ࣜ
̝
̥
⽅http://w

w
w
.sugoroku.net/
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市
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ු
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文
化
教
育
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会
会
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ಛ
ఆ
ඇ
Ӧ
ར
׆
ಈ
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ࣸ
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会
の
会
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た
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地
双
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館
館
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双
六
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な
の
は
正
妻
の
葵
の
上
か
？
こ
れ
は
筆

者
の
想
像
で
す
。

　
源
氏
物
語
に
双
六
が
登
場
す
る
こ
と

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

と
は
い

え
、
平
安
時
代
に
は
絵
双
六
は
ま
だ
存

在
せ
ず
、
常
夏
に
登
場
す
る
近
江
の
君

が
夢
中
に
な
っ
た
の
は
双
六
盤
（
写
真

①
）
で
す
。
ル
ー
ル
は
現
代
の
バ
ッ
ク

ギ
ャ
モ
ン
と
同
様
で
、
賭
博
性
が
高
く

何
度
も
禁
止
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
勝

負
事
に
は
人
間
の
本
性
が
露
わ
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
を
歴
代

の
名
訳
者
が
ど
の
よ

う
に
描
写
し
た
の
で

し
ょ
う
か
？　

不
遜

に
も
26
帖
の「
常
夏
」

に
お
け
る
近
江
の
君

の
双
六
遊
び
の
訳
文

比
較
（
表
②
）
を
表

に
作
成
し
て
み
ま
し

た
。
訳
者
の
個
性
が

如
実
に
現
れ
て
い
ま

す
。
私
は
与
謝
野
晶

子
の
「
い
い
目
が
出

ま
せ
ん
よ
う
に
」
と

い
う
表
現
に
と
て
も

リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ

ま
す
。

　
一
千
余
年
前
に
紫
式
部
（
表
①
）
が

著
し
た
源
氏
物
語
は
、
現
代
に
お
い
て

は
世
界
33
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る
日
本

を
代
表
す
る
長
編
の
王
朝
物
語
で
す
。

54
帖
よ
り
成
り
、
５
０
０
名
近
く
の
人

物
が
登
場
し
、
約
１
０
０
万
文
字
に
も

及
ぶ
も
の
で
す
。
源
氏
物
語
は
平
安
時

代
以
来
、
写
本
に
よ
っ
て
読
み
継
が
れ

て
き
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
は

版
木
に
よ
る
出
版
に
よ
っ
て
、
大
坂
や

江
戸
の
大
店
の
子
女
に
ま
で
習
得
す
べ

き
教
養
と
し
て
広
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
文
章
が
と
て
も
難
解
で
す
。
森
鴎

外
で
さ
え
「
読
み
や
す
い
文
章
で
は
な

い
。
訳
本
が
ほ
し
い
」
と
著
書
の
中
で

述
べ
て
い
ま
す
。
ゆ
え
に
、
江
戸
時
代

の
庶
民
が
54
帖
を
絵
解
き
で
楽
し
め
る

よ
う
に
こ
の
双
六
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

双
六
の
持
つ
「
ド
ラ
マ
展
開
の
一
覧
性
」

機
能
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

筆
者
は
原
典
へ
の
挑
戦
を
諦
め
、
恥

ず
か
し
な
が
ら
今
回
初
め
て
、「
円
地

文
子
訳
」
を
読
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

源
氏
物
語
の
読
み
こ
な
す
に
は
以
下
の

４
点
に
対
す
る
素
養
と
理
解
力
が
必
須

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
①
古
今
和
歌
集
な
ど
の
古
典
や
漢
籍
、

②
当
時
の
摂
関
政
治
や
宮
廷
事
情
、
③

末
法
思
想
と
浄
土
信
仰
、
④
も
の
の
あ

は
れ
の
情
調
、
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は

わ
か
っ
て
も
平
安
時
代
の
女
房
の
気
持

ち
に
は
な
り
切
れ
ま
せ
ぬ
。

　

双
六
の
構
成
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
コ
ロ
を
振
り
、
マ
ス
に
あ
る
指

示
に
従
っ
て
駒
を
動
か
す
飛
び
回
り

双
六
で
す
。
振
出
し
は
寝
殿
造
り
の

部
屋
の
一
角
で
、
筆
を
片
手
に
何
や

ら
構
想
を
練
る
紫
式
部
の
よ
う
で
す
。

面
白
い
の
は
、
香
道
の
源
氏
香
で
使
う

縦
横
の
線
52
の
組
合
せ
を
54
帖
に
反

映
し
た
マ
ス
の
右
上
に
表
示
し
て
い

る
こ
と
。
各
マ
ス
に
光
源
氏
が
愛
し

た
女
性
や
登
場
す
る
男
性
が
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
マ
ス
の
顔
が
物
語
の
人

物
描
写
を
反
映
し
て
い
る
か
？
は
微

妙
で
す
。
末
摘
花
の
垂
れ
気
味
の
赤

鼻
、
痩
せ
て
不
器
量
な
空
蝉
は
似
て

い
ま
せ
ん
。
皆
美
人
に
描
か
れ
て
い

る
の
は
絵
師
の
配
慮
で
し
ょ
う
か
？

　
上
り
は
光
源
氏
が
愛
し
い
姫
君
や
女

房
に
囲
ま
れ
て
正
月
の
酒
宴
を
張
る
場

面
で
す
。
光
源
氏
が
二
条
の
院
に
引
き

取
っ
た
若
紫
を
皆
が
見
詰
め
て
い
る
中

で
、
目
線
を
や
ら
な
い
複
雑
な
面
持
ち

ݯ
ࢯ

ޠ
の
ֆ
ղ
͖
双
六

男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第࢛回①

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第ೋ回

築地双六館館長　吉田 修

女子の教養のひとつとなっていた
源氏物語の江戸版絵解き双六

　
紫
式
部
も
清
少
納
言
も
双
六
遊
び
を

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
か
ら

令
和
へ
と
連
綿
と
続
く
ス
ゴ
ロ
キ
ア
ン

（
双
六
大
好
き
人
間
）
の
系
譜
に
感
じ

入
り
ま
す
。

ݯ
ࢯ

ޠ
を
ಡ
Έ
͜
ͳ
͢
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Ҳ
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る
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六
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双
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˛ࣸਅᶃ　
ͷ双六൫ʢ館ॴଂʣɻίϚ࣌ށߐ
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ຑ
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ủࢯ
ࢵ
ࣜ
෦
年
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Ứに
作
ऀ
͕
Ճ
ච
し
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作

し
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▼︎双六の概要　ը
ㆆ ㆀ ㇏ ㆛ ㆒ ㇓ ㆘ す ご ろ く

　ظޙ࣌ށߐ　双ძ六ࢯݯ߹
　（ࡈೋ目豊国、ผশ：Ұཅ）者：ॳ歌川国ః࡞ ʮ˞ጯधʯとは版元のࠐ࣋みا画で Δ͋ことを しࣔて り͓、ສがҰにもුੈ絵ࢣにນ取కりがٴないΑうにҙを
 てͬいΔ。ු ੈ絵ࢣが画工としてۀγεςϜのதにみࠐまれていΔことも しࣔていΔ。　版元：౦てり;りொɾ錦ঢ堂Κͼすや庄ࣣ　サイズ（Dm）：縦��×横��

˛ାֆ
袋絵のදࢴはචとࢴרをेͭ࣋ೋ୯のࣜࢵ෦。ࢵ
ࣜ෦は し͓Όれにとてもؔ৺が͋ͬたΑうで、ࢯݯ
ޠやࣜࢵ෦هにはेೋ୯のҥの色やฑ、か
Ͷ͞の色目など、Կも細か͘ 描 しࣸていΔ。

˙ ２̒ ʮৗՆʯʹ ͓けΔzۙߐͷ܅ͷ双六༡ͼzͷ༁จൺֱ　

෦ࣜࢵ
ͷݪจ

༩ँথࢠ
（1878ʙ1942）

୩࡚५Ұ郎
（1886ʙ1965）

Arthur David
Waley

（1889ʙ1966）

ԁ文ࢠ
（1905～1986）

༁ऀ ༁จ උߟ
ͦのͭいでに、େਉはۙߐの܅のいΔॴもߦ たͬ。࠲ෑのதのޚ࿄を͘ߴ
྆。は双六をしていた܅のߐઅというएい女とۙޒ、いてר खをࡲり合わせ
て、「͍͍͕ग़·ͤΜΑ͏ʹɺ͍ ͍͕Ͱ·ͤΜΑ͏ʹ」とૣޱに૬ख
のことをい てͬいΔ。

ং文を্田හとԪ֎がॻいていΔ。
ೋਓともݱޠޱ༁は༩ँথࢠが
Ұ൪૬ԠしいとしていΔ。

Ӭはʮ५Ұ郎༁は୩࡚ࢯのখ
આを読んでいΔのではないかと֮ࡨすΔ
どܾ́ఆతな໊༁だ。ʯとධしていΔ。

༁者はӳ国の౦༸文ֶڀݚ者。ࢯݯ
ޠのӳ༁��The Tale of Genji��には
ఆධ り͋。

ͦ、༁に�Ҏ্をඅやしޠޱ のؒ、
い、ບണのखज़もड͚ױපを؟
た。ઓޙ女ੑ文ֶのઌۦ者。

やがて、女ޚの͓んもとをୀりग़られた͓ؼりが͚に、ཱ まͬࢭͪ て͓きに
なりますと、࿄を֎のํແ࡞๏に͘ߴ ுりग़して、ޒઅの܅というしΌれた
एい女がいΔのを͓૬खに、双六をଧ てͬいらͬ しΌいます。खをͻど͘ 
しな͘ ᎍみながら、「খᩱʑʑ」とݴうが、͑らいૣޱなのです。

େਉは女ޚを͓ ๚Ͷになͬ たͭいでに、ۙ の͓෦屋の֎にཱ܅のߐ どͪまり、
いてݟられΔと、࿄を͘ߴ ுりग़すΑうにۙ͘ に࠲ てͬ、ޒઅの܅というੈ ೃれ
たए女を૬खに双六（˞）で༡んでいΔ。ۙ は྆खをしきりにこすり合わ܅のߐ
せながら、「খᩱʑʑ」と͓ ढ（ま͡ な）いをݴうがͻど͘ でޱૣ Δ͋。˞ 双六、
に入 たͬೋͭのᩱを;りग़して、൫の্のനेࠇೋのੴをਐΊてউෛすΔ༡ٔ。

Clearly viable within were the figures of the Lady herself and of a lively young 
person called Gosechi ,one of last year’s�Winter Dancers. The two were playing 
Doubles Sixes(˞）,and the Lady of Omi ,perpetually clasping and unclasping her 
hands in her excitement, was crying out "Low,low! Oh,how I hope it 
will be low!" at the top of her voice,which rose at every moment to a shriller 
scream.     ˞Sugoroku,a kind of backgamon.

5he�5Ble�oG�(enKiΑり

やがて、このޚ （ํେਉ）のたΑりに、たたͣみ͓はして、の きͧたま、࿄͘ߴ し͓ுりて、ޒઅの܅とて、
れ͞たΔएਓの Δ͋と、双六をͧ ଧ たͪま;。खをいとに し͓もみて、ʮせう͞ い、せう͞ いʯとこ;ͧ、いとઉ࣬どきや。

˙ දᶄ ２̒ ʮৗՆʯʹ ͓けΔzۙߐͷ܅ͷ双六༡ͼzͷ༁จൺֱ　
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日
本
酒
は
格
段
に
旨
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
、
令
和
銘
酒
双
六
を
制
作

し
た
い
く
ら
い
で
す
。

　

日
本
に
は
事
業
歴
の
長
い
酒
造
企

業
が
多
く
存
在
し
、
毎
年
千
社
以
上

の
企
業
が
創
業
百
周
年
を
迎
え
て
い

る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

戦

争
・
災
害
・
経
済
危
機
な
ど
を
乗
り

越
え
て
き
た
老
舗
企
業
に
は
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
の
「
老
舗
企
業
」
の
実
態

調
査
（
２
０
１
９
年
） 

を
踏
ま
え
て
、

「
百
年
以
上
の
老
舗
企
業
数
・
上
位
10

業
種
」
と
「
百
年
以
上
の
老
舗
の
出
現

率
・
上
位
10
都
道
府
県
」
を
作
成
し

ま
し
た
（
表
①
②
）。
清
酒
製
造
業
の

寿
命
の
長
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
老

舗
企
業
の
う
ち
上
場
企
業
は 

５
３
２ 

社
。
１
６
０
２
年
に
創
業
し
た
薬
用
酒

メ
ー
カ
ー
の
養
命
酒
製
造
（
株
）
も
あ

り
ま
す
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
で
は
、
老
舗
企
業
は
特
に 

B
C
P 

（
※
）
策
定
率
が
高
い
こ
と
が
判
明
し

て
お
り
、
危
機
意
識
が
高
い
こ
と
も
老

舗
企
業
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
百
年
以
上
続
く
酒
樽
が
多
く
見

ら
れ
る
こ
の
双
六
を
肴
に
、
さ
あ
、
一

献
傾
け
ま
し
ょ
う
！

　

江
戸
時
代
の
酒
造
業
は
現
代
の
自

動
車
産
業
の
よ
う
に
裾
野
の
広
い
基

幹
産
業
で
し
た
。
酒
米
・
麹
米
作
り
、

酒
造
、桶
作
り
、倉
庫
業
、廻
船
業
（
菱

垣
廻
船
）、
酒
問
屋
、
飲
食
業
等
の
雇

用
を
支
え
、
地
域
の
産
業
振
興
に
貢
献

し
ま
し
た
。
文
政
年
間
に
は
灘
の
三
郷

か
ら
江
戸
へ
の
出
荷
（
い
わ
ゆ
る
下

り
酒
）が
66
万
５
０
０
０
樽（
4
斗
樽：

正
味
３
斗
６
升
入
り
）
に
達
し
て
い
ま

す
。
吉
野
杉
で
作
ら
れ
た
酒
樽
に
よ
っ

て
江
戸
に
着
く
頃
に
は
芳
醇
な
香
り

の
酒
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
江
戸
庶

民
か
ら
お
お
い
に
好
ま
れ
た
と
い
い

ま
す
。

　

双
六
の
上
部
に
あ
る
松
竹
梅
の
飾

り
を
見
る
と
正
月
向
け
の
双
六
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
双
六

は
江
戸
で
人
気
の
あ
っ
た
酒
を
一
覧

に
し
て
、
庶
民
の
購
買
意
欲
を
喚
起
し

て
い
ま
す
。
双
六
の
左
右
に
あ
る
提

灯
に
は
「
地
廻
り
酒
問
屋
」「
下
り
酒

問
屋
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
問
屋
が
、
版
元
の
広
岡
屋
幸
助

に
依
頼
し
た
販
売
促
進
双
六
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
振
出
し
は
橋
の
擬

宝
珠
と
纏
の
商
標
を
持
つ
酒
樽
で
す
。

灘
や
江
戸
近
郊
の
ブ
ラ
ン
ド
酒
樽
を

経
て
、
上
り
に
至
り
ま
す
。
上
り
の

の
し
紙
に
は
、
版
元
か
ら
酒
百
駄
を

御
子
供
中
様
に
贈
る
マ
ス
に
な
っ
て

い
る
の
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

　

酒
は
人
類
の
歴
史
と
と
も
に
あ
り

ま
す
。
3
世
紀
末
の
中
国
の
史
書
『
魏

志
倭
人
伝
』
に
「
人
性
酒
を
嗜
む
」「
歌

舞
飲
酒
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
日

本
人
と
酒
に
関
わ
る
最
初
の
記
述
で

す
。
こ
れ
以
降
の
日
本
酒
の
歴
史
は
表

③
の
年
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

日
本
酒
の
歴
史
は
規
制
と
税
制
の

歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
酒
税
こ
そ
が

国
を
支
え
て
き
た
と
す
る
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
酒
と
税
制
の
歴
史

が
詳
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
酒
の
国

内
出
荷
量
は
、
昭
和
48
年
の
１
７
０
万

㎘
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
で
推
移
し

て
お
り
、
令
和
２
年
に
は
42
万
㎘
程
度

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
令
和
２
年
に
お
け
る
日
本
酒

の
輸
出
先
国
は
61
ヶ
国
で
、
こ
の
う

ち
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、

香
港
の
5
ヶ
国
・
地
域
で
数
量
及
び
金

額
の
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
酒
造

の
技
術
革
新
と
職
人
の
拘
り
に
よ
り

ञ

Γ

ج
װ
࢈
ۀ



ʹ
Α
る

ञ
の
ൢ
ച
ଅ
ਐ
双
六


ຊ
ञ
の
ྺ
࢙

江戸で人気の酒を一覧にした
正月向けの酒樽積み上げ双六

 男と女の織り成す大江戸絵双六 シリーズ第࢛回ᶄ

ඦ

Ҏ
্

ฮ
ا
ۀ

ɹ

ञ

ۀ

ୈ
̎
Ґ

˔
٢
ా  

मớ
Α
͠
ͩ
͓
͞
Ή
Ờ ϓ
ϩ
ϑ
ỹ
ồ
ϧ

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市
出
身
。
国

ࡍ
ු
ੈ
ֆ
学
会
、
和
文
化
教
育
学
会
会
、
ಛ
ఆ

ඇ
Ӧ
ར
׆
ಈ
法
人
ࣸ
ָ
の
会
の
会
員
を
務
め
る
か

た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館
長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・

研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

公
ࣜ
̝
̥
⽅http://w

w
w
.sugoroku.net/

京都
山形
新潟
島根
福井
滋賀
長野
富山
秋田
石川

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

4.73
4.68
4.29
4.03
4.00
3.98
3.72
3.50
3.28
3.21

ॱҐ ಓݝ 出ݱʢˋʣ
˙ දᶄ ඦҎ上ͷฮͷ出ݱ 上Ґ��ಓݝ

貸事務所 
ਗ਼ञ 
旅館・ホテル 
酒小売 
呉服・服地小売 
婦人・子供服小売 
木造建築工事 
一般土木建築工事 
酒類卸 
土木工事 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

894
���
618
611
568
535
492
479
475
434

ॱҐ ྨʣࡉछʢۀ ࣾʢࣾʣ
˙ දᶃ ඦҎ上ͷฮۀا 上Ґۀ��छ

出所：帝国データバンク「老舗企業」の実態調査（2019 年）のデータより筆者が抜粋して作表した。
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ຊ
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会
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1

ủ

ຊ
ञ
ྺ
࢙
年
ද
ỨΑ
り
ච
ऀ
͕
ൈ
ਮ
Ճ

ච
し
て
作
ද
し
た
。

ˎ
ᲇ
ࢤ

人


த
国
の
ྺ
࢙
ॻứ
ࡾ
国
ࢤ
Ừத
のủ
ᲇ
ॻ
Ứୈ
��
ר
ӊ
ؙ

൰

౦
Ҕ


人

の
ུ
শ
。

̖
̙

̎
５
̌
ࠒ

ủ
ᲇ
ࢤ
Ứ౦
Ҕ
ớ
ˎ
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国
の
ञ
Ứの
ه
ड़

４
̌
̌
ࠒ

ủ

ຏ
国
෩

ه
Ứにủ
ਗ਼
ञ
Ứの
ه
ड़

ɹਗ਼
ञ
の
ॳ
ݟ

࣋
౷
̏
年

̒
̔
９

ড়
ޚ
ݪ

ྩ
に
ٶ

ল

ञ
࢘
にủ
ञ
෦
Ứを

組
Έ
ೖ
れ
る

ๅ
ُ
年
ؒ

ࢌ
ذ
国
ඒ
و
܊
の

人
の
࠺
、

ञ
に
ਫ
を
ׂ
り
ൢ
ചớủ

ຊ
ྶ
ҟ
ه
ỨỜ

ఱ

１
年

１
̎
̏
̏

ࣉ
Ӄ
Ͱ
ञ

り
͕
ߦ
わ
れ
て
͍
た
と
の
ه
事

ớủ
ۚ
߶
ࣉ
文
ॻ
ỨỜ

Ԡ
Ӭ
２̏
年

１
４
̎
５

བ
த
བ
֎
の
ञ

̏
４
̎
ݢ
を

͑
る

文
໌
年
ؒ

ฌ
ݿ
、
ٶ
の
ࢫ
ञ
、Ճ
լ
の
ٶ
ࠊ
ञ
ࡖ、
ञ
ͳ
Ͳ

ژ

市


ਐ
出

ܚ
長
̏
年

１
５
９
̔

๛
ਉ
ल
٢
、བ
ೆ
・

ޣ
Ͱ
Ֆ
ݟ
の
ԅ
を
࠵
し

ॾ
国
の
໊
ञ
を
ݙ
্
͞
ͤ
るớủ
ำ
҇
ଠ
߰
ه
ỨỜ

ݩ
和
５
年

１
̒
１
９

ઘ
भ
ࡖ
の

人
、େ
ࡕ
Α
り

໖
・
༉
・
ਣ
・
ে
༉
ͳ
Ͳ
と

ڞ
に
ञ
を
ੵ
ࠐ
Έ
江
ށ
に
ճ
ૹớ
ඛ
֞
ն
ધ
の
࢝
ま
り
Ờ

໌
ྐྵ
̏
年

１
̒
５
̓

江
ށ
ນ


ॳ
め
て
の
ञ
ג
を
ઃ
ఆ
し
、

໔
ڐ
ऀ
に
ݶ
り
ञ

を
ڐ
͢

ݩ
文
５
年

１
̓
̏
̔

ҏ
୮
の

ඛ
、ক
܉
ޚ
હ
ञ
に
ࢦ
ఆ
͞
れ
る

ݩ
文
５
年

１
̔
̎
̎

ಿ
ࡾ
ڷ
の
江
ށ
ೖ

ྔ
、江
ށ
த
ظ
Ҏ
߱
、

࠷
ߴ
̒̒
ສ
５
̌
̌
̌
୬
、２２
ສ
̏
̌
̌
̌
ੴ
に

໌
࣏
４
年

１
̔
̓
１

ਗ਼
ञớ

ຊ
ञ
Ờ・

ञ
ৢ

ؑ
ࡳ
ऩ
༩
と

ऩ
੫
ํ
法
ن
ଇ
を
公


໌
࣏
５
年

１
̔
̓
̎

ᆥ
国
ത
ཡ
会

出

の
た
め
、


ຊ
ञ
ॳ
め
て
ւ
֎

༌
出

໌
࣏
��
年

１
̔
̓
̔

ͼ
Μ
٧
め

ຊ
ञ
ॳ
め
て
ച
り
出
͞
れ
る

໌
࣏
��
年

１
̔
９
̒

ञ

੫
法
、Ӧ
ۀ
法
ͳ
Ͳ
公

。໔
ڐ
੫
を
ഇ
し

Ӧ
ۀ
੫
と
し
、
ຊ
ञ
の
໔
ڐ
ݶ
ੴ

を
ઃ
͚
る

ত
和
��
年

１
９
̒
̎

ञ
ྨ

े
छ
ྨ
に

ྨ
͞
れ
、


ຊ
ञ
の
ڃ
ผ

ಛ
、Ұ
、ೋ
ڃ
と
ͳ
る

ত
和
��
年

１
９
̓
５

ञ

組
߹
த
ԝ
会

ủ
ද
ࣔ
に
ؔ
͢
る
ࣗ
ओ
ن
制
ج
४
Ứઃ
ఆ

ฏ

４
年

１
９
９
̎

ڃ
ผ
ഇ
ࢭ

ྩ
和
ݩ
年

̎
̌
１
９

̎
̌
１
９
年

の

ຊ
ञ
༌
出
૯
ֹ



̎
̏
４
ԯ
ԁ
Ͱ
、��
年
࿈
ଓ
Ͱ
ա
ڈ
࠷
ߴ
を
ߋ
৽

ݩ

��
年

１
̒
９
̔

ນ

の
ௐ
ࠪ
Ͱ
、全
国
の
ৢ
ށ

̎
ສ
̓
̎
５
１
ށ
、

ञ

ถ
ߴ
̌̕
ສ
９
̏
̏
̓
ੴ
、ৢ

ੴ

ߴ
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ສ
９
̔
̏
９
ੴ
と
ͳ
る

͗ 

͠

͢
Έ
͞
͚

͖
Α
Έ
͕

Β

͞
͚
ͷ
ͭ
͔
͞

͞
͔


̓
̓
̌�

̔
̌

１
４
̒
９�

̔
̓

 ࣌



ग़
དྷ
ࣄ

18



41 ２０２１ ळ

▼︎双六の概要　৽Ḥञणޠ　จݩٱʢ����ʣ　
画：梅

ㆰㆂ㆝ㆦㆂ㆒㇓ㆍ㇇

ૉ亭ڕݰ　版元：Ԭ屋ॿ　サイズ（Dm）：縦��×横��

˙ 

ද
ᶅ 


ຊ
ञ
ͷ
ྺ
࢙

දớ
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൛
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ຊ
ञ

組
߹
த
ԝ
会
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1

ủ

ຊ
ञ
ྺ
࢙
年
ද
ỨΑ
り
ච
ऀ
͕
ൈ
ਮ
Ճ

ච
し
て
作
ද
し
た
。

ˎ
ᲇ
ࢤ

人


த
国
の
ྺ
࢙
ॻứ
ࡾ
国
ࢤ
Ừத
のủ
ᲇ
ॻ
Ứୈ
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ר
ӊ
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౦
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ࠒ
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ᲇ
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Ҕ
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Ờủ

国
の
ञ
Ứの
ه
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ࠒ
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෩
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ه
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࣋
౷
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̒
̔
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ড়
ޚ
ݪ

ྩ
に
ٶ

ল

ञ
࢘
にủ
ञ
෦
Ứを

組
Έ
ೖ
れ
る

ๅ
ُ
年
ؒ

ࢌ
ذ
国
ඒ
و
܊
の

人
の
࠺
、

ञ
に
ਫ
を
ׂ
り
ൢ
ചớủ

ຊ
ྶ
ҟ
ه
ỨỜ

ఱ

１
年

１
̎
̏
̏

ࣉ
Ӄ
Ͱ
ञ

り
͕
ߦ
わ
れ
て
͍
た
と
の
ه
事

ớủ
ۚ
߶
ࣉ
文
ॻ
ỨỜ

Ԡ
Ӭ
２̏
年

１
４
̎
５

བ
த
བ
֎
の
ञ

̏
４
̎
ݢ
を

͑
る

文
໌
年
ؒ

ฌ
ݿ
、
ٶ
の
ࢫ
ञ
、Ճ
լ
の
ٶ
ࠊ
ञ
ࡖ、
ञ
ͳ
Ͳ

ژ

市


ਐ
出
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長
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年

１
５
９
̔

๛
ਉ
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٢
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ೆ
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ޣ
Ͱ
Ֆ
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࠵
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໊
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ỨỜ
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༉
・
ਣ
・
ে
༉
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ࠐ
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基
づ
い
て
標
準
化
さ
れ
て
提
供
さ
れ

る
現
代
の
音
曲
は
、
音
痴
の
割
合
を
少

な
か
ら
し
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　
「
自
分
自
身
を
音
痴
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」
と
い
う
調
査
が
あ
り
ま
す
（
図

①
）。「
音
痴
で
は
な
い
」
17
・
6
％

と
「
ほ
と
ん
ど
音
痴
で
は
な
い
」
36
・

5
％
の
合
計
54
・
1
％
が
自
分
自
身
を

「
音
痴
で
は
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
カ
ラ
オ
ケ
や
音
楽
電
子
機
器
の
普

及
に
よ
り
、
多
く
の
人
の
音
感
が
向
上

し
、
歌
が
上
手
く
な
っ
た
と
感
じ
ま

す
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
基
準
と

な
る
音
曲
が
存
在
し
な
い
た
め
、
音
痴

と
い
う
概
念
す
ら
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

振
出
し
は
天
秤
棒
姿
の
い
な
せ
な

魚
売
り
と
思
わ
れ

ま
す
。
賽
の
目
に

よ
っ
て
一
清き
よ
も
と元

、

二
歌う
た
ざ
わ

沢
、
二
鶴つ

る
ざ
わ

沢
、

三
大お
お
ざ
つ
ま

薩
摩
、
四

鶴つ
る
が賀
、
五
竹た
け
も
と本
、

六
野の
ざ
わ沢

の
マ
ス
に

飛
ん
で
い
き
ま

す
。
多
種
多
様
な

江
戸
音
曲
の
マ
ス

　
明
治
生
ま
れ
の
私
の
伯
母
は
、
浄
瑠

璃
本
を
読
み
、
か
つ
謡
い
な
が
ら
、
名

場
面
に
く
る
と
決
ま
っ
て
涙
を
流
し
て

い
ま
し
た
。
か
く
も
、
江
戸
時
代
か
ら

伝
わ
る
音
曲
に
は
日
本
人
の
心
を
揺
り

動
か
す
チ
カ
ラ
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に

は
多
く
の
音
曲
の
流
派
が
全
国
に
存
在

し
て
い
ま
し
た（
表
①
）。
２
０
１
９
年

度
の
12
〜
69
歳
男
女
の
直
近
半
年
間
の

音
楽
商
品
購
入
額
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
表
②
）。
コ
ン
サ
ー
ト・
ラ
イ
ブ・
演
奏

会
な
ど
の
リ
ア
ル
な
イ
ベ
ン
ト
は
全
体

の
25
％
に
過
ぎ
ず
大
半
は
電
子
デ
バ
イ

ス
等
に
よ
り
配
信
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
江
戸
時
代
は
人
を
介
し
た

音
曲
伝
達
が
全
て
と
言
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。
師
匠
か
ら
弟
子
へ
の
音
曲
伝

達
は
正
統
派
で
す
が
、
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
落
語
の
名
作
『
寝
床
』（
寝

床
浄
瑠
璃
）
で
は
、
音
曲
の
習
い
事
を

笑
い
飛
ば
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
内
容

で
す
。
義
太
夫
好
き
の
大
家
が
自
分
の

芸
を
人
に
聞
か
せ
た
が
り
、
番
頭
に
長

屋
の
者
を
呼
び
に
い
か
せ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
言
い
訳
を
し
て
だ
れ
も
こ
な
い
。

店
の
者
も
仮
病
を
使
っ
て
逃
げ
て
し

ま
う
。
大
家
は
怒
り
、
長
屋
の
者
は
み

ん
な
出
て
い
け
、
店
の
者
は
暇
を
出
す

と
い
う
。
一
同
が
驚
い
て
集
ま
り
、
大

家
が
機
嫌
を
直
し
て
語
り
始
め
る
。
そ

の
う
ち
に
静
か
に
な
っ
た
の
で
、
大
家

が
よ
く
見
る
と
、
み
ん
な
寝
て
い
る
…

（
落
ち
は
秘
し
ま
す
）。

　
音
楽
電
子
機
器
に
よ
っ
て
、
楽
譜
に

江
戸
࣌

ʹ

ଟ
༷
ͳ

Ի
ۂ
の
ྲྀ

͕
͋
ỳ
ͨ

（
表
①
）
を
経
て
、
春
色
豊
か
な
京
に

戯
れ
る
男
女
の
姿
で
上
り
で
す
。
句
が

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
き
ま
ぜ
て
都

の
春
や
花
苔
も
。
こ
れ
は
、
古
今
和
歌

集
で
詠
ま
れ
て
い
る
「
見
わ
た
せ
ば
柳

桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
錦
な
り
け

る
」
に
由
来
し
ま
す
。
代
表
的
な
謡
の

演
目
が
書
か
れ
て
い
る
マ
ス
も
あ
り
ま

す
。
長
唄
唄
方
の
名
跡
で
あ
る
岡
安
喜

三
郎
の
『
勧
進
帳
』
や
豊
竹
（
浄
瑠
璃

義
太
夫
節
）
の
『
朝
顔
日
記
』
や
大
薩

摩
の
『
矢
の
根
』
な
ど
の
マ
ス
で
す
。

　
江
戸
絵
双
六
に
は
音
曲
と
芝
居
が
庶

民
の
文
化
に
浸
透
し
て
い
た
様
子
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。
な
ん
と
、
素
敵
な
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
世
界
で
し
ょ

う
！　
江
戸
時
代
の
音
曲
の
資
料
と
く

ず
し
字
の
解
読
（
※
3
）
に
よ
っ
て
、

作
者
で
あ
る
文
亭
梅
彦
の
編
集
意
図
を

少
な
か
ら
ず
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
江
戸
の
双
六
文
化
は
奥
深
き
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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三
題
噺
と
は
、
落
語
家
が
客
席
か
ら

三
つ
の
題
を
も
ら
っ
て
，
即
席
で
一
席

の
噺
に
ま
と
め
る
も
の
で
す
。

　
文
化
元
年
に
、
江
戸
下
谷
の
孔
雀
茶

屋
で
初
代
三
笑
亭
可
楽
が
「
弁
慶
・
辻

君
・
狐
」
の
三
題
を
ま
と
め
た
の
が
始

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
典
落
語
の
名

演
目
で
あ
る
『
芝
浜
』
や
『
鰍か
じ
か
ざ
わ沢』

も

こ
の
三
題
噺
を
土
台
に
し
て
い
ま
す
。

　
振
出
し
は
、
男
女
の
客
で
満
員
の
寄

席
の
風
景
で
す
。
高
座
に
は
、
サ
イ
コ

ロ
の
顔
を
し
た
落
語
家
が
登
場
し
て

い
ま
す
。
背
景
の
幕
に
あ
る
粋
狂
連
・

興
笑
連
と
は
、
三
題
噺
を
推
進
し
た
グ

ル
ー
プ
で
す
。
落
語
家
の
み
な
ら
ず
、

戯
作
者
、
狂
言
師
、
絵
師
な
ど
の
文
化

人
が
多
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
中
央

に
は
振
ら
れ
た
目
の
飛
廻
り
先
が
書

か
れ
た
札
が
下
が
っ
て
い
ま
す（
表
①

参
照
）。
例
え
ば
一
つ
振
れ
ば
、
立
川

談
志
（
三
代
目
か
）
の
腰
元
濡
れ
衣
の

マ
ス
に
飛
び
ま
す
。
そ
の
マ
ス
に
は
、

花
つ
く
り
・
た
ゝ
き
が
ね
・
松
花
堂
の

三
つ
の
お
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
立

川
談
志
が
一
つ
の
噺
に
仕
立
て
ま
す
。

ざ
っ
と
こ
ん
な
内
容
で
す
。
花
つ
く
り

の
好
き
だ
っ
た
花
魁
が
、
鉦か
ね

を
打
っ
て

銭
を
稼
ぐ
夜
鷹
（
比
丘
尼
）
に
身
を
落

と
し
ま
す
。
頭
に
花
を
つ
け
て
夜
鷹
に

出
る
の
で
花
作
り
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

本
朝
廿
四
孝
が
元
と
な
っ
て
お
り
、

花
（
菊
）
作
り
の
簑
作
に
か
け
て
い
ま

す
。
松
花
堂
庭
園
は
、
江
戸
時
代
初
期

に
寛
永
の
三
筆
と
し
て
名
を
馳
せ
た
、

　
石
清
水
八
幡
宮
の
社
僧
・
松
花
堂
昭

乗
ゆ
か
り
の
庭
園
で
す
。
深
い
教
養
と

機
知
が
な
け
れ
ば
落
語
家
は
務
ま
り

ま
せ
ん
な
あ
。

　

振
出
し
か
ら
上
り
ま
で
の
各
マ
ス
に

は
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
15
演
目
に
27

人
が
登
場
し
ま
す
。『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

や
『
娘
道
成
寺
』
な
ど
の
有
名
な
演
目
か

ら
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
前
髪
佐
吉
、

幻
長
蔵
な
ど
現
代
か
ら
み
れ
ば
、
か
な
り

の
歌
舞
伎
通
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
人

物
も
マ
ス
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

役
柄
と
そ
れ
を
演
じ
る
役
者
の
関
係
も
垣

間
見
ら
れ
ま
す
（
表
②
参
照
）。　

　

上
り
は
、
新
年
に
相
応
し
く
、
餅
・

海
老
・
ゆ
ず
り
は
の
正
月
飾
り
と
３
人

の
歌
舞
伎
役
者
で
す
。

　

落
語
を
楽
し
む
に
も
、
歌
舞
伎
・
浄

瑠
璃
の
世
話
物
や
時
代
物
の
演
目
に
通

じ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

江
戸
の
จ
Խ
人
͕
Ѫ
͠
ͨ

ࡾ

ൌ
ͱ

ʁ

ཱ

ஊ
ࢤ
の
᥅

͋
る
ࡾ

ൌ

د
੮

江
戸
の
Τ
ϯ
λ
ϝ
࢈
ۀ

深い教養と機智を土台に発展した
江戸の話芸を紹介する双六

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ޒ回ᶄ

※


文
作

の
ख
Ҿ
͖
Α
りớhttps://w

w
w
.ronbuninfo.com

/rule2.htm
l

Ờ

˔

文
に
͓
͚
るủ
ਤ
Ứと

、ֆ
・
ࣸ
ਅ
・
ά
ϥ
ϑ
を
༻
͍
た
り
ෆ
ఆ
ܗ
の

の
を
ࢦ

し
ま
͢
。̝

文
に
͓
͚
るủ
ද
Ứと

、文
ࣈ
・

ࣈ
・
ه
߸
・
ॎ
ԣ
の
ܩ
ઢ
ͩ
͚
Ͱ

ߏ

͞
れ
る

の
を
ࢦ
し
ま
͢
。

ݯ
ٛ
ܦ
͕
َ
Ұ
法
؟
の
່
と
௨
͡
て


Ո
の
ฌ
ॻ
を
౪
Έ
学
Μ
ͩ
と
͍
͏

Τ
ϐ
ι
ồ
υ
を
ඳ
͘
の
͕
ࡾ
ஈ
ủ
٠

ാ
Ứ。ދ
ଂ

Ծ
の
໊
。࣮

ڇ
ए

ؙ
。ඒ
গ
年
Ώ
͑
に
َ
Ұ
の
່
、օ


ඣ
に
ࠍ
れ
ら
れ
る
。

Ϛ
ε
ͷ
ਓ


 

༰

Վ

ب
ɾ

ড়
ྤ
ཨ
ͷ
ԋ


Ϛ
ε
ͷ
ਓ


 

༰

Վ

ب
ɾ

ড়
ྤ
ཨ
ͷ
ԋ


َ
Ұ
່
օ

ඣ

ớ
͖
͍
ͪ
む
͢
め

Έ
ͳ
ͮ
る
ͻ
め
Ờ

Լ
෦
ދ
ଂ

َ
Ұ
法
؟
ࡾ
ུ
ר

ớ
͖
͍
ͪ
΄
͏
͛
Μ

͞
Μ
り
Ỵ
͘
の

ま
͖
Ờ

צ
ฏ

、࿀
人
の
͓
か
る
と
会
ỳ
て
͍

た
た
め
に
ओ
人
の
Ԙ



の
େ
事

に
ډ
߹
わ
ͤ
る
͜
と
͕
Ͱ
͖
ͣ
、൵

ܶ
に
ݟ

わ
れ
る
。ఆ



౪

。

͓
ܰ
の

༩
市
ฌ
Ӵ
を
ࡴ

し
て
ۚ

を
ୣ
͏
。େ

༝
ྑ
೭
ॿ

ݩ
国
Ո


。

ි
ఆ



ԙ
Վ
ớླཱྀ
͓
か
る
Ờ

େ

༝
ྑ
೭
ॿ

Ծ
໊
ख
ຊ


ਉ
ଂ

۽
୩
࣍


࣮

、ओ
܅
ٛ
ܦ
の
ؾ

࣋
ͪ
を

し
て
ए
͍
ఢ
ক
ฏ
ರ

の


わ
り
に
ࣗ

の
ଉ
ࢠ
を
౼
ͭ
と
͍

͏
൵
ܶ
。ੴ

の

ଫ
六

、࣮

ฏ

Ո
に
か
か
わ
り
͋
る

ฌ
Ӵớ
ฏ
Ờफ

ਗ਼
。ٛ
ܦ
と
の

り
と
り
͕
໊

໘
。


ฌ
Ӵ
फ
ਗ਼

۽
୩
࣍


࣮

Ұ
୩
ᇳ
܉
ه

ớ
͍
ͪ
の
た
に

;
た

͙
Μ
͖
Ờ

۽
୩
ਞ


ớ
͘
ま
͕
͍
͡
Μ

Ờ

江
ށ
࣌

ॳ
ظ
に
ى
͖
た
ஜ
લ
国

ࠇ
ా
Ո
の
͓
Ո
૽
ಈ
͕
ओ
ཁ
ͳ


ࡐ
。খ
ү

ړ
ࢣ
࿘
六
の
ঁ

。

ঁ

খ
ү

ࢤ
ら
͵
ͻ
ᩀ

ớ

の
͕
た
り
Ờ

ೞ
ҥ


ా
উ
པớ
࣮

ِ
ऀ
Ờの

Ѫ
人
。ӡ
໋
に

࿔
͞
れ
る
ѩ
れ
ͳ

ঁ
ݠ。
৴
の
館
に
ೖ
り
、ਡ
๚
໌
ਆ
の

法
ੑ
の
ד
を
取
り
ฦ
͢
ػ
会
を


͏
。উ
པ

、Ֆớ
٠
Ờ作
り
の
ઐ


Ո
の
ᝳ
作
と
し
て
ݠ
৴
の
館
に
ޏ
わ

れ
る
。

ࠊ
ݩ
͵
れ
ҥ

ຊ
ே

࢛


ớ
΄
Μ
ͪ
Ỷ
͏

に
͡
ỵ
͏
し
͜
͏
Ờ

ɹ
࣭

ҏ


の
ଉ
ࢠ
。᱐
͞
れ
て
࣭


の


を
࣋
ͪ
ͩ
し
て
ۚ
に
͢

る
。

ҏ

ࢁ
ઋ
ଠ


ק
ળ

ѱ


ػ
ớؔ
か
Μ
ͥ
Μ

ͪ
Ỷ
͏
͋
͘

の
ͧ
͖
か
ら
͘
り
Ờ

ɹ
江
ށ
の
ښ
٬

ت
ࡾ



と
݁


ൡ
の

࢜
。
՞
を
し
ͳ
͍
と
の

͍

か
ら
ӈ

を
ࣗ
ら

அ
͢
る
͕
צ、


を
ड
͚
た
چ
ࢣ
ਆ
࡚
ਙ

の
ة

ٸ
を
ٹ
͍
צ、

を
ڐ
͞
れ
る
。͓
て

る

ਙ

の
່
ݯ。
ଠ
、ਙ
ࡾ
、ࠤ
٢
、

長
ଂ

ت
ࡾ

を
め
͙
る

ޠ
に
ొ


͢
る
ߚ。
ݜ
と

ߚ
Ͱ
છ
め
た
ബ

ख
の
ݜ

。

ớ
͏
Ͱ
Ờの

ت
ࡾ


ਙ

່
͓
て
る

ॶ
ݯ
ଠ

ߚ
ݜ
ཪ
ਙ
ࡾ

ớ

Έ
͏
ら
͡
Μ
͟
Ờ

લ

ࠤ
٢

ݬ
長
ଂ

ᣍ
江
ށ
খ


ୡ
Ҿ

ớ
͜
͜
͕
͑
Ͳ
͜
͏

Ͱ
の
た
て
ͻ
͖
Ờ

Ѩ
ݹ


ژ
の
ޒ

ࡔ
の
༡
ঁ
。ฏ

Ո
の
མ
人
Ͱ
ಀ

த
の
ܠ
ਗ਼
の
Ѫ

人
ݯ。
ࢯ
ํ
の
झ
͖
͋
る
取
り
ௐ


の
ޙ
に
ऍ
์
͞
れ
る
。



Ѩ
ݹ


ớ
͚
͍
ͤ
͍
͋
͜

Ờ

ஃ
Ӝ
ד
܉
ه

ớ
ͩ
Μ
の
͏
ら

か
Ϳ
と
͙
Μ
͖
Ờ

ۄ

લ

ฏ
҆
࣌


ظ
に
ௗ
Ӌ

্
ߖ
の

ඣ
Ͱ
͋
ỳ
た
と
͞
れ
る


આ
্
の
人

。༯
ޅ
の
化
身
Ͱ
͋
り
、

ਖ਼
ମ
を
ݟ
ഁ
ら
れ
て
Լ

国
ಹ
ਢ


ݪ
Ͱ
ࡴ
生
ੴ
に
ͳ
ỳ
た
。

ۄ

લ

ớ
た
ま

の
ま
͑
Ờ

ۄ

લ
ᐊ
ᦻ

ớ
た
ま

の
ま
͑

͋
͞
ͻ
の
た

と
Ờ

Ԙ

の

ܰ
ࣉ
Ԭ
ฏ
ӈ
Ӵ


০
ຏ


ฌ
Ӵ
を
໊

ỳ
て
إ、
ੈ
ޚ
લ

の
آ

্

と
ͳ
ỳ
て
๚
れ
る
͕
、Ұ
స
し
て


અ
の
࢜
と
ͳ
ỳ
て

ޠ
͕
ల
։
͢
る
。

০
ؒ

ฌ
Ӵ

ớ
し
か
ま
た
͘
͍
Ờ

ớ
০
ຏ

ฌ
Ӵ
Ờ

ਅ
ớࣸ
し
Μ
͏
ͭ
し
Ờ

͍
Ζ


ه

ớ

ਉ
ߨ
ऍ
ນ
ਤ


ฌ
Ӵ
্

Ờ

େ
ట

ੴ

ޒ
ӈ
Ӵ

͕

の
ఢ
を
౼

ͭ
た
め
に
ݖ、
ྗ
ऀ
Ͱ
͋
る
ਅ
ࣲ
ٱ
٢
の

໋
を
ૂ
͏

ޠ
。ಀ
͛
る
ޒ
ӈ
Ӵ

͕
、

ژ

の
ೆ
ષ
ࣉ
の
ࢁ

Ͱ
༦

れ
࣌
の

ຬ
։
の
ࡩ
を
ָ
し
む
໊

໘
͕
༗
໊
。

ੴ

ޒ
ӈ
Ӵ


࿖

ޒ
ࡾ
ۅ

ớ
Ζ
͏

Μ

͝
͞
Μ
の
͖
り
Ờ

࿀
し
͍
உ
҆

を

͍
か
͚
て
େ
ऄ

に
ม
͡
た
ਗ਼
ඣ
͕
、̓

の
Ӆ
れ
る

ಓ

ࣉ
の

に
ר
͖
ͭ
͖
ম
͖
ࡴ
し

た
と
͍
͏

આ
͕

ࡐ
。

ಓ

ࣉ

່
ಓ

ࣉ
ͳ
Ͳ

໊
ݹ


の
ۚ
の
Ფ
を
౪
Μ
ͩ
֟


ۚ
ॿ
と
౪


ớ࡚

ࡔ
Ờਙ

を

བྷ
ま
ͤ
た
ԋ

。


࡚
ਙ


ớ

ࡔ
ਙ

Ờ

Ѵ
ً
ԫ
ۚ
Ფ

ớ
͋
͞
ͻ
に
か
͕

͘

͖
Μ
の
し
Ỵ
ͪ
΄
͜)

͓
ॳ
に
ࡴ

͞
れ
た
ؠ
౻
の
ྶ
͕


݄

ਖ਼
を
ૢ
り
ଟ
լ
ൡ
の

ỳ
取
り

を
た
͘
ら
む
。Ҩ
ࠎ
͕
集
ま
ỳ
て
֚
ࠎ

と
ͳ
り
ؠ、
౻
͕
෮
׆
͢
る
໊

໘

͕
༗
໊
。ԙ
ക
の
ํ

、ଟ
լ
ඦ
ສ
ੴ

の
ଟ
լ
େ
ྖ
の
ਖ਼
ࣨ
。ຢ
ॿ

͓
Ո

૽
ಈ
に
ま
͖
͜
ま
れ
る

ٛ
ͳ
খ
ऀ
。

ԙ
കớ
͓
͏
め
Ờ

の
ํ

ௗ
ډ
ຢ
ॿ

Ճ
լ
ݟ
ࢁ
࠶
ؠ
౻

ớ
か
͕
Έ

ま

͝
に
ͪ
の

͍
わ
;
͡
Ờ

ت
ࠨ
Ӵ


େ
ࡔ
৽
ொ
の
༲

٢
ా


の
ओ
人
。์
౺
の

、Ո
を
צ

͞

れ
た
౻

の
ए
୴
ಹ
ҏ
ࠨ
Ӵ

͕
ت

ࠨ
Ӵ


්
の
ܭ
ら
͍
Ͱ
࿀
人
の
༦

ໄ
と

්
に
ͳ
る
。

٢
ా


ت
ࠨ
Ӵ


౻

ҏ
ࠨ
Ӵ


֥
文
ষ

ớ
͘
る
わ
Ϳ
Μ

し
Ỷ
͏
Ờ

٢
ా


ͷࢠᩱऀ࡞ٔ 
Ұ （立川）談志

（仮名垣）魯文
（武田）交来

（腰元）ぬれ衣
（斧）定九郎
（神崎）甚内娘おてる

（市川）新車
（市村）家橘
（中村）歌女之丞
（澤村）
 訥升（とっしょう）
（澤村）田の介

（河原崎）國太郎

（紅絹裏・もみうら）
 甚三（じんざ）

（下部）虎蔵
鬼一娘
皆鶴姫（みなづるひめ）

（朝寝坊）むらく

（落合）芳幾

（梅素亭）玄魚

ೋ
ࡾ

࢛

ޒ

六

ඈ㕩りઌͷϚεͷฑ Վبऀ り
、
高
い
教
養
が
求
め
ら

れ
た
の
で
す
。

　

幕
末
期
の
識
字
率
は
、

既
に
世
界
一
で
、
60
％
以

上
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
頃
の
江
戸
に
は

１
７
０
軒
も
の
寄
席
が
あ

り
ま
し
た
。

　

江
戸
庶
民
の
リ
テ
ラ

シ
ー
と
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
が
寄
席
と
い
う
エ
ン
メ

産
業
を
支
え
て
い
た
の
で

す
。

◀表①
振出しの
垂れ幕

◀▼表②　各マスの人物・演目の解説
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●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市
出
身
。
国
際
浮
世
絵
学
会
、

和
文
化
教
育
学
会
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
写
楽
の
会
の
会
員
を

務
め
る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館
長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・
研
究
・

制
作
に
取
り
組
む
。

▼︎双六の概要　三
さんだいばなししんさくさくすごろく

題噺新作作雙六　

画：Ұࡈܙ（མ合）芳
㇈しㆂく

幾　ூり：দౢூ　版元：ງߐொұஸ目ᅶઔ堂ɾҏ屋ઋࡾ郎　ظޙށߐ　サイズ（Dm）：縦��×横��

▲︎画ࢣとூࢣは双六絵とಉ༷で梅ૉ亭
(い てͦい)ڕݰ(͛ ん͗ ΐ)のد。ߍ੮のΊ
り͘のલでख ぐ͵いを࣋ たͬԒやかな女が

しなを࡞ てͬいΔ。

˞

論
文
作
成
の
手
引
き
よ
り︵https://w

w
w
.ronCuninGo.Dom

/rule�.htm
l

︶

●
論
文
に
お
け
る﹁
図
﹂と
は
、絵
・
写
真
・
グ
ラ
フ
を
用
い
た
り
不
定
形
の
も
の
を
指

し
ま
す
。●
論
文
に
お
け
る﹁
表
﹂と
は
、文
字
・
数
字
・
記
号
・
縦
横
の
罫
線
だ
け
で

構
成
さ
れ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

源
義
経
が
鬼
一
法
眼
の
娘
と
通
じ
て

伝
家
の
兵
書
を
盗
み
学
ん
だ
と
い
う

エ
ピ
ソ
�
ド
を
描
く
の
が
三
段
目﹁
菊

畑
﹂。虎
蔵
は
仮
の
名
。実
は
牛
若

丸
。美
少
年
ゆ
え
に
鬼
一
の
娘
、皆
鶴

姫
に
惚
れ
ら
れ
る
。

Ϛ
ε
ͷ
ਓ


 

༰

Վ

ب
ɾ

ড়
ྤ
ཨ
ͷ
ԋ


Ϛ
ε
ͷ
ਓ


 

༰

Վ

ب
ɾ

ড়
ྤ
ཨ
ͷ
ԋ


鬼
一
娘
皆
鶴
姫

︵
き
い
ち
む
す
め

み
な
づ
る
ひ
め
︶

下
部
虎
蔵

鬼
一
法
眼
三
略
巻

︵
き
い
ち
ほ
う
げ
ん

さ
ん
り
�
く
の

ま
き
︶

勘
平
は
、恋
人
の
お
か
る
と
会
�
て
い

た
た
め
に
主
人
の
塩
冶
判
官
の
大
事

に
居
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、悲

劇
に
見
舞
わ
れ
る
。定
九
郎
は
盗
賊
。

お
軽
の
父
与
市
兵
衛
を
殺
害
し
て
金

を
奪
う
。大
星
由
良
之
助
は
元
国
家

老
。

斧
定
九
郎

於
歌
留︵
お
か
る
︶

大
星
由
良
之
助

仮
名
手
本

忠
臣
蔵

熊
谷
次
郎
直
実
は
、主
君
義
経
の
気

持
ち
を
察
し
て
若
い
敵
将
平
敦
盛
の

代
わ
り
に
自
分
の
息
子
を
討
つ
と
い

う
悲
劇
。石
屋
の
弥
陀
六
は
、実
は
平

家
に
か
か
わ
り
あ
る
弥
兵
衛︵
平
︶宗

清
。義
経
と
の
や
り
と
り
が
名
場
面
。

弥
兵
衛
宗
清

熊
谷
次
郎
直
実

一
谷
嫩
軍
記

︵
い
ち
の
た
に

ふ
た
ば
ぐ
ん
き
︶

熊
谷
陣
屋

︵
く
ま
が
い
じ
ん
や
︶

江
戸
時
代
初
期
に
起
き
た
筑
前
国

黒
田
家
の
お
家
騒
動
が
主
要
な
題

材
。小
磯
は
漁
師
浪
六
の
女
房
。

女
房
小
磯

志
ら
ぬ
ひ
譚

︵
も
の
が
た
り
︶

濡
衣
は
武
田
勝
頼︵
実
は
偽
者
︶の

愛
人
。運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
哀
れ
な

女
。謙
信
の
館
に
入
り
、諏
訪
明
神
の

法
性
の
兜
を
取
り
返
す
機
会
を
伺

う
。勝
頼
は
、花︵
菊
︶作
り
の
専
門

家
の
簑
作
と
し
て
謙
信
の
館
に
雇
わ

れ
る
。

腰
元
ぬ
れ
衣

本
朝
廿
四
孝

︵
ほ
ん
ち
�
う

に
じ
�
う
し
こ
う
︶

　
質
屋
伊
勢
屋
の
息
子
。騙
さ
れ
て
質

草
の
短
刀
を
持
ち
だ
し
て
金
に
す

る
。

伊
勢
山
仙
太
郎

勧
善
懲
悪
覗

機
関︵
か
ん
ぜ
ん

ち
�
う
あ
く

の
ぞ
き
か
ら
く
り
︶

　
江
戸
の
侠
客
腕
喜
三
郎
は
も
と
結
城

藩
の
武
士
。喧
嘩
を
し
な
い
と
の
誓
い

か
ら
右
腕
を
自
ら
切
断
す
る
が
、勘

当
を
受
け
た
旧
師
神
崎
甚
内
の
危

急
を
救
い
、勘
当
を
許
さ
れ
る
。お
て

る
は
甚
内
の
娘
。源
太
、甚
三
、佐
吉
、

長
蔵
は
喜
三
郎
を
め
ぐ
る
物
語
に
登

場
す
る
。紅
絹
と
は
紅
で
染
め
た
薄

手
の
絹
布
。

腕︵
う
で
︶の

喜
三
郎

甚
内
娘
お
て
る

曙
源
太

紅
絹
裏
甚
三

︵
も
み
う
ら
じ
ん
ざ
︶

前
髪
佐
吉

幻
長
蔵

茲
江
戸
小
腕

達
引

︵
こ
こ
が
え
ど
こ
う

で
の
た
て
ひ
き
︶

阿
古
屋
は
京
の
五
条
坂
の
遊
女
。平

家
の
落
人
で
逃
亡
中
の
景
清
の
愛

人
。源
氏
方
の
趣
き
あ
る
取
り
調
べ

の
後
に
釈
放
さ
れ
る
。

傾
城
阿
古
屋

︵
け
い
せ
い
あ
こ
や
︶

壇
浦
兜
軍
記

︵
だ
ん
の
う
ら

か
ぶ
と
ぐ
ん
き
︶

玉
藻
前
は
平
安
時
代
末
期
に
鳥
羽

上
皇
の
寵
姫
で
あ
�
た
と
さ
れ
る
伝

説
上
の
人
物
。妖
狐
の
化
身
で
あ
り
、

正
体
を
見
破
ら
れ
て
下
野
国
那
須

野
原
で
殺
生
石
に
な
�
た
。

玉
藻
前

︵
た
ま
も
の
ま
え
︶

玉
藻
前
曦
袂

︵
た
ま
も
の
ま
え

あ
さ
ひ
の
た
も
と
︶

塩
冶
の
足
軽
寺
岡
平
右
衛
門
は
飾
磨

宅
兵
衛
を
名
乗
�
て
、顔
世
御
前
へ
の
贋

上
使
と
な
�
て
訪
れ
る
が
、一
転
し
て
忠

節
の
士
と
な
�
て
物
語
が
展
開
す
る
。

飾
間
宅
兵
衛

︵
し
か
ま
た
く
べい
︶

︵
飾
磨
宅
兵
衛
︶

真
写︵
し
ん
う
つ
し
︶

い
ろ
は
日
記

︵
忠
臣
講
釈
幕
図

宅
兵
衛
上
使
︶

大
泥
棒
石
川
五
右
衛
門
が
父
の
敵
を
討

つ
た
め
に
、権
力
者
で
あ
る
真
柴
久
吉
の

命
を
狙
う
物
語
。逃
げ
る
五
右
衛
門
が
、

京
都
の
南
禅
寺
の
山
門
で
夕
暮
れ
時
の

満
開
の
桜
を
楽
し
む
名
場
面
が
有
名
。

石
川
五
右
衛
門

楼
門
五
三
桐

︵
ろ
う
も
ん

ご
さ
ん
の
き
り
︶

恋
し
い
男
安
珍
を
追
い
か
け
て
大
蛇

に
変
じ
た
清
姫
が
、安
珍
の
隠
れ
る

道
成
寺
の
鐘
に
巻
き
つ
き
焼
き
殺
し

た
と
い
う
伝
説
が
題
材
。

道
成
寺

娘
道
成
寺
な
ど

名
古
屋
城
の
金
の
鯱
を
盗
ん
だ
柿
木

金
助
と
盗
賊
幸
崎︵
向
坂
︶甚
内
を

絡
ま
せ
た
演
目
。

幸
崎
甚
内

︵
向
坂
甚
内
︶

旭
輝
黄
金
鯱

︵
あ
さ
ひ
に
か
が
や
く

き
ん
の
し
�
ち
ほ
こ)

お
初
に
殺
害
さ
れ
た
岩
藤
の
霊
が
望

月
弾
正
を
操
り
多
賀
藩
の
乗
�
取
り

を
た
く
ら
む
。遺
骨
が
集
ま
�
て
骸
骨

と
な
り
、岩
藤
が
復
活
す
る
名
場
面

が
有
名
。於
梅
の
方
は
、多
賀
百
万
石

の
多
賀
大
領
の
正
室
。又
助
は
お
家

騒
動
に
ま
き
こ
ま
れ
る
忠
義
な
小
者
。

於
梅︵
お
う
め
︶

の
方

鳥
居
又
助

加
賀
見
山
再
岩
藤

︵
か
が
み
や
ま

ご
に
ち
の

い
わ
ふ
じ
︶

喜
左
衛
門
は
大
坂
新
町
の
揚
屋
吉
田

屋
の
主
人
。放
蕩
の
末
、家
を
勘
当
さ

れ
た
藤
屋
の
若
旦
那
伊
左
衛
門
が
喜

左
衛
門
夫
婦
の
計
ら
い
で
恋
人
の
夕

霧
と
夫
婦
に
な
る
。

吉
田
屋

喜
左
衛
門

藤
屋
伊
左
衛
門

廓
文
章

︵
く
る
わ
ぶ
ん

し
�
う
︶

吉
田
屋

22
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●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市
出
身
。
国
際
浮
世
絵
学
会
、

和
文
化
教
育
学
会
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
写
楽
の
会
の
会
員
を

務
め
る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館
長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・
研
究
・

制
作
に
取
り
組
む
。

▼︎双六の概要　三
さんだいばなししんさくさくすごろく

題噺新作作雙六　

画：Ұࡈܙ（མ合）芳
㇈しㆂく

幾　ூり：দౢூ　版元：ງߐொұஸ目ᅶઔ堂ɾҏ屋ઋࡾ郎　ظޙށߐ　サイズ（Dm）：縦��×横��

▲︎画ࢣとூࢣは双六絵とಉ༷で梅ૉ亭
(い てͦい)ڕݰ(͛ ん͗ ΐ)のد。ߍ੮のΊ
り͘のલでख ぐ͵いを࣋ たͬԒやかな女が

しなを࡞ てͬいΔ。

˞

論
文
作
成
の
手
引
き
よ
り︵https://w

w
w
.ronCuninGo.Dom

/rule�.htm
l

︶

●
論
文
に
お
け
る﹁
図
﹂と
は
、絵
・
写
真
・
グ
ラ
フ
を
用
い
た
り
不
定
形
の
も
の
を
指

し
ま
す
。●
論
文
に
お
け
る﹁
表
﹂と
は
、文
字
・
数
字
・
記
号
・
縦
横
の
罫
線
だ
け
で

構
成
さ
れ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

源
義
経
が
鬼
一
法
眼
の
娘
と
通
じ
て

伝
家
の
兵
書
を
盗
み
学
ん
だ
と
い
う

エ
ピ
ソ
�
ド
を
描
く
の
が
三
段
目﹁
菊

畑
﹂。虎
蔵
は
仮
の
名
。実
は
牛
若

丸
。美
少
年
ゆ
え
に
鬼
一
の
娘
、皆
鶴

姫
に
惚
れ
ら
れ
る
。

Ϛ
ε
ͷ
ਓ


 

༰

Վ

ب
ɾ

ড়
ྤ
ཨ
ͷ
ԋ


Ϛ
ε
ͷ
ਓ


 

༰

Վ

ب
ɾ

ড়
ྤ
ཨ
ͷ
ԋ


鬼
一
娘
皆
鶴
姫

︵
き
い
ち
む
す
め

み
な
づ
る
ひ
め
︶

下
部
虎
蔵

鬼
一
法
眼
三
略
巻

︵
き
い
ち
ほ
う
げ
ん

さ
ん
り
�
く
の

ま
き
︶

勘
平
は
、恋
人
の
お
か
る
と
会
�
て
い

た
た
め
に
主
人
の
塩
冶
判
官
の
大
事

に
居
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、悲

劇
に
見
舞
わ
れ
る
。定
九
郎
は
盗
賊
。

お
軽
の
父
与
市
兵
衛
を
殺
害
し
て
金

を
奪
う
。大
星
由
良
之
助
は
元
国
家

老
。

斧
定
九
郎

於
歌
留︵
お
か
る
︶

大
星
由
良
之
助

仮
名
手
本

忠
臣
蔵

熊
谷
次
郎
直
実
は
、主
君
義
経
の
気

持
ち
を
察
し
て
若
い
敵
将
平
敦
盛
の

代
わ
り
に
自
分
の
息
子
を
討
つ
と
い

う
悲
劇
。石
屋
の
弥
陀
六
は
、実
は
平

家
に
か
か
わ
り
あ
る
弥
兵
衛︵
平
︶宗

清
。義
経
と
の
や
り
と
り
が
名
場
面
。

弥
兵
衛
宗
清

熊
谷
次
郎
直
実

一
谷
嫩
軍
記

︵
い
ち
の
た
に

ふ
た
ば
ぐ
ん
き
︶

熊
谷
陣
屋

︵
く
ま
が
い
じ
ん
や
︶

江
戸
時
代
初
期
に
起
き
た
筑
前
国

黒
田
家
の
お
家
騒
動
が
主
要
な
題

材
。小
磯
は
漁
師
浪
六
の
女
房
。

女
房
小
磯

志
ら
ぬ
ひ
譚

︵
も
の
が
た
り
︶

濡
衣
は
武
田
勝
頼︵
実
は
偽
者
︶の

愛
人
。運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
哀
れ
な

女
。謙
信
の
館
に
入
り
、諏
訪
明
神
の

法
性
の
兜
を
取
り
返
す
機
会
を
伺

う
。勝
頼
は
、花︵
菊
︶作
り
の
専
門

家
の
簑
作
と
し
て
謙
信
の
館
に
雇
わ

れ
る
。

腰
元
ぬ
れ
衣

本
朝
廿
四
孝

︵
ほ
ん
ち
�
う

に
じ
�
う
し
こ
う
︶

　
質
屋
伊
勢
屋
の
息
子
。騙
さ
れ
て
質

草
の
短
刀
を
持
ち
だ
し
て
金
に
す

る
。

伊
勢
山
仙
太
郎

勧
善
懲
悪
覗

機
関︵
か
ん
ぜ
ん

ち
�
う
あ
く

の
ぞ
き
か
ら
く
り
︶

　
江
戸
の
侠
客
腕
喜
三
郎
は
も
と
結
城

藩
の
武
士
。喧
嘩
を
し
な
い
と
の
誓
い

か
ら
右
腕
を
自
ら
切
断
す
る
が
、勘

当
を
受
け
た
旧
師
神
崎
甚
内
の
危

急
を
救
い
、勘
当
を
許
さ
れ
る
。お
て

る
は
甚
内
の
娘
。源
太
、甚
三
、佐
吉
、

長
蔵
は
喜
三
郎
を
め
ぐ
る
物
語
に
登

場
す
る
。紅
絹
と
は
紅
で
染
め
た
薄

手
の
絹
布
。

腕︵
う
で
︶の

喜
三
郎

甚
内
娘
お
て
る

曙
源
太

紅
絹
裏
甚
三

︵
も
み
う
ら
じ
ん
ざ
︶

前
髪
佐
吉

幻
長
蔵

茲
江
戸
小
腕

達
引

︵
こ
こ
が
え
ど
こ
う

で
の
た
て
ひ
き
︶

阿
古
屋
は
京
の
五
条
坂
の
遊
女
。平

家
の
落
人
で
逃
亡
中
の
景
清
の
愛

人
。源
氏
方
の
趣
き
あ
る
取
り
調
べ

の
後
に
釈
放
さ
れ
る
。

傾
城
阿
古
屋

︵
け
い
せ
い
あ
こ
や
︶

壇
浦
兜
軍
記

︵
だ
ん
の
う
ら

か
ぶ
と
ぐ
ん
き
︶

玉
藻
前
は
平
安
時
代
末
期
に
鳥
羽

上
皇
の
寵
姫
で
あ
�
た
と
さ
れ
る
伝

説
上
の
人
物
。妖
狐
の
化
身
で
あ
り
、

正
体
を
見
破
ら
れ
て
下
野
国
那
須

野
原
で
殺
生
石
に
な
�
た
。

玉
藻
前

︵
た
ま
も
の
ま
え
︶

玉
藻
前
曦
袂

︵
た
ま
も
の
ま
え

あ
さ
ひ
の
た
も
と
︶

塩
冶
の
足
軽
寺
岡
平
右
衛
門
は
飾
磨

宅
兵
衛
を
名
乗
�
て
、顔
世
御
前
へ
の
贋

上
使
と
な
�
て
訪
れ
る
が
、一
転
し
て
忠

節
の
士
と
な
�
て
物
語
が
展
開
す
る
。

飾
間
宅
兵
衛

︵
し
か
ま
た
く
べい
︶

︵
飾
磨
宅
兵
衛
︶

真
写︵
し
ん
う
つ
し
︶

い
ろ
は
日
記

︵
忠
臣
講
釈
幕
図

宅
兵
衛
上
使
︶

大
泥
棒
石
川
五
右
衛
門
が
父
の
敵
を
討

つ
た
め
に
、権
力
者
で
あ
る
真
柴
久
吉
の

命
を
狙
う
物
語
。逃
げ
る
五
右
衛
門
が
、

京
都
の
南
禅
寺
の
山
門
で
夕
暮
れ
時
の

満
開
の
桜
を
楽
し
む
名
場
面
が
有
名
。

石
川
五
右
衛
門

楼
門
五
三
桐

︵
ろ
う
も
ん

ご
さ
ん
の
き
り
︶

恋
し
い
男
安
珍
を
追
い
か
け
て
大
蛇

に
変
じ
た
清
姫
が
、安
珍
の
隠
れ
る

道
成
寺
の
鐘
に
巻
き
つ
き
焼
き
殺
し

た
と
い
う
伝
説
が
題
材
。

道
成
寺

娘
道
成
寺
な
ど

名
古
屋
城
の
金
の
鯱
を
盗
ん
だ
柿
木

金
助
と
盗
賊
幸
崎︵
向
坂
︶甚
内
を

絡
ま
せ
た
演
目
。

幸
崎
甚
内

︵
向
坂
甚
内
︶

旭
輝
黄
金
鯱

︵
あ
さ
ひ
に
か
が
や
く

き
ん
の
し
�
ち
ほ
こ)

お
初
に
殺
害
さ
れ
た
岩
藤
の
霊
が
望

月
弾
正
を
操
り
多
賀
藩
の
乗
�
取
り

を
た
く
ら
む
。遺
骨
が
集
ま
�
て
骸
骨

と
な
り
、岩
藤
が
復
活
す
る
名
場
面

が
有
名
。於
梅
の
方
は
、多
賀
百
万
石

の
多
賀
大
領
の
正
室
。又
助
は
お
家

騒
動
に
ま
き
こ
ま
れ
る
忠
義
な
小
者
。

於
梅︵
お
う
め
︶

の
方

鳥
居
又
助

加
賀
見
山
再
岩
藤

︵
か
が
み
や
ま

ご
に
ち
の

い
わ
ふ
じ
︶

喜
左
衛
門
は
大
坂
新
町
の
揚
屋
吉
田

屋
の
主
人
。放
蕩
の
末
、家
を
勘
当
さ

れ
た
藤
屋
の
若
旦
那
伊
左
衛
門
が
喜

左
衛
門
夫
婦
の
計
ら
い
で
恋
人
の
夕

霧
と
夫
婦
に
な
る
。

吉
田
屋

喜
左
衛
門

藤
屋
伊
左
衛
門

廓
文
章

︵
く
る
わ
ぶ
ん

し
�
う
︶

吉
田
屋

雙
すごろく
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す
。
身
分
制
社
会
の
中
で
は
、

こ
の
娘
は
出
世
し
た
と
し
て

も
御
新
造
さ
ん
か
ご
内
儀
止

ま
り
、
不
幸
な
ら
ば
…
…
。
社

会
の
底
辺
か
ら
上
層
ま
で
を

見
切
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ア

イ
ロ
ニ
ー
に
徹
し
た
双
六
な

の
で
す
。
風
俗
の
取
締
り
の
厳

し
い
中
、
板
元
の
辻
岡
屋
文
助

も
リ
ス
ク
を
と
っ
て
こ
の
双

六
を
発
行
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
の
随

筆
家
で
あ
る
吉
田
兼
好
（
推

定
１
２
８
３
～
１
３
５
２
年
）

は
、
徒
然
草
の
第
38
段
で
こ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
名
利
に
使
は
れ
て
、
し
づ
か

な
る
い
と
ま
な
く
、
一
生
を
苦

し
む
る
こ
そ
愚
か
な
れ
（
名
声

や
利
益
に
使
わ
れ
て
、
心
休
ま

る
暇
も
な
く
、
一
生
を
苦
し
め

る
こ
と
こ
そ
愚
か
で
あ
る
）

　
未
だ
に
出
世
や
名
利
に
気

を
揉
む
我
ら
凡
夫
を
兼
好
法

師
は
「
江
戸
も
令
和
も
変
わ
っ

て
な
い
な
あ
」
と
嘆
息
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
立
身
出
世
は
、
絵
双
六
の
重
要
な

テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
立
身
は
、
中

国
の
春
秋
時
代
に
孔
子
が
論
じ
た
も

の
を
戦
国
時
代
に
ま
と
め
た
儒
教
の

経
書
の
一
つ
『
孝
道
』
に
語
源
が
あ

り
ま
す
。「
立
身
行
道
、
揚
名
於
後
世
、

以
顯
父
母
、
孝
之
終
也
」。
身
を
立
て

道
を
行
い
、
名
を
後
世
に
揚
げ
、
以

て
父
母
を
顕
す
は
、
孝
の
終
わ
り
な

り
。
と
い
う
意
味
で
す
。

　
ま
た
、
出
世
は
仏
教
用
語
で
す
。

本
来
、
仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
、

仮
に
人
間
の
姿
と
な
っ
て
こ
の
世
に

現
れ
る
こ
と
を
出
世
と
い
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
公
卿
の
子
息
が
出
家
し

た
場
合
に
出
世
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

普
通
の
者
よ
り
昇
進
が
早
く
、
転
じ

て
僧
が
高
い
位
に
昇
り
、
大
寺
院
の

住じ
ゅ
う
じ持

と
な
る
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
一
般
に
も
広
ま
っ
た
の

で
す
。

　
立
身
出
世
と
は
、
世
間
的
な
名
声

と
現
世
的
な
利
益
を
い
う
名み
ょ
う
り利

で
あ

り
、
古
今
東
西
、
人
々
の
大
き
な
関

心
事
で
し
た
。

　
婦
人
一
代
出
世
雙
六
は
、
江
戸
時

代
の
女
性
特
有
の
職
業
を
描
い
て
い

ま
す
。
振
出
し
は
、
正
月
の
鏡
餅
の

前
に
い
る
振
り
袖
姿
の
町
娘
で
す
。

サ
イ
コ
ロ
の
六
つ
の
出
目
に
よ
っ
て
、

落
差
の
激
し
い
人
生
を
歩
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
子
守
り
女
、
二
か
ど

づ
け
（
家
の
門
口
に
立
っ
て
芸
能
を

見
せ
、
報
酬
を
受
け
る
芸
人
）、
三
お

茶
屋
、
四
お
さ
ん
ど
の
（
台
所
仕
事
）、

五
歌
い
好
み
、
六
辻
き
み
（
夜
道
に

立
っ
て
客
を
誘
う
夜
鷹
）。
全
体
の
構

図
は
、
双
六
の
下
段
に
あ
る
色
を
売

る
職
業
か
ら
始
ま
り
、
鮑
取
り
・
茶

摘
女
・
機
織
り
な
ど
の
専
門
職
、
水

茶
屋
・
茶
屋
女
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
職
、

琴
・
三
味
線
・
お
ど
り
の
師
匠
、
大

奥
の
年
寄
・
商
家
の
御
新
造
を
経
て
、

新
春
を
寿
ぐ
武
家
の
奥
様
で
上
り
で

す
（
表
①
）。

　
江
戸
時
代
は
、
冥
加
金
を
納
め
る

こ
と
を
条
件
に
遊
郭
が
公
認
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
非
公
認
の
商
売
に
は

厳
し
く
、
多
く
の
遊
里
事
業
者
や
従

事
者
が
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。
背
景
に

は
生
活
苦
と
男
尊
女
卑
の
思
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　
本
双
六
を
描
い
た
一
鵬
斎
芳
藤
は
、

武
者
絵
や
お
も
ち
ゃ
画
を
得
意
と
し

た
絵
師
で
す
。
振
出
し
の
生
娘
の
行

く
末
を
冷
静
な
眼
で
見
つ
め
て
い
ま

ཱ

ग़
ੈ

双
六
の

人
ؾ
δ
Ỿ
ϯ
ϧ

ঁ
の
ࣾ
ձ
の
ཪ
ද
を
ө
͢
双
六

݉

๏
ࢣ

͓
ݟ
௨
͠

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第六回①

築地双六館館長　吉田 修

振り袖姿の生娘の行く末を、
冷静な目で描いた男尊女卑時代の双六

্り　御奥様御新造

おどりの師匠

後家様

飯売婆ぁ

大姉へ

おさんどの

御とし寄

機おり

茶屋女

気楽な女

部屋がた ※３

女太夫（おんなたゆう）

辻ぎみびくにん女おこじき

手習師匠

蚕養女

禿子（かむろ）

水茶屋

子守女

琴の指南

お小嬢

世話役婆ぁ

哥（うた）い好き

かどづけ

御殿女中

茶摘女

おすえ ※２

鮑取

番太のかみさん ※３

三味線の師匠

おそば（側）※１

遊女

取上婆ぁ

雇い婆ぁ

ৼりग़͠
一　振れば　子守り女へ行く
二　かどつけ
三　おちゃや
四　おさんどの
五　哥い好み
六　辻きみ

※１：主君のそば近く仕える侍女　※２：御殿女中が自費で雇って召し使う女　※３：町方の木戸番に雇われた女
本双六には現代からみれば不適切な言葉がありますが、江戸時代の作者の意図を尊重してそのまま掲載します。

■表①　
双六の構成と
言葉の説明

41 ２０２２ 春

▼︎双六の概要　婦人一代出世雙六　
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42２０２２ 春

　

幕
末
の
加
賀
藩
は
、
加
賀
・
能
登
・

越
中
の
三
国
の
大
半
を
領
地
と
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
双
六
は
小
松
・
石い
す
る
ぎ動

・

魚
津
と
い
う
地
名
の
マ
ス
が
あ
り
、
加

賀
藩
家
中
の
双
六
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
振
出
し
は
新
番
（
警
護
役
）。

割
場
奉
行
（
足
軽
等
の
管
理
）、
堂
形

奉
行
（
弓
道
場
等
の
管
理
）、
会
所
奉

行
（
藩
主
や
奥
向
き
の
進
物
の
出
納
）

や
年
寄
等
を
経
て
御
用
番
（
評
定
会
議

に
出
る
重
臣
）
で
上
り
と
な
る
墨
版
の

武
家
の
出
世
双
六
で
す
。

　
文
化
4
年（
１
８
０
７
年
）頃
の
加
賀

藩
士
の
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
「
帳

秘
藩
臣
録
」に
よ
れ
ば
、そ
の
構
成
は
以

下
の
通
り
で
す
。
①
八は
っ
か家

（
年
寄
職
に

あ
た
る
門
閥
）8
人
、②
人
持（
高
禄
者
）

68
人
、
③
平
士
１
２
０
２
人
、
④
与
力

２
９
１
人
、
⑤
御お
か
ち歩（

４
３
２
人
、御お

か
ち歩

並な
み
３
９
７
人
、
⑥
足
軽
約
４
０
０
０
人
。

御
歩
は
、
藩
主
の
駕
籠
廻
り
の
警
護
や

城
内
の
番
所
な
ど
の
警
備
に
あ
た
り
ま

し
た
。
御
歩
並
に
は
儒
者
・
医
師
・
算

用
者
・
料
理
人
・
大
工
・
細
工
者
な
ど

多
様
な
職
種
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
余
談
で
す
が
、御
歩
は
最
初
、「
御
徒
」

の
字
を
用
い
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
五

代
藩
主
・
綱
紀
が
「
い
た
づ
ら
」
と
読

ま
れ
る
こ
と
を
避
け
て
「
御
歩
」
に
改

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

注
目
い
た
だ
き
た
い
の
は
文
久
3
年

（
１
８
６
３
年
）
と
い
う
時
代
で
す
。
坂

本
龍
馬
が
神
戸
海
軍
操
練
所
の
塾
頭
と

な
り
、
大
活
躍
を
始
め
る
年
。
有
名
な

「
日
本
を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た
し
申

候
」
と
い
う
手
紙
を
姉
の
乙
女
に
送
っ

た
の
も
こ
の
年
で
す
。
こ
の
出
世
双
六

は
、
武
士
が
作
っ
た
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
身
分
制
度
の
厳
し
い
時
代
に
、

面
白
半
分
で
平
の
新
番
武
士
か
ら
城
代

や
御
用
番
へ
の
出
世
双
六
は
作
れ
ま
せ

ん
。
欄
外
に
記
名
の
あ
る
中
嶋
郁
衛
と

い
う
人
が
こ
れ
を
戯
れ
に
写
し
た
も
の

と
し
て
今
日
ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。

　
加
賀
藩
は
百
二
十
万
石
を
有
す
る
大

藩
で
し
た
が
、
政
治
的
に
活
躍
す
る
雄

藩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
①
幕

末
に
お
け
る
諸
藩
の
石
高
ラ
ン
キ
ン

グ
）。
ゆ
え
に
後
代
、
日
和
見
、
旗
幟

不
鮮
明
、
維
新
の
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
た

な
ど
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
研
究
の
メ
ス
を
入
れ
た
の

が
『
加
賀
藩
の
明
治
維
新
』（
宮
下
和

幸
著
、
有
志
舎
刊
）
で
す
。
同
書
に
よ

れ
ば
「
明
治
初
年
、
勤
王
貫
徹
の
あ
り

方
と
し
て
新
政
府
へ
の
恭
順
を
や
む
な

く
選
択
し
た
」
と
の
見
方
を
示
し
て
い

ま
す
。
確
か
に
、
文
久
年
間
の
藩
政
史

（
表
②
文
久
年
間
の
加
賀
藩
政
治
動
向
）

を
み
れ
ば
、
藩
主
の
意
向
を
反
映
し
た

御
前
評
議
の
意
思
決
定
に
至
る
ま
で
に

は
、
幕
府
へ
の
対
応
を
大
藩
ら
し
く
、

議
論
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
加
賀
藩
は
、
前
田
家
代
々
の
尊
王
と

い
う
藩
是
を
守
り
、
朝
廷
か
ら
征
夷
大

将
軍
を
任
じ
ら
れ
た
徳
川
幕
府
に
忠
実

に
従
っ
て
き
ま
し
た
。
明
治
維
新
の
大

波
の
前
に
大
船
が
舵
を
巧
み
に
切
る
に

は
、
時
間
が
な
さ
過
ぎ
た
の
で
す
。

৽
൪
͔
Β
ޚ
༻
൪

の
ग़
ੈ

ཾ
അ
の
׆
༂
ͱ

ಉ
࣌

の
双
六

໌
࣏
ҡ
৽
લ

の

Ճ
լ
ൡ
の
ཱ


江戸時代末期、厳しい身分制度の中、
加賀藩で作られた武士の出世双六

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第六回ᶄ

■ 

表
②  

文
久
年
間（
１
８
６
２
〜
１
８
６
３
年
）の

 

加
賀
藩
政
治
過
程

্
ứه
Ճ
լ
ൡ
の
໌
࣏
ҡ
৽
Ừܝ
ࡌ
の
年
ද
か
ら
ච
ऀ
͕

文
ٱ
年
ؒ
の
出
དྷ
事
を
ந
出
し
て
作
ද
ݩ。
࣏
ܚ、
Ԡ
の

出
དྷ
事

ল
ུ
し
た
。

※

１
ฉ
൪
⽅
େ
໊
͕
江
ށ
の
ൡ
ఛ
に
ஔ
͍
た
৬
໊
。ນ


と
の
公
務
্
の
࿈
བྷ

、ଞ
େ
໊
と
の
ަ
ࡍ
を


と

し
た
。ླཱྀ
क
ډ
。
ɹ

※

̎

؉
⽅
ൡ
ओ
ࣗ
ら
ච
を
と
ỳ
て
ॻ

͍
た
文
ॻ
。
ɹ

※

̏
Ճ

⽅
ධ
ఆ
ͳ
Ͳ
の
会
ٞ
に
出
੮
ࢿ

֨
͕
͋
る
ॏ
ਉ
。

年
月

出
来
事

文
ٱ
̎
年̒
江
ށ

に
͍
て
国
事
に
ؔ
͢
る
ҙ
ݟ
͕

͋
れ

ड़

る
Α
͏
に
と
の
্
ҙ
を
ड

͚
る

文
ٱ
̏
年̎
ൡ
ओ
੪
ହ
、ক
܉
ಙ

Ո
ໜ
্
བ
に
ڙ

ไ
͢
る

త
Ͱ
ۚ

を
出
ൃ
͢
る

̒
年
د
લ
ా

৴
、国
事
に
ؔ
͢
る
ҙ
ݟ

ॻ
を
্
ਃ
͢
る

̒
ܚ
ೡ
ෟ
Ұ
౷
͕
ޚ
༻
ঌ
に
Α
る
出

に


ର
͢
る

̓
ൡ
ओ
ޚ
ҙ
ٴ
ͼủ
ޚ
લ
ධ
ٞ
Ứに
て
公


Ұ
和
の
प
ટ
͕
ܾ
ఆ
͢
る

̓
ൡ
ओ
੪
ହ
の

؉ớ※

̎
し
Μ
か
Μ
Ờ͕

作

͞
れ
、ൡ

Ͱ
ൈ
ݟ
͞
れ
る

９
Ճ
ớ※

̏
か

Μ
ỜҰ
ಉ
、
ా
と
໘
会

し
て
ҙ
ݟ
を

ऩ
し
た
্
Ͱ
ٞ

͢
る

９

த
ਫ

Ѽ
の
ൡ
ओ

؉
͕
作

͞

れ
る

ࡏ
ژ
ฉ
൪
͕
ݺ
ͼ
出
͞
れ
、ؔ
ന
ೋ


Ո
か
ら

্
བ
ཁ

を
ड
͚
る

９
ฉ
൪
の

ా
ݖ
ޒ

͕
江
ށ
Α
り


り
、
த
ਫ


ਫ਼ớ
た
ͩ
͖
Α
Ờか
ら

の
্
བ
ཁ

を

͑
る

̓
年
د
Ԟ
ଜ
ӫ
௨ớ
͓
͘
む
ら
て
る
Έ

ͪ
Ờ、ࣗ
身
の
ҙ
ݟ
を
ま
と
め
て
ޚ
༻

൪
に
ఏ
出
͢
る

̓
年
د
長
࿈
ớګ
ͪ
Ỷ
͏
ͭ
ら

͢
Ờら
͕

ٞ

し
、ͦ
の

༰
を
ࣔ
ஊ
ॻ
と
し
て

ま
と
め
る

̓
ࡏ
ژ
ฉ
൪ớ※

１
͖
͖

Μ
Ờの

ా
ݖ

ޒ

͕

り
、ؔ
ന
ೋ

੪
ớܟ
ͳ
り
Ώ

͖
Ờの

ҙ
ͳ
Ͳ
を
࣋
ͪ
ؼ
る

̒
ນ

か
ら
ੈ
࢚
લ
ా
ܚ
ೡớ
Α
し

͢
Ờ

に
ର
し
て
出

を
໋
͡
る
ไ
ॻớ
ޚ
༻

ঌ
⽅
͝
Α
͏
め
し
Ờ͕
ۚ

に
ಧ
͘

̏
将
軍
家
茂
、家
光
以
来
と
な
る
上
洛

̔
八
月
八
日
の
政
変

10

順位 国名 藩格石高 文久３年の藩主

1

2

3

4

5

6

7

8

加賀

薩摩

陸奥

尾張

紀伊

肥後

筑前

安芸

外様

外様

外様

三家

三家

外様

外様

外様

１２０万石

  ７２万８０００石

  ６２万石

  ６１万９５００石

  ５５万５０００石

  ５４万石

  ４７万３０００石

  ４２万６０００石

前田正二位権中納言斉泰

島津従四位下修理大夫忠義

伊達従四位下左中将慶邦

徳川従三位左中将義宣

徳川従三位権中納言茂承

細川正四位下左中将慶順

黒田従四位下左中将長溥

浅野従四位下左少将長訓

●築地双六館ＨＰ： http://www.sugoroku.net/   （常設展/絵双六にみる職業観の変遷特集/大正ロマン双六特集など）

■︎表①   幕末における諸藩の石高ランキング（文久３年幕府大目付調べに追記した）

43 ２０２２ 春

▼︎双六の概要　新板出世雙六（加賀藩）　
絵ࢣ：ະৄ、ʮதౢҮӴٔሜ೭ʯと͋ り　文̏ٱ （����）　サイズ（Dm）：縦��×横��

●プロフィール：
吉田  修（よしだおさむ）

１̕ ５̐ ੜまれ。ౡࠜݝদࢢߐग़。国ੈුࡍ絵ֶձ、文Խڭҭֶձձ、ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓָࣸのձのձһをΊΔかたわら、
ங双六ؗؗとして双六のहूɾڀݚɾ੍࡞に取りΉ。
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42２０２２ 夏

ら
れ
ま
し
た
。
文
武
྆
道
は
、
古
く
࢘

അ
ભ
の
「
࢙
ه
」
孔
子
世
家
に
、ἔ
文

事
あ
る
者
も
の
は
ඞ
か
な
ら
ͣ
武
උ
あ

り
ἕ
と
ه
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
双
六

か
ら
は
、

ज़
・
അ
ज़
か
ら
書
画
・
ആ

ᨢ
ま
で
、
多
様
な
ܤ
古
事
が
普
ٴ
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

男
૬
ଓ

の
武
家
社
会
に
あ
っ
て
、

男
は
出
世

の
た
め
、
࣍
男
以
下
は
ཆ
子
と
し
て
ଞ

家
を
ܧ
ぐ
た
め
に
ॾ
芸
を
ຏ
く
ඞ
要
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
五
代
目
ࢤ
ん
生

の
Ի
ۂ
名
ԋ
目
で
あ
る
「
ܤ
古
屋
」
に

は
、
女
子
に
も
て
た
い
一
心
の
男
が
ܤ

古
屋
に
通
っ
て
ਗ਼
元
を
श
う
場
໘
が
あ

り
ま
す
。
ॸ
ຽ
の
男
子
も
芸
事
に

心

で
し
た
が
、
ಈ
機
が
ち
と
不
७
な
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
…
。
ࢀ
ߟ
ま
で
に
、

現
代
の
子
ڙ
の
श
い
事
の
ௐ
ࠪ
を

հ

し
ま
す
。
খ
中
ֶ
生
の

８
ׂ
が
श
い

事
を
行
っ
て
お
り
、
খ
ֶ
生
の
श
い
事

ϥ
ϯ
Ω
ϯ
ά
は
ผ
ࢴ
（
表
ᶄ
）
の
通
り

で
す
。
水
ӭ
は
ۙ
年

人
気
の
高
い
श
い
事

で
あ
り
、
２
̌
２
１

年
は
男
女
と
も
に
1

位
で
す
。

目
す
べ

き
は
、
２
̌
２
̌
年


か
ら
খ
ֶ
生
で
ϓ

ロ
ά
ϥ
ϛ
ϯ
ά
教
ҭ

が
ඞ
म
と
な
っ
た
こ

　
こ
の
双
六
は
、
江
戸
い
Ζ
は
Χ
ϧ
λ

に
あ
る
「
芸
は
身
を
た
す
く
」
を
Մ
ࢹ

Խ
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
ݵ
㆓
ㆨ
㇏
㆖は

古
今

東
西
に
ଘ
ࡏ
し
て
お
り
、「
ロ
ー
マ
ఇ

国

」（
ஶ
者
⽅
ロ
ー
マ
ఇ

ॳ
ظ
の


ه
࡞
家
ス
Τ
τ
ニ

ス
）に
よ
れ
ば
、

戦
ं
の
ٍ
ख
で
あ
り
、
୦
琴
の
歌
ख
で

も
あ
っ
た
ߖ
ఇ
ω
ロ（
ࡏ
位
54
～
68
年
）

も
「
芸
は
身
を
助
け
る
さ
」
と
語
っ
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
男
女
合
わ
せ
て
38
छ
の
芸
事
・
श
い

事
が
描
か
れ
て
い
ま
す
（
表
①
）。
江

戸
時
代
の
ྨ
書
「
守㇂
り
㆕
ㆠ
ㆾ
㇓
㆓
う

ః
ᨷ
ߘ
」
の
ר
33

『
Ի
ۂ
』
に
、
こ
の
よ
う
な
ه
述
が
あ

り
ま
す
。ἔ
女
子
、
三
ݲ
、
ড়
ྤ
ཨ
を

専
ら
と
श
;
こ
と
、
す
で
に
ඦ
༨
年
前

よ
り
の
श
風
な
り
。
今
世
、
ま
す
ま
す

こ
の
風
に
て
、
女
子
は
ࣣ
、ീ
ࡀ
よ
り

こ
れ
を
ֶ
ͼ
、
母

は
特
に
身
心
を
࿑

し
て
師
家
に
Ҩ
る
。
江
戸
は
特
に
খ
ຽ

の
子
と
い

ど
も
ඞ
ͣ
一
芸
を
ख़
せ
し

め
、そ
れ
を
も
つ
て
武
家
に
仕

し
め
、

武
家
に
仕

͟
れ
ば
ྑ
ԑ
を
݁
Ϳ
に


く
、
一
芸
を
ֶ
ば
͟
れ
ば
武
家
に
仕
Ώ

る
こ
と

し
ἕ。

　
商
家
や

屋
住
ま
い
の
娘
が
出
世
す

る
に
は
、
芸
事
を
ز
つ
も
श
わ
せ
て
か

ら
武
家
屋
ෑ
に
ไ
公
さ
せ
る
の
が
ۙ
道

で
し
た
。
母

た
ち
は
歌
、
生
Ֆ
、
གྷ

り
な
ど
の
芸
事
を
श
わ
せ
、
ۄ
の
༫
を

目
指
さ
せ
ま
し
た
。
い
つ
の
世
も
教
ҭ

マ
マ
は
݈
ࡏ
だ
っ
た
の
で
す
。
振
出
し

は
ई
ീ
・
琴
・
މ
ٷ
の
三
ۂ
合

で
、

上
り
は
大
奥
で
の


芸
の
൸
࿐
。
い

ͣ
れ
も
՚
ྷ
༏
ඒ
な
マ
ス
で
す
。

　
武
家
の
男
子
に
は
文
武
྆
道
が
ٻ
め

ܳ


を
ͨ
͢
͘

江
戸
࣌


ڭ
ҭ
Ϛ
Ϛ

݈
ࡏ

と
で
、「
ϓ
ロ
ά
ϥ
ϛ
ϯ
ά
・
ロ
Ϙ
ỽ

τ
教
ࣨ
」
が
15
位
に
ϥ
ϯ
ク
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
ち
な
み
に
、「
ক
来
ど
ん
な

職
業
に
つ
き
た
い
か
」
の
খ
ֶ
生
の
男

女
ア
ϯ
έ
ー
τ
の
݁
Ռ
は
、１
位
が「
ύ

テ
ィ
γ
Τ
」、
２
位
は
「Y

ouT
uber

な
ど
の
ω
ỽ
τ

৴
者
」
で
し
た
。
江

戸
時
代
と
現
代
で
は
、
目
指
す
Ω
Ỿ
リ

ア
の
ํ

性
が
ҟ
な
っ
て
い
る
と
は
い

͑
、
श
い
事
が
好
き
な
国
ຽ
性
は
変
わ

り
ま
せ
ん
Ͷ
。

　
ロ
ー
マ
ߖ
ఇ
ア

ά
ス
τ
Ỻ
ス
は
、

ओ
要
な
܉
事
ྗ
は
ఇ
国
の
辺
ڥ
に


ஔ
し
、
֎
ఢ
の
৵
ೖ
に
උ
͑
る
と
と
も

に
、
こ
れ
以
上
の
ྖ

֦
ு
戦
૪
を
ռ

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
２
̌
̌
年

間
の
時
代
は
、「
ύ
ク
ス
ử
ロ
マ
ー
φ

（
ロ
ー
マ
の
ฏ
和
）」
と
呼
ば
れ
、
ۭ
前

の
ൟ
ӫ
と
ฏ
和
が
ଓ
き
、
文
Խ
・
芸
ज़

が
全

に
ਁ
ಁ
し
ま
し
た
。
日
本
に
お

い
て
も
、
ύ
ク
ス
ử
τ
ク
Ψ
ϫ
ー
φ
の

ฏ
和
な
２
̒
̌
年
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
ಠ
ࣗ
の
文
Խ
が
ᗞ
ख़
し
、
ॾ
芸
が
発

ୡ
し
た
の
で
す
。

っ
て
、
ۙ
時
の
ロ

γ
ア
の

ク
ϥ
イ
φ
৵
ུ
が
双
ํ
の

文
Խ
・
芸
ज़
を
も
่
յ
せ
し
め
る
こ
と

を
ݒ
೦
す
る
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

ঁ
の
ࣾ
ձ
の
ཪ
ද
を
ө
͢
双
六

築地双六館館長　吉田 修

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ࣣ回①

「芸は身をたすく」と、多彩な
習い事が発展していた江戸時代

จ

྆
ಓ
͕
ٻ
Ί
Β
Ε
ͨ


Ո
の
உ
ࢠ

ฏ

͜
ͦ
͕
ॾ
ܳ
を
ຏ
͘

▼︎双六の概要　諸
しょ げ い つ く し し ゅ っ せ す ご ろ く

藝盡出世壽語録　

҆�（����）　画：ཱ
㇊㇅ㆄ㆛㇓
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上り
（長刀芸古の図）

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

順位習い事 習い事

振出し
（三曲合）

歌ӵ

ആᨢ

അज़

ॴྱ

ん͚ޅ
˞�

عকޟ

もͬ きん

ൌし

ଠਆָ

ेज़

གྷり

ৗ൬

ਗ਼もと

֯ྗ

の౬

ज़

ٷ

ٛଠ

खशい

ສࡀ

ੜՖག

૦

うͭ し絵
˞�

൪

ӽதͿし

はりࣄ

しん

ઔ（ڵ）ٷ˞�

ऍਫ͓Α͗ߨ

ॻ画
١り

ຊ
˞̐

࣋ෑ࠲
˞�

１˞きͭͶݓ：ञ੮のڵ࠲で、Ωπωɾྌࢣɾ庄屋を てͬߦう͡ Όん͚ん。
２˞：ઔژ：（ڵ）ٷにわΔ༡ͼで、ઔを͛てམ たͪҐஔにΑͬ てをڝう。

˞̏ うͭ し絵：ݬ౮ػにΑΔָޘ。文ָのਓܗや歌ب者のわりにө૾を༻いて しָませΔことも͋ たͬ。
˞̐ ຊ：ড়ྤཨのҰྲྀのຊઅ。
５˞ଠਆָ（だいかぐら）：فのたΊのࢠࢰやࡿճしなどのܳۂでਓؾの͋ͬ たد੮ܳ。

˞̒ 。い༡女ߴ͚の֨ͭ࣋ෑを࠲ઐ༻の：࣋ෑ࠲

■ 表①　諸藝盡出世壽語録の構成と言葉の説明■ 表②　小学生の習い事ランキング2021

ग़ॴ：ֶ ॴʮখֶੜനॻweC版����ʯڀݚҭ૯合ڭݚ
ௐࠪର：খֶੜ���� （໊男女֤���໊）　ௐࠪظ ：ؒ����８݄ ��ʙ��

ਫӭ

௨৴ڭҭ

ӳޠक़ɾӳձࣨڭ

Իָࣨڭ

शࣈɾॻಓ

ମૢࣨڭ

サοΧʔɾϑοτサϧ

Ζͦん

μϯε（όϨΤҎ֎）

ͦのଞεϙʔπ

ಓ

όϨΤ

όεέοτϘʔϧ

डݧɾֶ のߍ
ิशのたΊのक़

ϓϩάϥϛϯάɾ
ϩϘοτࣨڭ

ٿ（ߗೈ）ɾ
ιϑτϘʔϧ
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男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ࣣ回ᶄ

大名家の家格を決める
官位の知識を持つための双六

44２０２２ 夏

　
官
位
双
六
は
朝
廷
の
役
職
や
位
階
を

マ
ス
に
表
し
た
出
世
双
六
で
す
。
江
戸

時
代
の
大
名
は
、
幕
府
の
承
認
を
得
て

朝
廷
か
ら
官
位（
官
職
と
位
階
）
を
も

ら
い
、
越
前
守
な
ど
と
官
職
を
名
乗
っ

て
い
ま
し
た
。位
階
は
序
列
の
等
級
で
、

一
般
の
大
名
は
従
五
位
下
、
20
年
以
上

在
任
の
大
名
や
下
位
の
国
持
大
名
、
老

中
、
京
都
所
司
代
な
ど
は
従
四
位
下
、

島
津
家・
伊
達
家
は
従
四
位
下
か
ら
従

四
位
上
、
前
田
家
が
正
四
位
下
、
水
戸

家
が
従
三
位
、
尾
張
家・
紀
伊
家
が
正

三
位
か
ら
従
二
位
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

し
た（
集
英
社 im

idas
の〝
大
名
官
位
〟

に
関
す
る
山
本
博
文
先
生
の
記
述
を
参

考
に
し
た
）。

　
こ
の
双
六
は
一
体
ど
こ
が
振
出
し

で
、
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
筆
者
に
は

理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

同
じ
双
六
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
米
沢
市

上
杉
博
物
館
の
学
芸
員
の
佐
藤
正
三
郎

氏
に
説
明
文
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
（
下
記 

官

位
双
六
の
遊
び
方
）。
太
政
官
廳ち
ょ
うか

ら

の
振
出
し
で
、大だ
い
げ
き
外
記
、少
納
言
、親
王
、

停ち
ょ
う
に
ん

任
な
ど
を
経
て
、
上
り
の
執し

っ
ぺ
い柄

（
摂

政
関
白
）
に
至
る
ま
で
、
複
雑
な
ル
ー

ル
の
も
と
で
飛
廻
り
双
六
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
双
六
に
零
と
い
う
目
が
あ
る
こ

と
や
特
定
の
マ
ス
に
と
ま
っ
た
人
が
い

れ
ば
金
銀
の
札
を
や
り
と
り
す
る
の
も

ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

　
全
国
の
大
名
は
朝
廷
の
官
位
を
有

し
、
そ
れ
が
家
格
（
序
列
）
を
決
定
づ

け
ま
し
た
。
ま
た
、
官
位
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
は
金
子
を
進
上
す
る
こ


Ґ
ͱ

ʁ

ෳ
ࡶ
͔
ͭ

ղ
ͳ
ϧ
ー
ϧ
ʂ

্
ਿ
ୋ
ࢁ

ֶ
Μ
ͩ
ʁ

大
໊

ؾ
ʹ
͢
る

Ґ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
、

皇
族
・
公
家
か
ら
地
下
官
人

な
ど
に
も
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
代
米
沢
藩
主
上
杉
斉な
り
さ
だ定

（
上
杉
鷹
山
の
義
理
の
孫
）
が

こ
の
双
六
を
使
用
し
た
旨
の

記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
義

理
の
祖
父
で
あ
る
9
代
藩
主

治は
る
の
り憲

（
鷹よ

う
ざ
ん山

）
は
、
孫
の
斉

定
を
引
き
取
り
、
寝
起
き
を

共
に
し
て
熱
心
に
養
育
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
杉

家
が
官
位
を
気
に
し
て
い
た

証
し
で
も
あ
る
こ
の
出
世
双

六
を
、
鷹
山
公
は
孫
の
教
育

に
使
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
因
み
に
、
斉
定
は
従
四

位
下
式
部
大
輔
か
ら
左
近
衛

権
少
将
に
ま
で
出
世
し
ま
し

た
。
鷹
山
公
の
思
い
が
通
じ

た
の
で
し
ょ
う
。

■ 官位双六の遊び方

上り（執柄）

振出し（太政官廳）

振出しで
はここからࡾ

振出しで
はここから࢛

振出しで
ೋはここから

振出しで
はここからޒ

親王

停任いつでも零が出たらここへ

振出しでҰが出たら
このコースを進む

振出しでが出たら
このコースを進む

▶
本
来
は
黒
い
棒
と
白
い
棒

が
各
六
本
入
っ
た
ク
ジ
の
箱

（
サ
イ
コ
ロ
の
役
割
を
果
た

し
、
ゼ
ロ
～
六
の
目
が
あ
る
）

と
、
金
・
銀
の
札
の
表 

に
は

一
～
五
、
裏
に
は
梅
や
桜
を

描
い
た
も
の
（
金
銭
の
役
割
、

碁
石
で
代
用
可
）を
準
備
し
、

遊
ん
だ
も
の
。

▼︎双六の概要　官位双六　

絵ࢣɾ版元：ະৄ　　ظޙށߐ　サイズ（Dm）：縦７̕ ×横��

45 ２０２２ 夏

●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松

江
市
出
身
。
国
ࡍ
ු
ੈ
ֆ
学
会
、

和
文
化
教
育
学
会
会
、
ಛ
ఆ
ඇ

Ӧ
ར
׆
ಈ
法
人
ࣸ
ָ
の
会
の
会

員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
築
地
双

六
館
館
長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・

研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

⾢
公
ࣜ
̝
̥

http://w
w
w
.sugoroku.net/�

ớ
常
ઃ
ల/

ֆ
双
六
に
Έ
る
৬
ۀ

؍
の
ม
ભ
ಛ
集/

େ
ਖ਼
ϩ
Ϛ
ϯ
双

六
ಛ
集
ͳ
Ͳ
Ờ

 ợ 

ओ
ͳ
ϧ
ồ
ϧ
ͷ
֓
ཁ 

Ụ

ᶃ
த
ԝ
Լ
෦
の
ủ
ኗ
Ứ
ৼ
り
出

し
に
、
Ϋ
δ
Ͱ
出
た

に
ै
ỳ
て

࠷
্
ஈ
の
ủ
ࣥ
ฑ
Ứớ
ઁ

ؔ
ന
Ờ

を

ࢦ
͢
。
ᶄ
࠷
ॳ
に
Ϋ
δ
を
ৼ

り
、
出
た

に
Α
ỳ
て
身

ớ
ਐ

む
ί
ồ
ε
Ờ
͕
ܾ
ま
る
。

Ԧ
に

ͳ
れ

ӈ

を
ਐ
Έ
͢
͙
ΰ
ồ
ϧ

Ͱ
͖
る
͕
、
地
Լ
の

߹

࠷
Լ

ஈ
か
ら
ແ

の
ঋ

͕
͋
る
。
ᶅ

全
て
ന
ớ
θ
ϩ
Ờ
の

͕
出
た
ら

ఀ

。
࣍
に
Ұ
か
六
の

͕
出
る

ま
Ͱ
ٳ
Έ
。
ᶆ
ঋ

に
Α
ỳ
て


ࢭ
ま
れ
る
人

の
制
ݶ
͕
͋
る
Ờ

ઌ
に
͍
た
લ

ऀ

ϧ
ồ
ϧ
に
ै
͍

ଞ
の
ঋ
に
Ҡ
る
。
ᶇ
৽
ଂ
人
ͳ
Ͳ

ಛ
ఆ
の
ঋ
に
と
ま
ỳ
た
人
͕
͍
れ


ۚ
ۜ
の
ࡳ
を

り
と
り
͢
る
ớ
ଃ

り

Ờ。
ग
Ͱ
ғ
ま
れ
た
ঋ

ఆ

員
ͳ
し
、
ͦ
の
ଞ
の
ঋ

ఆ
員
͋

り
。

˞
ຊ
双
六
の
༡
ͼ
ํ
に
ͭ
͍
て

、

ถ

市
্
ਿ
ത

館
学
ܳ
員
の

ࠤ
౻
ਖ਼
ࡾ

ࢯ
に
͝
ఏ
ڙ
͍
た
ͩ

͍
た
આ
໌
文
を
ࢀ
ߟ
に
し
た
。
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ֆ
双
六
に
Έ
る
৬
ۀ

؍
の
ม
ભ
ಛ
集/

େ
ਖ਼
ϩ
Ϛ
ϯ
双

六
ಛ
集
ͳ
Ͳ
Ờ

 ợ 

ओ
ͳ
ϧ
ồ
ϧ
ͷ
֓
ཁ 

Ụ

ᶃ
த
ԝ
Լ
෦
の
ủ
ኗ
Ứ
ৼ
り
出

し
に
、
Ϋ
δ
Ͱ
出
た

に
ै
ỳ
て

࠷
্
ஈ
の
ủ
ࣥ
ฑ
Ứớ
ઁ

ؔ
ന
Ờ

を

ࢦ
͢
。
ᶄ
࠷
ॳ
に
Ϋ
δ
を
ৼ

り
、
出
た

に
Α
ỳ
て
身

ớ
ਐ

む
ί
ồ
ε
Ờ
͕
ܾ
ま
る
。

Ԧ
に

ͳ
れ

ӈ

を
ਐ
Έ
͢
͙
ΰ
ồ
ϧ

Ͱ
͖
る
͕
、
地
Լ
の

߹

࠷
Լ

ஈ
か
ら
ແ

の
ঋ

͕
͋
る
。
ᶅ

全
て
ന
ớ
θ
ϩ
Ờ
の

͕
出
た
ら

ఀ

。
࣍
に
Ұ
か
六
の

͕
出
る

ま
Ͱ
ٳ
Έ
。
ᶆ
ঋ

に
Α
ỳ
て


ࢭ
ま
れ
る
人

の
制
ݶ
͕
͋
る
Ờ

ઌ
に
͍
た
લ

ऀ

ϧ
ồ
ϧ
に
ै
͍

ଞ
の
ঋ
に
Ҡ
る
。
ᶇ
৽
ଂ
人
ͳ
Ͳ

ಛ
ఆ
の
ঋ
に
と
ま
ỳ
た
人
͕
͍
れ


ۚ
ۜ
の
ࡳ
を

り
と
り
͢
る
ớ
ଃ

り

Ờ。
ग
Ͱ
ғ
ま
れ
た
ঋ

ఆ

員
ͳ
し
、
ͦ
の
ଞ
の
ঋ

ఆ
員
͋

り
。

˞
ຊ
双
六
の
༡
ͼ
ํ
に
ͭ
͍
て

、

ถ

市
্
ਿ
ത

館
学
ܳ
員
の

ࠤ
౻
ਖ਼
ࡾ

ࢯ
に
͝
ఏ
ڙ
͍
た
ͩ

͍
た
આ
໌
文
を
ࢀ
ߟ
に
し
た
。
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こ
の
双
六
に
は
、
子
供
を
除
い
て

男
が
四
人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
二

人
は
三さ
ん
す
け助

で
す
。
お
湯
の
準
備
や
客

の
背
中
を
流
す
男
性
の
こ
と
で
す
。

当
時
の
風
呂
屋
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
は
こ
う
で
す
。
雇
い
入
れ
後
、

三
助
見
習
と
し
て
昼
間
に
は
普
請
場

や
解
体
現
場
に
行
っ
て
薪
に
な
る
廃

材
な
ど
を
貰
っ
て
き
て
、
夕
方
に
は

客
が
脱
い
だ
服
や
靴
な
ど
を
片
づ
け

ま
す
。
見
習
い
か
ら
2
年
た
つ
と
釜

焚
き
が
で
き
、
3
年
目
に
客
の
身
体

を
洗
う
「
流
し
」
の
許
可
が
降
り
て

初
め
て
「
三
助
」
と
名
乗
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
一
人

前
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
10
年
以

上
の
修
業
期
間
が
必
要
で
し
た
。
三

助
の
中
に
は
客
か
ら
の
チ
ッ
プ
を
貯

め
て
風
呂
屋
の
経
営
者
へ
と
独
立
す

る
者
も
あ
り
ま
し
た
（
※
）。

　

面
白
い
の
は
左
上
の
寄
席
の
広
告

で
す
。
圓
朝
、
志
ん
朝
、
柳
橋
等
の

落
語
家
や
座
敷
浄
瑠
璃
の
案
内
木
札

が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
庶
民
の
男
女

が
集
ま
る
風
呂
屋
で
は
、
広
告
効
果

も
高
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
上
り

　

こ
の
双
六
を
見
て
あ
る
ド
ラ
マ
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
画
面
を
思
い
出
す
方

は
結
構
な
ご
年
配
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
１
９
７
０
年
代
の
人
気
T
V
ホ
ー

ム
ド
ラ
マ
で
、
銭
湯
を
舞
台
に
し
た

『
時
間
で
す
よ
』。
橋
田
壽
賀
子
や
向

田
邦
子
ら
が
脚
本
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
江
戸
時
代
の『
浮
世
風
呂
』（
式

亭
三
馬
作
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
銭

湯
は
庶
民
の
社
交
場
で
し
た
。
こ
の

双
六
に
は
茶
屋
娘
、
お
め
か
け
、
踊

り
の
師
匠
、
御
新
造
な
ど
様
々
な
庶

民
が
描
か
れ
て
お
り
、
女
湯
の
艶
や

か
さ
と
喧
騒
、
湯
屋
の
檜
の
香
り
、

湯
気
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

我
が
国
最
初
の
浴
室
は
飛
鳥
時
代

の
法
華
寺
に
設
置
さ
れ
た
仏
教
由
来

の
も
の
で
す
（
表
②
）。
奈
良
時
代
の

天
平
年
間
の
『
温
室
経
』（
正
式
名

称
『
仏
説
温
室
洗
浴
衆
僧
経
』）
に
は
、

沐
浴
す
る
こ
と
で
「
七
病
」
を
除
き
、

「
七
福
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説

か
れ
て
い
ま
す
。
以
降
、
富
裕
層
に

お
い
て
仏
事
や
祝
い
の
た
め
の
施
浴

が
行
わ
れ
、
や
が
て
、
庶
民
に
ま
で

広
が
り
ま
し
た
。
天
正
19
年
に
は
伊

勢
与
市
が
江
戸
で
最
初
の
銭
湯
を
建

て
、
慶
長
年
間
の
終
わ
り
に
は
「
町

ご
と
に
風
呂
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
銭
湯
が
普
及
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
は
混
浴
が
当
た
り
前
で

し
た
。嘉
永
6
年
に
来
航
し
た
ペ
リ
ー

提
督
の
『
日
本
遠
征
記
』
に
は
、「
日

本
人
は
道
徳
心
に
優
れ
て
い
る
の
に
、

混
浴
し
て
い
る
の
を
見
る
と
道
徳
心

を
疑
っ
て
し
ま
う
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
の
後
期
に
は
幕
府

に
よ
っ
て
混
浴
は
厳
し
く
取
り
締
ま

ら
れ
ま
し
た
が
、
形
式
的
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
板
元
が
こ
の
双
六
を
出
版

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、男
女
に
仕
切
っ

た
風
呂
屋
を
描
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

双
六
の
構
成
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
表
①
）。
振
出
し
は
右
下
に
あ
る
脱
衣

用
の
籠
と
箱
で
す
。箱
に
は
一
茶
屋
娘・

二
芸
者
・
三
番
頭
・
四
小
間
使
い
・
五

お
し
ゃ
べ
り
・
六
子
持
ち
、
と
出
目
の

飛
び
先
の
マ
ス
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
上
の
窓
の
外
に
は
、
紅
白
緑
の
一
文

字
ぼ
か
し
の
空
に
白
梅
が
冴
え
、
窓
際

に
は
、
海
老
と
筍
の
柄
に
手
ぬ
ぐ
い
が

か
か
っ
て
お
り
、
正
月
の
目
出
度
い
初

湯
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

મ
౬

ॸ
ຽ
の
ࣾ
ަ


江
戸
の
મ
౬

ɹ

࢝
·
Γ

ఱ
ਖ਼
��


で
は
、
役
者
絵
を
嵌
め
込
ん
だ
豪
華

な
門
構
え
の
入
口
が
湯
舟
へ
と
誘
っ

て
い
ま
す
。
お
風
呂
は
日
本
文
化
に

深
く
根
差
し
て
い
る
も
の
で
す
ね
。

築地双六館館長　吉田 修

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ീ回①

江戸時代の銭湯は庶民の社交場
女湯には様 な々立場の女性が登場


ग़

͍
ॳ
౬
双
六

෩
࿊

の
Ω
Ỿ
Ϧ
ア
ア
ỽ
ϓ

ユ
χ
ー
Ϋ
ͳ
د
੮
の

ࠂ

※三こう・ながし（三助）については、Japaaan magazine（https://mag.japaaan.com/）の歴史・文化を参考にした。

■表①  遊嬉肌初湯双六の構成

和佐の助 水魚連

新内うたい おかみさん

おんばさん

花の師匠

踊りの師匠 ながし※

おめかけ

振出し

茶屋娘

おしゃべり

芸者

お嬢さん

子持ち
娘

女髪結い

琴の師匠

御新造

あねご

おさんどん

囲い女

小間使い

三こう※

端唄の師匠

おぼこ娘

後家

志ん朝

清元のねえさん

番頭

上り
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■ 

表
②

　銭
湯
の
歴
史

 

౦
ژ
મ
౬
ʗ
౦
ژ

ཋ

組
߹
の
公
ࣜ
)
1
の
情
報
を
ච
ऀ
͕
ൈ
ਮ
し
て
作
ද
し
た
。

時
代

出
来
事

飛
鳥
時
代


教

ᔓ
ཋ
の
ޭ
ಙ
を
આ
͖
、法
՚
ࣉ
に
ཋ
ࣨ
͕
ઃ
ஔ
͞
れ
ࢪ、
ཋ
͕


Μ
に
ߦ
ͳ
わ
れ
た
。

平
安
時
代

ژ

に
મ
౬
の

し
り
と

͍
͑
るủ
౬

Ứ͕
ొ

。

鎌
倉
時
代

ݯ
པ
ே
͕
ޙ
ന
Տ
法
ߖ
の

ớ
ࢮ
ऀ
の
້

を
ف
り

事
を
Ӧ
む
͜

と
ỜͰ
ඦ

ؒ
の
ࢪ
ཋ
、ນ

͕



ࢠ
の
ڙ
ཆ
Ͱ
長
ظ
ؒ
の
ࢪ
ཋ
を

ߦ
͏
。

室
町
時
代




ࢠ
͕
྆

の


Ͱ
ԑ
ऀ
を
ট

し
、෩
࿊

৯
事
を
;
る
ま

͏
。͜
のủ
෩
࿊
;
る
ま
͍
Ứ

༟
֊
ڃ
Ͱ
ͻ
Ζ
ま
る
。地
ํ
Ͱ

、৴
ऀ

͕
ༀ
ࢣ
ಊ

؍
Ի
ಊ
に
集
ま
り
、ཋ
ޙ
に
ԅ
会
を
࠵
ủ͢
෩
࿊
ߨ
Ứ͕
ߦ

わ
れ
た
。

安
土
桃
山

時
代

ఱ
ਖ਼
�
年
に
ҏ

༩
市
͕
江
ށ
Ͱ
࠷
ॳ
の
મ
౬
෩
࿊
を
ݐ
て
る
。Ո
߁

の
江
ށ
ೖ

Ҏ
߱
ܚ、
長
年
ؒ
の
ऴ
わ
り
に
ủ
ொ
͝
と
に
෩
࿊
͋
り
Ứ

と
͍
わ
れ
る
΄
Ͳ
મ
౬
͕
ී
ٴ
し
た
。

��

明
治
時
代

ủ̞
վ
ྑ
෩
࿊
Ứに
Α
り
、
根
に
౬
ؾ
ൈ
͖
͕
作
ら
れ
、ચ
͍

͕

͘

ͳ
り
、౬
ધ
の
ԑ
͕
ߴ
͘
ͳ
り
、Ԛ
れ
͕
ೖ
ら
ͳ
͘
ͳ
ỳ
た
。

˕
໌
࣏

ɹ年
にủ
౬

取
క
ن
ଇ
Ứに
Α
り
࠷、
ॳ
の
法
త
ن
制
͕
ࢪ
ߦ

͞
れ
る
。

江
戸
時
代

ủ̞
ށ
୨
෩
࿊
Ứớ
Լ

身
ཋ
の
ৠ
し
෩
࿊
Ờの
ొ

。ủ
ਫ(

͢
͍)

෩
࿊
Ứ

ớ
౬
の
෩
࿊
Ờ͕
ॸ
ຽ
に

͕
る
。江
ށ
Ͱ
ủ
మ
๒
෩
࿊
Ứớ
Գ
に
మ
の


を
ೖ
れ
て
ਬ
͘
Ờ͕
、্
ํ
Ͱ
ủ
ޒ
ӈ
Ӵ

෩
࿊
Ứớ
Գ
ఈ
に
ฏ
ז

を
ͭ
͚
て
ਬ
͘
Ờ͕

ま
る
。

˕
౬

を
ఏ
ڙ
し
、എ
த
を
ྲྀ
͢
౬
ঁ
͕
େ
ධ

に
ͳ
る
。

˕
໌
ྐྵ
̏
年
に
ນ


౬
ঁ
෩
࿊
を
取
క
り
、౬
ঁ
̒
̌
̌
໊
を
٢
ݪ

ૹ
り
と
し
、౬
ঁ
෩
࿊
͕
ഇ
ࢭ
͞
れ
た
。Ҏ
߱
、મ
౬

ғ
ޟ
・
ক
ع
・


՛
Ͱ

て
ͳ
͢
社
ަ

と
し
て
ར
༻
͞
れ
る
。

˕
ఱ
อ
の
վ
ֵ
Ͱ
ࠞ
ཋ
͕
ݫ
し
͘
取
り
క
ま
ら
れ
、உ
౬
と
ঁ
౬
に
ܗ

ࣜ
త
に


ら
れ
た
。

��

大
正
・
昭
和

時
代

˕
λ
Π
ϧ
ு
り
͕
ී
ٴ
し
、ত
和
̎
年
に

ཋ
ࣨ
の
౬
・
ਫ
に
ਫ
ಓ
ࣜ
の

Χ
ϥ
ϯ
͕
取
り

͚
ら
れ
、Ӵ
生
໘
͕

্
͢
る
。

˕
ত
和

ɹ年
にủ
公
ऺ
ཋ

法
Ứ͕
ࢪ
ߦ
͞
れ
る
。

��

▼あけぼの湯（江戸川区船堀）
౦ژにݱଘすΔݹ࠷のમ౬。̓ Ӭ�
（����）ۀのΞϧΧϦੑఱવԹ
ઘ。ࣸ ਅはຊ�݄��にࡱӨ。Ӧۀલ
から��ਓがฒͿਓؾͿり。
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■ 

表
②

　銭
湯
の
歴
史

 

౦
ژ
મ
౬
ʗ
౦
ژ

ཋ

組
߹
の
公
ࣜ
)
1
の
情
報
を
ච
ऀ
͕
ൈ
ਮ
し
て
作
ද
し
た
。

時
代

出
来
事

飛
鳥
時
代


教

ᔓ
ཋ
の
ޭ
ಙ
を
આ
͖
、法
՚
ࣉ
に
ཋ
ࣨ
͕
ઃ
ஔ
͞
れ
ࢪ、
ཋ
͕


Μ
に
ߦ
ͳ
わ
れ
た
。

平
安
時
代

ژ

に
મ
౬
の

し
り
と

͍
͑
るủ
౬

Ứ͕
ొ

。

鎌
倉
時
代

ݯ
པ
ே
͕
ޙ
ന
Տ
法
ߖ
の

ớ
ࢮ
ऀ
の
້

を
ف
り

事
を
Ӧ
む
͜

と
ỜͰ
ඦ

ؒ
の
ࢪ
ཋ
、ນ

͕



ࢠ
の
ڙ
ཆ
Ͱ
長
ظ
ؒ
の
ࢪ
ཋ
を

ߦ
͏
。

室
町
時
代




ࢠ
͕
྆

の


Ͱ
ԑ
ऀ
を
ট

し
、෩
࿊

৯
事
を
;
る
ま

͏
。͜
のủ
෩
࿊
;
る
ま
͍
Ứ

༟
֊
ڃ
Ͱ
ͻ
Ζ
ま
る
。地
ํ
Ͱ

、৴
ऀ

͕
ༀ
ࢣ
ಊ

؍
Ի
ಊ
に
集
ま
り
、ཋ
ޙ
に
ԅ
会
を
࠵
ủ͢
෩
࿊
ߨ
Ứ͕
ߦ

わ
れ
た
。

安
土
桃
山

時
代

ఱ
ਖ਼
�
年
に
ҏ

༩
市
͕
江
ށ
Ͱ
࠷
ॳ
の
મ
౬
෩
࿊
を
ݐ
て
る
。Ո
߁

の
江
ށ
ೖ

Ҏ
߱
ܚ、
長
年
ؒ
の
ऴ
わ
り
に
ủ
ொ
͝
と
に
෩
࿊
͋
り
Ứ

と
͍
わ
れ
る
΄
Ͳ
મ
౬
͕
ී
ٴ
し
た
。

��

明
治
時
代

ủ̞
վ
ྑ
෩
࿊
Ứに
Α
り
、
根
に
౬
ؾ
ൈ
͖
͕
作
ら
れ
、ચ
͍

͕

͘

ͳ
り
、౬
ધ
の
ԑ
͕
ߴ
͘
ͳ
り
、Ԛ
れ
͕
ೖ
ら
ͳ
͘
ͳ
ỳ
た
。

˕
໌
࣏

ɹ年
にủ
౬

取
క
ن
ଇ
Ứに
Α
り
࠷、
ॳ
の
法
త
ن
制
͕
ࢪ
ߦ

͞
れ
る
。

江
戸
時
代

ủ̞
ށ
୨
෩
࿊
Ứớ
Լ

身
ཋ
の
ৠ
し
෩
࿊
Ờの
ొ

。ủ
ਫ(

͢
͍)

෩
࿊
Ứ

ớ
౬
の
෩
࿊
Ờ͕
ॸ
ຽ
に

͕
る
。江
ށ
Ͱ
ủ
మ
๒
෩
࿊
Ứớ
Գ
に
మ
の


を
ೖ
れ
て
ਬ
͘
Ờ͕
、্
ํ
Ͱ
ủ
ޒ
ӈ
Ӵ

෩
࿊
Ứớ
Գ
ఈ
に
ฏ
ז

を
ͭ
͚
て
ਬ
͘
Ờ͕

ま
る
。

˕
౬

を
ఏ
ڙ
し
、എ
த
を
ྲྀ
͢
౬
ঁ
͕
େ
ධ

に
ͳ
る
。

˕
໌
ྐྵ
̏
年
に
ນ


౬
ঁ
෩
࿊
を
取
క
り
、౬
ঁ
̒
̌
̌
໊
を
٢
ݪ

ૹ
り
と
し
、౬
ঁ
෩
࿊
͕
ഇ
ࢭ
͞
れ
た
。Ҏ
߱
、મ
౬

ғ
ޟ
・
ক
ع
・


՛
Ͱ

て
ͳ
͢
社
ަ

と
し
て
ར
༻
͞
れ
る
。

˕
ఱ
อ
の
վ
ֵ
Ͱ
ࠞ
ཋ
͕
ݫ
し
͘
取
り
క
ま
ら
れ
、உ
౬
と
ঁ
౬
に
ܗ

ࣜ
త
に


ら
れ
た
。

��

大
正
・
昭
和

時
代

˕
λ
Π
ϧ
ு
り
͕
ී
ٴ
し
、ত
和
̎
年
に

ཋ
ࣨ
の
౬
・
ਫ
に
ਫ
ಓ
ࣜ
の

Χ
ϥ
ϯ
͕
取
り

͚
ら
れ
、Ӵ
生
໘
͕

্
͢
る
。

˕
ত
和

ɹ年
にủ
公
ऺ
ཋ

法
Ứ͕
ࢪ
ߦ
͞
れ
る
。

��

▼あけぼの湯（江戸川区船堀）
౦ژにݱଘすΔݹ࠷のમ౬。̓ Ӭ�
（����）ۀのΞϧΧϦੑఱવԹ
ઘ。ࣸ ਅはຊ�݄��にࡱӨ。Ӧۀલ
から��ਓがฒͿਓؾͿり。
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男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ീ回ᶄ

歌舞伎や浄瑠璃の教養が試される
三味線歌曲「歌澤」の双六

30２０２２ 秋

　
江
戸
に
は
࣮
に
多
く
の
छ
ྨ
の
Ի
ۂ

が
あ
り（
２
̌
２
２
ౙ
߸
ࢀ
র
）、
そ
の

一
つ
が
歌

で
す
。
歌

は
ນ
末
に


Ӗ
か
ら

生
し
た
三
味
線
歌
ۂ
で
、


始
者
は
ض
本
の
歌う
㆟
㆕
㇏
㆕
㆕
ㆾ
㇋



（ؙ
１
̓
̕
̓

～
１
８
５
̓
本
名⽅

本

ଠ

）
で

す
。

Ӗ
は

い
ۂ
に
の
せ
て
ॸ
ຽ
の


ら
し
を
歌
う
も
の
で
す
が
、
歌

は


Ӗ
に

と
重
み
を

け
、
ஸ
ೡ
に
、

Ώ
っ
く
り
と
し
た
歌
い
ํ
を
し
ま
す
。

ま
た
、

Ӗ
が
大
衆
に
広
ま
っ
た
の
に

ର
し
、
歌

は
ٕ

的
か
つ
ਮ
で
、
ौ

い
遊
里
気
分
の
も
の
が
多
く
、
身
分
あ

る
人
々
の
間
に
ਁ
ಁ
し
て
い
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
ϋ
イ
ι
な

三
味
線
歌
ۂ
だ
っ
た
と
い
͑
ま
す
。

　
歌

の
構

と
歌
ࢺ
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
（
表
①
）。
上
り
に
描
か
れ
て

い
る
歌
ࢺ
は
こ
う
で
す
（
˞
１
）。

　
⽄
す
み
よ
し
の
　
き
し
の
ඣ
ま
つ
我

見
て
も
　
ͻ
さ
し
く
な
り
͵
　
୍
の
水
　

た

ͣ
　
お
;
せ
を
　
দ
の
༿
の
　
色

か
わ
ら
じ
と
　
こ
こ
Ζ
の
た
け
を
　
あ

か
し
て
　
む
す
Ϳ
い
の
ち
　
中
さ

も
　

;
い
;
い
　
;
い
や
さ
⽄
。

　
こ
れ
は
、
ҏ


語
の
「
我
見
て
も

ٱ
し
く
な
り
͵
住
吉
の
　
؛
の
ඣ
দ
い

く
よ

͵
ら
む
」
に
༝
来
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
意
味
は
「
ࢲ
が
見
て
も

い

年
月
が
た
っ
た
。
こ
の
住
吉
の
ւ
؛
の

ඒ
し
い
দ
は
ど
の
く
ら
い
の
年
代
を
経

て
き
た
の
で
あ
Ζ
う
」
と
い
う
も
の
で

す
（
̇
ۄ

の
～

Ӗ
は
˞
２
ࢀ
র
）。

　
振
出
し
は
三
味
線
の
師
匠
と
ఋ
子
の

職
人
と
ए
୴
ಹ
の
よ
う
で
す
。
背
景
に

は
、
一
ͻ
と
こ

は
・
二
み
ͻ
と
つ

（

）・
三
お
ま

と
・
四
は
お
り
・
五

う
じ
（

）・
六
あ
さ
が
を
、
と
出
目

の
ඈ
ͼ
ઌ
の
マ
ス
を
ࣔ
し
た

ࡳ
が
ֻ

か
っ
て
い
ま
す
。
ྫ
͑
ば
、
一
目
が
出

た
ら
、̇
ͻ
と
こ

は
̇
の
あ
る
お
ക・

ٱ
ถ
之
助
の
マ
ス
に
進
み
ま
す
。
こ
の

二
人
は
『
心
中
ສ
年
草
』（
通
শ
⽅
高


心
中
、
ড়
ۙ
দ
門
ࠨ
Ӵ
門
࡞
の
ড়
ྤ

ཨ
）
で

ࢮ
す
る
ొ
場
人

で
す
。
こ

う
ག
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
⽄
一
声
は
月
が
໐
い
た
か
時
ㆻ
ㆨ
ㆨ
ㆍ
㆙ௗい

つ

し
か
ന
む

　

夜
に
　
ま
だ
৸
も
や
ら
͵
ख
ປ
や
　

男
心
は
む
ご
ら
し
い
　
女
心
は
そ
う

じ
ゃ
な
い
　
愚
ஒ
な
よ
う
だ
が
　
ٽ
い

て
い
る
わ
い
な
⽄

　
女
の
ࢹ

で
、
男
女
の
心

の
ִ
た

り
に
つ
い
て
嘆
く
気
持
ち
が
ག
わ
れ

Վㆄ
㆟
㆖
㇏ᖒớ

Վ

Ờͱ


ϋ
Π
ι
ͳ
ࡾ
ຯ
ઢ
Վ
ۂ

্
Γ
の
Վ
ࢺ


ҏ


ޠ
༝
དྷ

ڭ
ཆ
͕
ࢼ
さ
Ε
る

Π
ϯ
ς
Ϧ
双
六
ʂ

て
い
ま
す
（
˞
3
）。
こ
の
双
六
に
は
、

歌

ب
や
ড়
ྤ
ཨ
上
の
20

の
༁
あ
り

の
男
女
が
ొ
場
し
ま
す
。
江
戸
時
代
の

ಡ
者
に
は
、ԋ
目
や
ے
書
き
を
ཧ
ղ
し
、

名
場
໘
の
歌

を
ᨡ㆝
㇉

ん
じ
る
Ϩ
ϕ
ϧ
の

教
ཆ
が
ٻ
め
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

遊
Ϳ
と
い
う
よ
り
も
、
ख़
ಡ
し
て
歌


の
世
ք
に
ਁ
り
き
る
た

め
の
イ
ϯ
テ
リ
δ
ỻ
ϯ

τ
双
六
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
双
六
で
苦
࿑
し

た
の
は
่
し
ࣈ
の
ղ
ಡ

で
す
。
ྫ
͑
ば
、
あ
さ
が

お
の「
إ
」
と
、
ͻ
と
こ


は
の
「
ͻ
」
で
す
。
筆

者
は
、
文
ࣈ
の
֦
大
ࣸ

ਅ
を
見
て
も
と
て
も
ಡ

め
ま
せ
ん
で
し
た
。
く

ͣ
し
ࣈ
σ
ー
λ
ϕ
ー
ス

検
ࡧ
（
人
文
ֶ
Φ
ー
ϓ

ϯ
ڞ
ಉ
利
用
η
ϯ
λ
ー
）

を
利
用
し
て
、
や
っ
と

ಡ
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
（
表
ᶄ
）。
こ
の
ア
ϓ

リ
に
は
多
く
の
古
文
書

か
ら
ந
出
し
た
あ
ら
Ώ

る
ख
書
き
文
ࣈ
が
σ
ー

λ
ϕ
ー
ス
Խ
さ
れ
て
い
ま
す
。も
し
も
、

ಡ
者
の
中
で
こ
の
双
六
の
構
造
を
ཧ
ղ

し
、
す
ら
す
ら
と
ಡ
み
こ
な
せ
た
ํ
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ੋ
非
、
ご
࿈
བྷ
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ࢲ
の
師
匠
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
一
ॹ
に
双
六
文
Խ
を
ҭ

み
た
い
と
切
に
思
う
࣍
第
で
す
。


ղ
ͳ
่
͠
ࣈ
を

ア
ϓ
Ϧ
Ͱ
ಡ
Έ
ղ
͘

＜マスの文章の読み下し事例＞
※１　すみよしの　きしの姫まつ我見ても　ひさしくなりぬ　瀧の水　たへず　おふせを　松の葉の　色かわらじと　こころのたけを　あかして　
　　  むすぶ　いのち　　中さへも　ふいふい　ふいやさ
※２　玉川のみずにさらせしゆきのはだ　つもるくぜつのそのうちに　とけししまだのもつれがみ　おもひださずにわすれずに　またくるはるをまつぞへ

■表①  新板歌澤壽雙六のマスと出典演目（推定）

振出し
一　ひとこへは 二　みひとつ（へ）
三　おまへと 四　はおり
五　うじ（へ） 六　あさがを

上り ※1
梅川・忠兵衛

（恋飛脚大和往来）
こいのたよりやまとおうらい

浦里・時次郎

（明烏夢泡雪）
あけがらすゆめのあわゆき

瀬川・五暁

（恋合端唄尽）

おはん・長右衛門

（桂川連理柵）
かつらがわれんりのしがらみこいあわせはうたづくし

かつらぎ・山三郎

（浮世柄比翼稲妻）
うきよづかひよくのいなずま

おこん・みつぎ

（伊勢音頭恋寝刃）
いせおんどこいのねたば

お染・久松
♪宇治川や

（新版歌祭文）
しんぱんうたざいもん

八つはし・次郎左衛門
♪はおりかくして

（籠釣瓶花街酔覚）
かごつるべさとのえいざめ

おつま・八郎兵衛
♪身ひとつ

（文月恨鮫鞘）
ふみづきうらみのさめざや

お夏・清十郎
♪おまえとの

（姿姫清十郎物語）

あさ顔・阿曽次郎
♪あさがおの

（生写朝顔話）
いきうつしあさがおばなし

小まん・源五兵衛

（五大力恋緘）
ごだいりきこいのふうじめ

お七・吉三 ※2

♪玉川の
（櫓のお七）

お梅・久米之助
♪ひとこへは※3

しんじゅうまんねんそう

三勝・半七

（艶容女舞衣）
はですがたおんなまいぎぬ

小紫・権八

（其小唄夢廓）
そのこうたゆめもよしわら

おなか・清七

（おなか清七由縁の花染）
せいしちゆかり はなぞめ

三与吉・新三郎

（八幡祭小望月賑）
はちまんまつりよみやのにぎわい

小三・金五郎

（南詠恋抜粋）
ところばいかいこいのぬきがき

与三・お富

（与話情浮名横櫛）
よわなさけうきなのよこぐし

（心中万年草（通称：高野心中））

▼︎双六の概要　新
しんぱんうたざわことぶきすごろく

板歌澤壽雙六　

豊国　൘元：ೆ（歌川）ࡈච：Ұཅ　ظޙށߐ അொ್ஸ目山田屋庄次郎　サイズ（Dm）：縦７�×横��

31 ２０２２ 秋

●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市
出

身
。
国
際
浮
世
絵
学
会
、
和
文
化
教
育
学

会
、
/
1
0
法
人
写
楽
の
会
の
会
員
を
務
め

る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館
長
と
し
て
双

六
の
蒐
集
・
研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

◀︎
公
式
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.sugoroku.net/�

（
常
設
展/

絵
双
六
に
み
る
職
業
観
の
変
遷
特
集/

大
正

ロ
マ
ン
双
六
特
集
な
ど
）

■ 

表
②

　
難
し
い
崩
し
字
の
事
例 

①
あ
さ
顔
・
阿
曽
次
郎
の﹁
顔
﹂

②
ひ
と
こ
へ
は
の﹁
ひ
﹂

安
永
４
年（
１
７
７
５
年
）刊
の
江
戸
時
代
の
方
言
辞
典

﹃
物
類（
ぶ
つ
る
い
）称
呼（
し
�
う
こ
）﹄よ
り
。

宝
暦

　年
刊
の﹃
御
前
菓
子
秘
伝
抄（
ご
ぜ
ん
か
し
ひ
で

ん
し
�
う
）﹄よ
り
。

��
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▼︎双六の概要　新
しんぱんうたざわことぶきすごろく

板歌澤壽雙六　

豊国　൘元：ೆ（歌川）ࡈච：Ұཅ　ظޙށߐ അொ್ஸ目山田屋庄次郎　サイズ（Dm）：縦７�×横��

31 ２０２２ 秋

●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市
出

身
。
国
際
浮
世
絵
学
会
、
和
文
化
教
育
学

会
、
/
1
0
法
人
写
楽
の
会
の
会
員
を
務
め

る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館
長
と
し
て
双

六
の
蒐
集
・
研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

◀︎
公
式
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.sugoroku.net/�

（
常
設
展/

絵
双
六
に
み
る
職
業
観
の
変
遷
特
集/

大
正

ロ
マ
ン
双
六
特
集
な
ど
）

■ 

表
②

　
難
し
い
崩
し
字
の
事
例 

①
あ
さ
顔
・
阿
曽
次
郎
の﹁
顔
﹂

②
ひ
と
こ
へ
は
の﹁
ひ
﹂

安
永
４
年（
１
７
７
５
年
）刊
の
江
戸
時
代
の
方
言
辞
典

﹃
物
類（
ぶ
つ
る
い
）称
呼（
し
�
う
こ
）﹄よ
り
。

宝
暦

　年
刊
の﹃
御
前
菓
子
秘
伝
抄（
ご
ぜ
ん
か
し
ひ
で

ん
し
�
う
）﹄よ
り
。

��
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30２０２３ 冬

は
、
滋
賀
県
大
津
市
に
江
戸
時
代
初
期

か
ら
続
く
民
俗
絵
画
で
、
東
海
道
を
旅

す
る
旅
人
た
ち
の
間
の
土
産
物
・
護
符

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
津
絵

十
種
（
表
②
）
を
中
心
と
し
た
縁
起
の

い
い
事
柄
が
双
六
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
誰
も
が
知
っ
て
い
た
ア
イ
コ
ン

だ
っ
た
の
で
ご
利
益
が
共
有
さ
れ
た
の

で
す
。
上
方
の
素
材
が
江
戸
で
活
か
さ

れ
た
事
例
と
い
え
る
し
ょ
う
。

　

双
六
の
構
成
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
表
③
）。
振
出
し
は
、
歌
川
広
重
の
筆

に
よ
る
大
津
絵
の
絵
師
浮
世
又
平
で

す
。
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
の
名
演
目

『
傾け
い
せ
い
は
ん
ご
ん
こ
う

城
反
魂
香
』
の
登
場
人
物
で
す
。
上

り
は
、
鶴
に
乗
っ
た
又
平
福
禄
寿
と
い

う
正
月
ら
し
い
め
で
た
い
絵
柄
で
、
三

代
目
歌
川
豊
国
に
よ
る
も
の
で
す
。
又

平
の
描
く
福
禄
寿
は
定
番
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
豊
国
が
画
題
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
双
六
の
構
成
を
見
て
、
私
は

一
つ
の
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。
振
出

し
と
上
り
は
、
江
戸
浮
世
絵
の
巨
匠
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
残
り
の
19
の
円
形

に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
マ
ス
の
絵
は
、

無
名
の
絵
師
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
貼
り
交
ぜ

双
六
」
の
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
広

重
と
豊
国
と
い
う
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
も
織

り
込
ん
だ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
双
六
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
板
元
は
伊い
ば
や
せ
ん

場
屋
仙
三さ

ぶ
ろ
う郎

で
、
屋
号
は
「
団
扇
堂
」「
伊
場
仙
」
で

す
。
文
政
年
間
か
ら
現
在
ま
で
続
く
扇

子
・
団
扇
・
浮
世
絵
の
老
舗
で
す
。
か

く
し
て
、
団
扇
作
り
の
技
術
も
活
か
し

た
貼
り
交
ぜ
双
六
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
の
み
ら
ず
、
各
地
で
お
お
い
に
売

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

お
正
月
は
特
別
の
ハ
レ
の
時
で
あ

り
、
双
六
や
暦
な
ど
の
刷
り
物
が
よ

く
売
れ
ま
し
た
。
当
時
は
皆
が
一
斉

に
歳
を
取
る
数
え
年
で
あ
り
、
正
月

に
は
一
年
を
生
き
抜
く
希
望
や
幸
運

を
与
え
て
く
れ
る
年
神
様
が
来
迎
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
庶
民
は
色
々
な
縁
起
物
を
買
い

揃
え
た
も
の
で
す
（
表
①
・
資
料
①
）。

正
月
を
寿
ぐ
庶
民
の
わ
く
わ
く
感
と

粋
な
売
り
子
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、
角
版
に
丸
い
形
の
ユ

ニ
ー
ク
な
お
正
月
双
六
で
す
。
江
戸
時

代
に
は
、「
双
六
売
り
」
と
い
う
仕
事

が
あ
り
、「
新
版
か
は
り
ま
し
た
道
中

双
六
…
」、 「
道
中
双
六
お
た
か
ら
、
お

た
か
ら
…
」
と
、
売
り
声
を
江
戸
市
中

に
響
か
せ
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。
江
戸
の
版
元
は
、
新
板
の
双
六
を

売
り
出
し
、
毎
年
庶
民
に
買
い
換
え
さ

せ
る
と
い
う
賢
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
双
六
の
21
マ
ス
に
共
通
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
大
津
絵
で
す
。
大
津
絵

江
戸
の
ਖ਼
݄
෩
ܠ

ֆ
双
六

江
戸
࣌

の

ϩ
ϯ
ά
η
ϥ
ー

築地双六館館長　吉田 修

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第回①

東海道を旅する人の土産物だった
大津絵を取り入れた縁起物双六

Ω
ー
ϫ
ー
υ

ἔ
大

ֆ
ἕ

ೋ
大
ڊ
ঊ
ࢀ
Ճ
の

ష
Γ
ަ
ͥ
双
六

※
伊
場
仙（
東
京
日
本
橋
）)
1
：https://w

w
w
.

iCBsen.Do.Kp/
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■ 

表
①

　年
末
年
始
の
縁
起
刷
り
物
売
り

 

商
売

説
明

双
六
売
り

元
日
の
朝
か
ら
松
の
内
の
間
に
行

商
し
た
︒

洒
落
本﹃
客
者
評
判
記
﹄（
安
永
９

年
）に
は
︑﹁
宝
船
宝
船
道
中
双
六

福
神
双
六
と
︑商
人
も
能
絹（
よ
い

き
ぬ
）き
た
る
お
江
戸
の
は
ん
じ
�

うʜ

﹂と
江
戸
巷
間
の
賑
わ
い
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
︒双
六
売
り
は
風
呂

敷
ま
た
は
派
手
な
模
様
の
布
を
頭

か
ら
か
ぶ
�
て
い
た
と
い
う
︒

宝
船
売
り

正
月
２
日
の
夜
に
︑宝
船
の
絵
を

枕
の
下
に
敷
い
て
寝
る
と
よ
い
初
夢

を
見
ら
れ
る
と
い
う
風
習
に
よ
る
︒

例
え
ば
︑七
福
神
の
乗
合
船
の
絵

柄
に﹁
長
き
夜
の
と
お
の
眠
り
の
み

な
目
ざ
め
︑波
の
り
船
の
音
の
よ
き

か
な
﹂と
い
う
回
文（
上
か
ら
読
ん

で
も
下
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
文
句
）

の
歌
を
墨
で
刷
�
た
も
の
を
売
り

歩
い
た
︒

暦
売
り

当
時
の
暦
は
専
売
制
で
︑大
経
師

暦（
京
暦
）の
ほ
か
︑伊
勢
暦
︑三
嶋

暦
︑奈
良
暦
な
ど
が
あ
�
た
︒江
戸

で
は
元
禄
年
間
に
︑幕
府
に
よ
り
版

元
が
�
軒
に
定
め
ら
れ
て
い
た
︒
江

戸
で
は

　月
下
旬
か
ら
正
月
末
ま

で
︑﹁
ご
重
宝
大
小
柱
ご
よ
み
︑綴

り
ご
よ
み
﹂と
売
り
歩
い
た
︒

��
��

凧
売
り

幕
末
の
江
戸
に
は
凧
の
卸
屋
は
�

軒
も
あ
り
︑繁
盛
し
て
い
た
と
い
う
︒

奴
凧
︑鳶
凧
︑三
番
叟
凧
︑剣
凧
な

ど
多
種
類
あ
�
た
︒

﹁
絵
凧
よ
り
字
凧
は
凡
価
半
減
﹂と

い
わ
れ
︑武
者
絵
な
ど
の
人
気
が
高

か
�
た
︒字
凧
に
は
︑蘭
・
寿
・
鷲
・

竜
・
嵐
・
錦
・
虎
な
ど
画
数
の
多
い

字
が
選
ば
れ
た
︒

■ 

表
②

　
大
津
絵
十
種

大
津
絵
の
店
)
1（http://w

w
w
.otsue.Kp/intro.htm

l

）

を
参
考
に
し
た 画

題

効 

用

雷
公
の

太
鼓
釣
り

雷
除
け

NO1
槍
持
奴

一
路
平
安
道
中
安
全

2
寿
老
人

長
命
を
保
ち
百
事
如
意

3
矢
の
根

目
的
貫
徹
思
い
事
叶
う

4
瓢
箪
鯰

諸
事
円
満
に
解
決
し
水
魚

の
交
わ
り
を
結
ぶ

5
座
頭

倒
れ
ぬ
符（
し
る
し
）

6
釣
鐘
弁
慶

身
体
剛
健
に
し
て
大
金
を

持
つ

7
鬼
の

寒
念
仏

小
児
の
夜
泣
き
を
止
め
悪

魔
を
払
う

8
鷹
匠

利
益
を
収
め
失
物
手
に
入
る

9
藤
娘

愛
嬌
加
わ
り
良
縁
を
得
る

10

31 ２０２３ 冬

▼︎双六の概要　福
ふくふ く

福雙
すごろ く

禄　

ৼग़しのマε�ච：歌川ॏ　্りのマε�画：（ࡾ目）歌川豊国（国ః）　ଞのマε�ແ໊の絵ࢣ（ਪఆ）　Ѹ：ᅶઋ堂　　҆�（����）　サイズ（Dm）：縦��×横��

˞このイϥετはށߐ時の
ྉを౿ま͑ࢿ てங双六ؗ
で࡞成したものです。࡞者
は/eruB ん͞です。 �/eruB

１˞͛ う́（֎๏）はし͝ のり：֎๏はڭからݟたҟڭのこと。֎๏಄とは্෦がେき͘ 下෦のখ͞ な಄のことでणのҟশ。ఐࢠにの てͬをం てͬいΔ。　 ２˞のࠜޒ郎：ીզޠの
ીզޒ郎が、のఢ、工౻༞ܦを౼とうとのࠜをݚいでいΔ。　˞̏ َ೦：ྫྷ なਓがうわだ͚ࠅ ൵ਂ࣊͘ みせか͚Δこと。ฑにもな͘ घউに;Δまうことをͻやかしていう。　˞̐ ೣᴞ
ञもり：େ絵でਓؾの画。ຊདྷ৯、৯られΔ྆者がञりに͡ڵ ていΔ。͓ ञにವまれてզをれΔことのռΊ。

マεの
༿ղઆݴ

■ 表③　双六の構成と大津絵十種

͛΄͏
͠͝ͷΓ

˞�

Ԑञ ͻやうたんۨ

্Γ　ण

ҝே ຯせんࡾَ ͷࠜޒ
˞�

ͻ͏ͨΜᲥ ಄࠲
（ೋ্り）

หܚ 
（り্ޒ）

ᢠ಄

 ྻߦౕ
ཕ

͍ͨ͜
ͭΓ

;Γग़͠�ຢฏ
（ Ϧॱにかͧࠨ

まϋΔし）
ୋ ೣᴞञもり

˞�

Κͼす
(六্り）

౻່
（り্ࡾ）

ୋঊ
（Ұ্り）

َ೦ဠ˞�

ٶఱຬ（り্࢛）
ねずみ

■ 資料①
江戸の売り子のイメージイラスト

双六売り

ྐྵ売り

ๅધ売り

36



31 ２０２３ 冬

▼︎双六の概要　福
ふくふ く

福雙
すごろ く

禄　

ৼग़しのマε�ච：歌川ॏ　্りのマε�画：（ࡾ目）歌川豊国（国ః）　ଞのマε�ແ໊の絵ࢣ（ਪఆ）　Ѹ：ᅶઋ堂　　҆�（����）　サイズ（Dm）：縦��×横��

˞このイϥετはށߐ時の
ྉを౿ま͑ࢿ てங双六ؗ
で࡞成したものです。࡞者
は/eruB ん͞です。 �/eruB

１˞͛ う́（֎๏）はし͝ のり：֎๏はڭからݟたҟڭのこと。֎๏಄とは্෦がେき͘ 下෦のখ͞ な಄のことでणのҟশ。ఐࢠにの てͬをం てͬいΔ。　 ２˞のࠜޒ郎：ીզޠの
ીզޒ郎が、のఢ、工౻༞ܦを౼とうとのࠜをݚいでいΔ。　˞̏ َ೦：ྫྷ なਓがうわだ͚ࠅ ൵ਂ࣊͘ みせか͚Δこと。ฑにもな͘ घউに;Δまうことをͻやかしていう。　˞̐ ೣᴞ
ञもり：େ絵でਓؾの画。ຊདྷ৯、৯られΔ྆者がञりに͡ڵ ていΔ。͓ ञにವまれてզをれΔことのռΊ。

マεの
༿ղઆݴ

■ 表③　双六の構成と大津絵十種

͛΄͏
͠͝ͷΓ

˞�

Ԑञ ͻやうたんۨ

্Γ　ण

ҝே ຯせんࡾَ ͷࠜޒ
˞�

ͻ͏ͨΜᲥ ಄࠲
（ೋ্り）

หܚ 
（り্ޒ）

ᢠ಄

 ྻߦౕ
ཕ

͍ͨ͜
ͭΓ

;Γग़͠�ຢฏ
（ Ϧॱにかͧࠨ

まϋΔし）
ୋ ೣᴞञもり

˞�

Κͼす
(六্り）

౻່
（り্ࡾ）

ୋঊ
（Ұ্り）

َ೦ဠ˞�

ٶఱຬ（り্࢛）
ねずみ

■ 資料①
江戸の売り子のイメージイラスト

双六売り

ྐྵ売り

ๅધ売り

37



男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第回ᶄ

情緒あふれる端唄の世界が
イメージフルに展開された双六

32２０２３ 冬

　
༿
Ӗ
は
一
般
に

Ӗ
と
ه
さ
れ
、
ນ

末
の
ࠒ
、
江
戸

間
で
ྲྀ
行
し
た
খ
ۂ

で
、
�ㆻࡉ
㆝
㆖
ㆈᑫ

三
味
線
を


に
歌
い
ま

す
。
一
ۂ
の

さ
が

く
、
リ
ζ
Ϝ
・

ഥ
子
が
ن
ଇ
的
な
こ
と
が
特

で
、
ق

અ
の
風

や
男
女
の
心
の
機
ඍ
な
ど
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
１
̕
２
̌
年
代
ま

で
は
খ
Ӗ
も

Ӗ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
う
た
・
খ
Ӗ

俗
ۂ
と
۠
ผ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
上
ํ
の「

歌
」
と
も
۠
ผ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
双
六
の
特

は
、
΄

と
ん
ど
の
マ
ス
が
男
女
の
ࡉ
や
か
な


Ѫ
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
で
す（
表
①
）。

ಡ
者
の
օ
さ
ん
に
は
、
こ
の
双
六
を
正

月
気
分
で
一
ഋ
や
り
な
が
ら
、
江
戸
の

風

に
思
い
を

せ
、
じ
っ
く
り
ோ
め

か
つ
ಡ
み
ղ
く
こ
と
を
お

め
し
ま

す
。
と
っ
て
も
σ
ィ
ー
ϓ
で
ク
ー
ϧ
な

世
ք
な
の
で
す
。

　
こ
の
双
六
を
આ
໌
す
る
前
に
お
ئ
い

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
γ
ー
ϯ
を
想
૾
し
て
み

て
く
だ
さ
い
（
表
①
）。
۱
田

の

ழㆡ
ょ
ㆌ
ㆶ
ㆭ

է
स
で
吉
ݪ
に

か
う
ए
୴
ಹ
、
そ

れ
を

つ
ೃ
છ
の
女
。
༦
ぐ
れ
時
に
ઇ

が
߱
り
ੵ
み
…
。
江
戸
時
代
の
こ
と
Ώ

͑
本
ઃ
定
を
お
ڐ
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
振
出
し
の
歌
は
、「
あ
ま
り
　
し
ん

き
　
く
さ
さ
に
～
」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
有
名
な

Ӗ
の
前

の
歌

ࢺ
を

ં
っ
た
も
の
で
す
。
全
体
は

こ
う
で
す
。「

ち
わ
ͼ
て
　
৸
る
と

も
な
し
に
　
ま
ど
Ζ
み
し
　
あ
ま
り
　

し
ん
き
　
く
さ
さ
に
　
た
な
の
だ
る

ま
さ
ん
を
　
ち
ょ
い
と
を
Ζ
し
　
は

ち
ま
き
さ
せ
た
り
　
こ
Ζ
が
し
て
も

み
た
り
」。
男
を

ち
わ
ͼ
る
女
の
じ

れ
っ
た
さ
、
所
ࡏ
な
さ
が
ぐ
っ
と


わ
っ
て
き
ま
す
。

　
上
り
の
歌
は
「
ॳ
ӎ
が

り
に 

ക

や
し
き 

か
を
り
を
し
た
;

や 

ࢬ
に

や
ど
か
る 

こ
こ
Ζ
Ͷ
は  

し
΄
ら
し

い
　
は
る
の
と
も
」。
こ
れ
は
、
ُ
戸

ఱ
ਆ
社
に
正
月
の
ॳ
ӎ
ࢀ
り
を
し
た
時

の
歌
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
、
ُ
戸
ఱ
ਆ
社
の
北
東
に

３
̌
̌
̌
௶
の
広
大
な
「
ُ

戸
ക
屋
ෑ
」
と
呼
ば
れ
た
ക

の
名
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
様
子
は
、
歌

広
重
の
描

い
た
『
東

名
所
ُ
戸
ക
屋
』

や
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
ૠ

絵
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き

உ
ঁ
の

Ѫ
を
Վ
͏

Ӗ

江
戸
の
෩

を
Π
ϝ
ー
δ
͠
ͯ

ക
ʹ

の
՚

͔
ͳ
্
Γ

ま
す
。

　
΄
の
か
に
߳
る
ക
の
Ֆ
と
そ
の
ࢬ
に

॓
す

が
春
間
ۙ
い
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
双
六
を
ೖ
れ
る
ା
絵
も
ल
ҳ
で
す

（
ࣸ
ਅ
①
）。
三
つ
の
ૠ
絵
は
、
女
の
৸

間
ண
の
か
か
る
ሯ
風
、
দ
に
༳
れ
る
屋

ܗ
ધ
、
吉
ݪ
の
夜
ࡩ
と
そ
の

Ӗ
で
す

（
表
ᶄ
）。
絵
も
歌
ࢺ
も
な
ん
と
Ԓ
っ
Ά

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ങ
わ
ͣ
に
は
お
れ

ま
せ
ん
。
൛
元
の
ւ

屋
ྛ
之
助
の
ૂ

い
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
双
六
が

発
行
さ
れ
た

時
は
、
日
ถ
म
好
通
商

条

が
݁
ば
れ
る
一
ํ
、
҆

の
大
ࠈ

に
よ
る

ѹ
の
ཛྷ
が
ਧ
き
ߥ
れ
て
い
ま

し
た
。
Ӗ
は
世
の
ྲྀ
れ
に
も
හ
ײ
で
、

ࠇ
ધ
来
ߤ
・
コ
Ϩ
ϥ
ྲྀ
行
・
҆

大



・
西
南
戦
૪
な
ど
の
事
件
も
Ӗ
い
ࠐ

ん
で
い
ま
し
た
。

Ӗ
は
と
て
も
ջ
ਂ

い
の
で
あ
り
ま
す
。

Ԓ
ỳ
Ά
͍
ା
ֆ

˞ ɿ̍ひとこえ　月が啼いたか　ほととぎす　いつしかしらむ　みじか夜に　まだ寝もやらね　手枕に　男ごころは　むごらしい　女ごころは　左様じやない　片時遭わねば　くよくよと　愚痴
なおもひで　泣いているわいな　˞�ɿ角田の流れに　舟とめて　どてを見めくり　よいざまし　おもいをいふに　いほさきの　恋しき人を待ち　˞�ɿむっとして（＊）　かへれば　門の青柳　
曇りし胸を　春雨の　月のかげならば　おぼろにしてほしや　＊むっとして：江戸時代後期の俳諧師大島蓼太(りょうた)の俳句「むっとして もどれば庭に 柳かな」がベース。腹立たしいことがあっ

て帰宅しても柳を見て柳の枝のようにやさしく逆らわず怒らずがまんしようの意。端唄では遊里からの帰宅なので意味深…。　˞�ɿ桜見よとて　名を付けて　まづ朝桜夕桜　よひ夜桜は　間夫（まぶ）の昼桜　
エエどふなと首尾して　あわしやんせ　何時じや　たそや行灯　ちらりほらりと　鉄棒引く　˞�ɿわがものと　思へばかろし　かさの雪　恋の重荷をかたにかけ　いもがり（＊）ゆけば　冬の夜の　川風寒く千鳥
なく　待つ身につらき　置ごたつ　じつにやるせが　ないわいな ＊いもがり（妹許）：愛する女性のいる所。　˞�ɿ夕ぐれに　ながめ見わたす　すみだ河　つきにふぜいの　まつちやま　ほあげたふねが　見ゆ
るぞへ　あれ鳥が鳴くとりの　名のみやこに　名所があるわいな　˞�ɿ小諸出てみよ　浅間の山に　けさもけむりが　三筋たつ　天へのぼりて　くもとなる

マスの葉唄（端唄）
の紹介（例）

■ 表①　双六の構成

むっとして
※3

্Γ：初卯がへりに 梅やしき かをりをしたふ鶯や 枝にやどかる こころねは  しほらしい はるのとも

わがもの※5 夕ぐれ※6 あさくとも
小諸※7

（此所にて三つ
ふれば上り）

巡るひの
（此所にて五つふれば

上り）

はお里かくして
（此所にて一つふれば

一と廻り休み）

桜見よとて※4

（此所にて
一つふれば上り）

とふやま 角田の流れ舟
※2

ひとこえ※1
松の唐崎

（此所にて五つ
ふれば上り）

いなりまつりしんき
;Γग़͠

わしが思ひ
（此所にて六つふれば

上り）

淀の車
（此所にて四つふれば

ふり出しへもどる）
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、
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1
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双
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双
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（
表
①
）。
振
出
し
は
「
初
春
は
御
目
出

た
木
」
と
、
新
年
を
寿
ぐ
マ
ス
で
始
ま

り
、
サ
イ
コ
ロ
の
目
に
よ
っ
て
、
㊀
い

さ
ぎ
よ
木　

㊁
た
し
な
み
よ
木 

㊂
な

ま
け
た
木　

㊃
つ
い
へ
の
な
木 

㊄
う

は
木　
㊅
あ
さ
を
木
へ
と
飛
び
廻
り
ま

す
。

　
飛
ん
だ
先
の
マ
ス
に
も
出
目
に
よ
っ

て
飛
ぶ
先
が
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
指

示
の
な
い
目
が
出
た
場
合
は
ス
テ
イ
で

す
。
き
尽
し
の
人
生
模
様
双
六
、
あ
な

た
も
遊
ん
で
み
た
く
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
似
通
っ
た
音
を
持
つ
言
葉
を
か
け
て

面
白
が
る
の
は
ど
の
言
語
で
あ
っ
て
も

同
様
で
す（
表
②
）。
こ
こ
で
は
、英
語
、

中
国
語
、
ド
イ
ツ
語
の
事
例
を
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
古
今
東
西
、
人
間
に
共
通

し
た
遊
び
の
精
神
文
化
と
し
て
駄
洒
落

は
存
在
し
、
進
化
し
て
き
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
現
代
音
楽
の
ラ
ッ
プ
に
は
、
歌
詞
に

即
し
て
韻
を
踏
む
言
葉
が
選
ば
れ
、
臨

機
応
変
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
さ

れ
る
形
式
美
が
あ
り
ま
す
。

　

華
麗
な
洒
落
ご
と
が
展
開
さ
れ
る

ラ
ッ
プ
も
ま
た
文
化
の
粋
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
同
じ
種
類
の
事
柄

を
列
挙
す
る
「
物
尽
く
し
」
と
い
う
言

葉
遊
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
号
の
双
六
は
そ
の
一
種
で
、「
木

尽
し
」、
つ
ま
り
、「
き
」
の
駄
洒
落
オ

ン
パ
レ
ー
ド
双
六
で
す
。駄
洒
落
と
は
、

同
じ
、
あ
る
い
は
非
常
に
似
通
っ
た
音

を
持
つ
言
葉
を
か
け
る
言
葉
遊
び
の
こ

と
で
す
。
地じ
ぐ
ち口

と
も
い
い
ま
す
。

　

江
戸
の
享
保
年
間
（
１
７
１
６
〜

１
７
３
６
）
の
頃
、「
春
眠
暁
を
お
ぼ

え
ず
」
と
言
っ
た
ら
、
す
ぐ
隣
の
人
が

「
遊
人
盃
を
押
さ
え
ず
」
と
返
し
た
そ

う
で
す
。
こ
れ
が
地
口
で
、
地
は
江
戸

を
指
し
、口
は
言
葉
の
こ
と
で
。江
戸
っ

子
の
洒
落
気
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

27
マ
ス
の
双
六
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
気
ま
ま
短
気
、
家
内
睦
ま
じ
き
、

金
の
な
る
木
…
つ
ま
り
、
マ
ス
の
一
つ

ひ
と
つ
に
は
、喜
怒
哀
楽
、人
間
関
係
、

損
得
勘
定
な
ど
の
人
間
の
業ご
う

が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
現
代
で
も
通
じ

る
も
の
で
す
ね
。
七
代
目
立
川
談
志
は

「
落
語
と
は
人
間
の
業
の
肯
定
だ
」
と

看
破
し
ま
し
た
。
こ
の
双
六
は
落
語
の

世
界
そ
の
も
の
で
す
。

　
作
者
の
歌
川
芳
綱
は
幕
末
に
活
躍
し

た
浮
世
絵
師
で
、
武
者
絵
・
風
俗
画
・

双
六
絵
を
得
意
と
し
て
い
ま
し
た
。
中

で
も
、「
子
供
遊
春
の
出
初
」（
嘉
永
5

年
）
は
名
品
で
す
。
江
戸
の
町
全
体
を

鳥
瞰
し
た
構
図
に
、
出で
ぞ
め初

の
た
め
の

纏ま
と
い・

梯
子
・
鳶と

び
口ぐ

ち
を
も
ち
、
火
消
装
束

の
子
ど
も
た
ち
の
列
を
描
き
上
げ
て
い

ま
す
。
本
双
六
に
お
い
て
も
芳
綱
の
森

羅
万
象
を
俯
瞰
す
る
チ
カ
ラ
が
発
揮
さ

れ
て
い
ま
す
。
浮
き
世
や
人
の
業
な
り
わ
いを

凝

視
し
、
面
白
お
か
し
く
、
洒
落
の
め
し

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
上
り
の
「
金
の
な
る
木
は

元
し
や
う
じ
木
」
で
す
。
恵
比
寿
と
大

黒
と
金
の
な
る
木
の
組
合
せ
は
定
番
物

で
す
が
、
両
人
が
舞
い
上
が
り
、
小
判

が
溢
ふ
れ
返
る
様
は
、
神
様
の
品
位
を

損
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ゆ
だ
ん

の
な
木
」
は
、
ち
と
恐
ろ
し
い
マ
ス
で

す
。
両
手
を
つ
い
て
挨
拶
す
る
侍
の
横

に
は
、
襖
に
隠
れ
て
刀
を
振
り
降
ろ
さ

ん
と
す
る
首
切
り
人
が
い
ま
す
。
武
士

の
冷
酷
無
残
な
世
界
を
小
さ
な
マ
ス
に

描
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　

双
六
の
構
成
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
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■ 表①　新板喜尽寿古六の構成

家内むつまし木

かうりがしの木
あさを木

ついへのな木
ちへのな木

かんにんつよ木
ゆだんのな木
いさぎよ木
なまけた木

かせ木
まぶどのよ木
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■ 表②　英語・中国語・ドイツ語の駄洒落（例）

2:�8hBt�do�Zou�DBll�the�qower�on�Zour�GBDe 
のதにإ）�　 Δ͋Ֆ てͬԿでしΐうʁ）
":�5ulips��（νϡʔϦοϓですʹ5wo�lips）

πʔϦοϓε（ೋͭの৶）�́ �νϡʔϦοϓ（Ֆ）です。

͞༺༿が$.などにརݴしたൃԻのࣅྨ れています。

ϕʔτʔϰΣϯのΧϊϯ
ʰ4Dhwenke�diDh�ohne�4DhwÅnke（;͟ ͚ͣにきをม Ζ͑）�
8o0����ʱ

Ꮰඍෆࢸ��wÙ�w⒔i�CØ�[hÌ（いたら͟ ΔとこΖなし）
�˰Ꮰңෆ࣏�wÙ�wÈi�CØ�[CÌ（࣏ら͵ ңはない）ңපӃ。

駄洒落の事例

英 語

中国語

ドイツ語

言 語 解説

����、μδϟϨきのϕʔτʔϰΣϯが、ϋϯϒϧΫのۂ࡞Ոγϡ
ϰΣϯέ（4DhwenDke）の໊લをも͡ てͬ࡞ たͬΧϊϯ。ʮきをม Δ͑、
;͟ Δ͚（4DhwÅnke）、なしに༳れΖ（4Dhwenke�diDh）ʯというҙຯ。

ʮ˞૬ݪໜのத国ؓޠஊʯをߟࢀにしました。
http://BihBrBmBo.seesBB.net/BrtiDle/���������.html
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http://BihBrBmBo.seesBB.net/BrtiDle/���������.html
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男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第े回ᶄ

思考を膨らませ、同音異義語を
組み合わせた尽くし双六

40２０２３ 春

　
今
回
は
圧
巻
の
52
マ
ス
の
月
尽
し

双
六
で
す
。
登
場
す
る
の
は
、
老
若

男
女
の
江
戸
庶
民
１
１
６
名（
男
77

名
・
女
39
名
、
子
供
18
名
含
む
）。
そ

の
他
小
動
物（
犬
・
猫
・
狐
各
２
匹
）。

〝
つ
き
〞
の
語
呂
合
わ
せ
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
、
月・
突
き・
付
き・
就
き・

撞
き・
着
き
…
と
豊
富
に
あ
り
、
こ
の

双
六
の
面
白
さ
と
奥
深
さ
を
醸
し
出

し
て
い
ま
す（
表
①
）。

　
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
尽
し
双
六
が

発
行
さ
れ
て
い
ま
す（
表
②
）。
尽
し

と
は
同
類
の
も
の
を
全
て
列
挙
す
る
こ

と
で
す
。
思
考
を
膨
ら
ま
せ
て
同
音
異

義
語
を
探
し
、
そ
れ
を
絵
双
六
に
し
て

仲
間
内
で
楽
し
み
合
う
。
何
と
粋
な
世

界
で
し
ょ
う
か
！

　

作
者
の
一
恵
齋（
落
合
）
芳
幾

（
１
８
３
３
〜
１
９
０
４
）
は
、
月
岡

芳
年
と
と
も
に
、
幕
末
を
代
表
す
る
浮

世
絵
師・
歌
川
国
芳
の
門
下
で
す
。
残

酷
な
血
み
ど
ろ
絵
を
競
作
す
る
な
ど
、

良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
人
気
を
二
分
し

ま
し
た
。
ま
た
、
芳
幾
は
駄
洒
落
を
得

意
と
し
、
洒
落
幾
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
周
囲
も
時
に
気
に
障
る
こ
と
も
あ

る
も
の
の
、
駄
洒
落
の
連
発
を
浴
び
せ

ら
れ
、
果
て
は
笑
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
芳
幾（
本
名：
幾
次
郎
）

で
す
が
、
絵
の
才
能
は
あ
っ
た
も
の

の
、
幼
少
期
か
ら
大
変
苦
労
を
し
て
い

ま
す
。
引
手
茶
屋
を
営
ん
で
い
た
両
親

は
絵
仕
事
を
道
楽
商
売
と
み
な
し
て
幾

次
郎
は
質
屋
へ
奉
公
に
出
さ
れ
、
そ
こ

で
酷
い
い
じ
め
を
受
け
、
伊
勢
神
宮
へ

抜
け
参
り
に
脱
走
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
両
親
は
つ
い
に
幾
次
郎
の
夢
で
あ
る

絵
描
き
へ
の
道
を
認
め
、
歌
川
国
芳
に

弟
子
入
り
さ
せ
ま
す
。
独
立
後
は
実
家

の
職
業
柄
、
花
魁
の
打
掛
を
多
く
描
い

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
政
2
年
の

大
地
震
で
芳
幾
は
妊
娠
中
の
妻
を
亡
く

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
頃
、
父
の
借

金
返
済
に
も
追
わ
れ
、
失
意
と
貧
困
の

極
み
を
味
わ
い
ま
す
。

��
Ϛ
ε
の
݄
ਚ
͠
双
六

ବ
ᔬ
མ

͖
ͳ
๕㇈
㆗
ㆂ
ㆎز

ࣦ
ҙ
ͱ
ශ
ࠔ
を
ܦ
ݧ
͠
ͯ

๕
 ز

の
ੈ
૬
؍

ྗ

৽
ฉ
ࣄ
ۀ
ʹ
׆
͔
͢

　
明
治
に
入
っ
て
、
岩
倉
使
節
団
の
一

員
と
し
て
洋
行
し
た
福
地
源
一
郎
が
、

現
地
で
新
聞
事
業
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と

を
目
に
し
て
、
そ
の
必
要
性
を
説
く
手

紙
を
国
内
の
役
人
に
送
っ
た
の
が
事
の

始
ま
り
で
、
芳
幾
、
条
野
採
菊
、
西
田

伝
助
ら
と
明
治
5
年
に
東
京
日
々
新
聞

（
現：
毎
日
新
聞
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

芳
幾
は
印
刷
等
工
場
の
担
当
で
、後
に
、

東
京
日
日
新
聞
大
錦
と
題
し
た
錦
絵
新

聞
を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
色
々

な
騒
動
が
起
こ
り
、
新
聞
事
業
か
ら
撤

退
し
ま
す
が
、
絵
双
六
や
錦
絵
で
培
っ

た
世
相
観
察
力
は
新
聞
人
と
し
て
も
活

か
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

双
六
の
構
成
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

振
出
し
は
四
人
の
振
り
袖
娘
の
羽
根
つ

き
姿
。
背
景
は
正
月
を
彩
る
赤
白
緑
の

風
景
に
松
の
植
木
も
見
え
ま
す
。以
降
、

庶
民
の
暮
ら
し
の
泣
き
笑
い
が
次
々
と

登
場
し
ま
す
。

　

上
り
は
満
月
の
宴
を
張
る
若
侍
と

二
人
の
花
魁

で
す
。
当
時
の

庶
民
の
憧
れ
の

シ
ー
ン
で
し
ょ

う
。
こ
の
双
六
で
は
子
供
が
活
き
活
き

と
動
き
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
で

す
ね
。
当
時
の
江
戸
を
見
た
動
物
学
者

の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
は
、「
世
界

中
で
日
本
ほ
ど
、
子
供
が
親
切
に
取
り

扱
わ
れ
、
そ
し
て
子
供
の
た
め
に
深
い

注
意
が
払
わ
れ
る
国
は
な
い
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　
翻
っ
て
現
代
、
少
子
化
対
策
が
進
ま

ず
、
江
戸
時
代
の
子
供
の
幸
福
度
と
比

べ
る
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

専
業
主
婦
に
頼
る
時
代
に
戻
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
政
策
の
優
先
順
位
を
防

衛
力
強
化
の
上
に
位
置
付
け
る
く
ら
い

の
政
治
決
断
こ
そ
異
次
元
の
政
策
と
言

え
ま
し
ょ
う
。「
あ
〜
、
あ
の
頃
の
江

戸
に
住
ん
で
み
た
ー
い
！
」
と
思
う
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

江
戸
࣌


ࢠ
ڙ
ఱ
ࠃ

※芳幾の生立ちはARTISTIAN（http：//artistian.net/about）を参考にした。

͋
の
ࠒ
の
江
戸
ʹ

ॅ
Μ
Ͱ
Έ
ͨ
͍
ʂ

明和2年
（1765）梅盡吉例雙六

梅の異名「好文木」を振出しに梅の木和中
散、梅花香、古梅園などの梅尽しの29コマ。

■ 表②　江戸時代の尽し双六（例）

うめつくしきちれいすごろく

弘化４年
（1847）玉尽年玉寿古六

悪玉、白玉、そろばん玉、大目玉など玉尽く
しの27コマ。上りはお年玉。

たまづくしとしだますごろく

安政3年
（1856）諸藝盡し出世壽語録

三曲合（琴・胡弓・尺八）を振出しに、馬術、
書画、能などの芸尽しの38コマ。

しょげいつくしゅっせじゅごろく

安政4年
（1857）新版餅盡愛度雙六

鑓(やり)餅を振出しに、亭主餅、あんころ餅、
提灯餅など餅尽しの37コマ。

しんぱんもちづくしめでたいすごろく

江戸後期鳥盡初音壽語六
婿とり、客とり、蜆とり、煤とりなどとり尽しの
28コマ。上りは御代とり。

とりつくしはつねすごろく

双六名 制作年代 解説

˞

▼︎双六の概要　月盡面白壽語禄　
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●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

　１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松
江
市

出
身
。
国
際
浮
世
絵
学
会
、
和
文
化
教
育
学
会
、
/
1
0
法
人
写

楽
の
会
の
会
員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館
長
と
し
て
双

六
の
蒐
集
・
研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

◀︎
公
式
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.sugoroku.net/�

（
常
設
展
ʗ
絵
双
六
に
み
る
職
業
観

の
変
遷
特
集
ʗ
大
正
ロ
マ
ン
双
六
特
集
な
ど
）
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Ϳらͭ き

り͋ͭ き

͓いͭき

きがͭき

˞�
͖ͭ͟

りͭ͘ き

うͦ ͭき

だき݄

ら͵ͭ き

ͭ͑ͭき

もͪ ࠲݄

�:सͭき

�:かん݄
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మのྠを͚たۚを໘にಥき໐ら
しながらྻߦをઌಋすΔ。ށߐ時
の͓ݪ٢いらんಓதにもొした。

େ川（۱田川）のसணۙ͘ でのਫ
෩ܠ。େ山ܮでのʮไೲେئ成बେ
山ੴଚେݱݖʯのችがݟられΔ。

がはײ し͛͘ 、すぐかͬ となΔ࣭ؾ。
ᚉᚒ(ΧϯγϟΫ)。

ֻなしのਖ਼しいஈをॻいてに
͚ͭたޖ。ࡳのӽޙ屋がށߐで࢝Ί
た৽しい๏。

目తをもͬ たूまり。ここでは٢のॕ
いのूまりだとࢥわれΔ。

のྶがਓに取りጪいてҟৗなঢ়ଶをޅ
ग़͞ݱ せΔこと。ጪґ。
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ܳ者ɾܳ ਓなどがԅ੮にग़て࠷ॳに
すΔॕّのۂ。͓ 。き࠲

■ 月尽面白寿語録の主なマスの説明 ■ 表①　月尽面白寿語録の構成

解説言葉マスの˞/0

まん݄　্Γ

Ӌࠜͭき　ৼग़͠
⣝͘ りͭ き� ⣞ࡾ݄
⣟きが �݄ ⣠৸݄
⣡͋͞ �݄ ⣢かな う݄̈́
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業
平
が
書
い
た
も
の
に
女
流
歌
人
の

伊
勢
が
筆
を
加
え
て
成
り
立
っ
た
も
の

と
し
て
い
ま
す
が
、
真
相
は
如
何
に
？

こ
の
謎
解
き
は
永
遠
の
課
題
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　
双
六
の
構
成
を
見
て
み
ま
し
ょ
う（
表

①
）。
伊
勢
物
語
の
各
段
か
ら
抜
粋
し
た

情
況
が
32
の
マ
ス
に
描
か
れ
て
い
ま
す

（
※
表
②
）。
物
語
の
各
場
面
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
画
に
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、

江
戸
の
浮
世
絵
師
の
得
意
技
で
し
た
。

面
白
い
の
は
19
の
マ
ス
に
作
者
・
浮
世

絵
師
の
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
歌
と
画
を
補
足
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
物
語
と
歌
と
画
の
世

界
に
浸
り
き
る
双
六
遊
び
こ
そ
、
江
戸

文
化
の
極
致
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
伊
勢
物
語
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
第

69
段
「
宇
佐
（
狩
り
）
の
使
」
歌
を
筆

者
な
り
に
解
説
し
ま
す
。

　
こ
の
段
は
、
業
平
が
伊
勢
に
下
っ
た

と
き
に
、
斎
宮
と
密
通
し
て
し
ま
い

ま
す
。
斎
宮
と
は
生
涯
独
身
で
神
に
仕

え
る
役
職
で
す
。
そ
の
よ
う
な
立
場
の

人
と
恋
仲
に
な
る
こ
と
は
大
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
で
す
。
以
下
は
、
翌
朝
、
斎
宮
が

送
っ
た
歌
と
そ
れ
に
対
す
る
業
平
の
返

歌
で
す
。

【
斎
宮
の
上
の
句（
本
双
六
掲
載
の
歌
）】

君
や
来
し
我
や
行
き
け
む
お
も
ほ
え
ず　

夢
か
現
か
ね
て
か
さ
め
て
か

【
歌
の
訳
】
昨
夜
の
こ
と　

あ
な
た
が

い
ら
し
た
の
か　
私
が
出
向
い
た
の
か

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
夢
か
現
実
か　
寝

て
い
た
と
き
か
目
覚
め
て
い
た
と
き
か

も
。
あ
・
い
・
た
・
い
。

【
業
平
の
下
の
句（
定
家
本
よ
り
引
用
）】

か
き
く
ら
す
心
の
闇
に
ま
ど
ひ
に
き
夢

う
つ
つ
と
は
こ
よ
ひ
定
め
よ

【
歌
の
訳
】
混
乱
し
た
私
の
心
は
闇
の

中
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
夢
か
現

か
は
今
夜
い
ら
し
て
は
っ
き
り
と
お
決

め
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
い
る
よ
。

　

様
式
美
と
は
「
あ
る
時
代
・
民
族
・

流
派
な
ど
の
芸
術
作
品
や
建
築
物
の
表

現
形
式
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
・
類
型
的

な
美
」
で
す
。
伊
勢
物
語
の
説
話
、
挿

入
さ
れ
る
歌
、
双
六
に
展
開
さ
れ
る
マ

ス
、
い
ず
れ
も
日
本
古
来
の
様
式
美
で

す
。
能
や
狂
言
や
歌
舞
伎
と
同
様
に
、

決
ま
り
ご
と
に
歴
史
的
美
的
安
心
観
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
様

式
美
に
浸
れ
る
美
し
い
日
本
の
あ
な
た

は
、
し
・
あ
・
わ
・
せ
で
す
よ
！

　
伊
勢
物
語
は
、
平
安
時
代
初
期
に
実

在
し
た
貴
族
で
あ
る
在
原
業
平
を
思
わ

せ
る
男
を
主
人
公
と
し
た
和
歌
に
ま
つ

わ
る
短
編
歌
物
語
集
で
す
。
創
成
期
の

仮
名
文
学
の
代
表
作
で
あ
り
、
源
氏
物

語
や
古
今
和
歌
集
と
と
も
に
同
時
代
の

三
大
文
学
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

江
戸
時
代
の
風
流
人
に
と
っ
て
は
、
会

得
す
べ
き
文
学
的
素
養
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
定
家
本
に
よ
れ
ば
全
百
二
十
五
段
か

ら
な
り
、
そ
の
内
容
は
男
女
の
恋
愛
を

中
心
に
、
親
子
愛
、
主
従
愛
、
友
情
、

社
交
生
活
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

歌
人
の
俵
万
智
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
伊

勢
物
語
は
恋
の
見
本
市
」だ
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
な
ら
ば
読
ま
な
く
ち
ゃ
！
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
読
者
も
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
伊
勢
物
語
で
は
、
主
人
公
の
名
は
明

記
さ
れ
ず
、多
く
が
「
む
か
し
、男
（
あ

り
け
り
）」
の
冒
頭
句
で
始
ま
り
ま
す
。

作
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
本

双
六
で
は
、
上
り
の
マ
ス
で
こ
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
伊
勢
は
七
条
の
后　

温
子
に
つ
か
へ

し　
官
女
な
り　
後
に　
寛
平
法
皇
に　

め
さ
れ
て
行
明
親
王
を
う
む
故
に
伊
勢

の
御
息
所
と
い
ふ 

こ
の
も
の　

か
た

る
は　
業
平
み
づ
か
ら　
記
し
お
き
た

ま
ひ
し

を　
後

に
伊
勢

筆
を
く

わ
へ
て

七
条
の

后
へ
奉

る
と
い

へ
り

因
っ
て　

伊
勢
物

語
と
い

ふ
」

ҏ
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41 ２０２３ 夏

▶︎在原業平は晩年、京都郊外の大原野(おおはらの)小塩(おしお)にある十輪寺(じゅうりんじ)（写真❶）に隠棲しました。業平の墓（写真❷）と歌にも詠まれた塩竈(しおがま)の跡
（写真❸）。業平が難波の海から海水を運ばせ、ここで塩を焼いて立ち上る煙の風情を楽しんだといわれています。※写真は2023年4月28日に筆者撮影。

▼︎双六の概要　伊
い せ も の が た り な り ひ ら す ご ろ く

勢物語業平壽娯六
作：松亭金水  画：一陽齋豊國(三代目歌川豊国）  板元：日本橋通三丁目 藤岡屋彦太郎　年：弘化年　サイズ（cm）：縦38×横76

■ 表①　伊勢物語業平壽娯六の構成

ᾩ玉すだれᾨ͓ͪึᾦつげの小櫛ᾛつくまᶖはな橘ᶕゆく水ᶔほたるᶓほととぎす

ᶊむさしの

ᶉかたみ ᶈみやこどり ᶇむらさき ᶆ雨ぐも ᶅ八つはし ᶄあくたがわ

ᶋ九十九髪 ᶌみちのく ᶍふじのね ᶎみたらし川 ᶏ若くさ ᶐつつ井筒 ᶑ深くさ ᶒせきもり

ᾧԾʢङΓʣͷ
͍

ᶃৼΓग़͠
㊀せきもり ㊁あくたがわ
㊂みやこどり ㊃八つはし
㊄ふじのね ㊅むさしの

ᾪ塩竈 ᾫ住みよし ᾬから紅 ᾭ老いらく ᾮ大原 ᾯ立田山⠄্Γ

❶ ❷ ❸

※表②「各マス
における伊 勢
物語の段数と
歌」は本QRコー
ドからダウンロー
ドしてください。
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男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第े一回ᶄ

五・七・五の発句によって、
五十三次の宿場イメージを拡大

42２０２３ 夏

　

౦
ւ
ಓ
に
は
江
戸
か
ら
京
都
ま

で
の
ؒ
に
五
े
三
の
॓

が
あ
り
、

五
े
三
ճ
の
ܧ
͗
ସ
͑
を
す
る
こ
と

か
ら
ଏ
にủ
五
े
三
࣍
Ứ
と
ݺ
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
౦
ւ
ಓ
五
े
三
࣍
は
江
戸
ॸ
ຽ
が

共
通
し
て
持
っ
た
༷
式
ඒ
、
ͭ
ま
り
、

イ
ϝ
ー
ジ
の
ϑ
Ỽ
ー
マ
ỽ
τ
で
す
。
そ

こ
に
ൃ
（۟
ആ
۟
）
と
双
六
の
ϑ
Ỽ
ー

マ
ỽ
τ
を
ॏ
Ͷ
߹
わ
せ
る
と
、
օ
が

同
時
に
๛
か
な
ಓ
中
෩
ܠ
を
共
有
で

き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
双
六
は


ࣄ
家
に
は
た
ま
ら
な
い
ҳ

で
す
。

ଟ
छ
ଟ
༷
な
ྺ
࢙
త
な
ϑ
Ỽ
ー
マ
ỽ

τ
が
ੵ
み
ॏ
な
っ
て
ࠓ

の

本
文

Խ
が
あ
り
ま
す
。

　
ആ
ᨢ
は

Վ
の
࿈
Վ
を
言
༿
遊
び

の
遊
ٔ
ੑ
を

ٻ
し
な
が
ら
、
参
Ճ

者
が
࣍
ʑ
に
ͭ
な
͛
て
ָ
し
む
文
芸

遊
び
で
す
。
ആ
ᨢ
は
झ
ຯ
と
し
て
ָ

し
む
ॸ
ຽ
が
い
る
一
方
で
、

家
や

߽

や
߽

な
ど
の
ス
ϙ
ϯ
サ
ー
が


き
、
ആ
ᨢ
の
み
を
職
ۀ
と
す
る
ϓ

ロ
ϑ
ỻ
γ
ἀ
φ
ル
が
生
れ
ま
し
た
。

ആ
ᨢ
ࢣ
の
দ
尾
ഄ
া
で
す
。

　
ൃ
۟
は
、
࿈
Վ
の
ൃ

と
な
る
五
・

ࣣ
・五
の
第
一
۟
の
こ
と
で
す
。
দ
尾

ഄ
া
の
ొ

に
よ
り

಄
の
ൃ
۟
の

ಠ
ཱ
ੑ
が
ߴ
ま
り
、
ൃ
۟
の
み
を
ؑ


す
る
こ
と
も
ଟ
͘
ߦ
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
、
正
Ԭ
子
ن
が
࿈
Վ
の

ൃ
۟
を

り
出
し
た
も
の
をủ
ആ
۟
Ứ

と
い
う
ݺ
び
名
で
ߋ
に
৽
し
い
文
芸

と
し
て
ൃ
展
さ
せ
ま
し
た
。

　
本
双
六
は
明
治
ॳ
ظ
の
੍
࡞
と
思

わ
れ
ま
す
。
ൃ
۟
の
࿈
۟
を
॓

ご

と
に
ܝ
ࡌ
す
る
と
い
う
झ

に
ຬ
ͪ

た
双
六
で
す
が
、
ആ
۟
と
い
う
言
༿

は
出
て
き
ま
せ
ん
。
ആ
۟
と
い
う
৽

文
芸
の
֓
೦
が

生
す
る

前
の
双

六
で
す
。
ആ
۟
の
進
Խ
の
ྺ
࢙
の
一

அ
໘
を
表
し
た
و
ॏ
な
双
六
と
い
͑

ま
す
。

౦
ւ
ಓ
ޒ
े
ࡾ
࣍
ͱ
͍
͏

༷
ࣜ
ඒ

ആ
ᨢ
ͱ
ൃ
۟
ͱ
ആ
۟
の
ؔ

ੑ

ആ
۟
ͱ
͍
͏

ݴ
༿

ੜ
Ҏ
લ
の
双
六

　
振
り
出
し
の

本
ڮ
か
ら
大
津
ま

で
、
各
॓

の
෩
ܠ
に
2
～
3
の
۟

が
ఴ
͑
ら
れ
、
振
り
出
し
の

本
ڮ

で
は
6
ͭ
、
京
に
は
9
ͭ
の
۟
が
あ

͛
ら
れ
て
い
ま
す（
表
ᶃ
ᶄ
）。
॓


ؒ
の
ཬ
ఔ
も
表
ࣔ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
り
の
京
で
は
、

の
༨
り
が
あ

る
と
上
が
れ
ま
せ
ん
。ủ
一
π
༨
れ
ば

大
津


ル
、　
二
π 

〝

津


ル
、　

三
π 

〟
石
部


ル
、
四
π 〝
水
ޱ



ル
、
五
π
〟
ٶ


ル
Ứ
と
の
ݫ
し

い
ル
ー
ル
で
す（
˞
̓
）。
各
マ
ス
の
ֆ

も
よ
͘
描
き
ࠐ
ま
れ
て
い
ま
す
。
ฏ
௩

॓
の
Ֆ
水

の

こ
う
に
あ
る
ߴ
ྷ
山

の
෩
ܠ
、
ٶ
॓
の
熱
田
ਆ
ٶ
と
ࣣ
ཬ
の


し
な
ど
で
す
。
ൃ
۟
に
は
١
子
॓
の

と
Ζ
Ζ
ो
、
܂
名
॓
の
ൎ
な
ど
の
名
࢈

も
ొ

し
ま
す
。
ݟ
て
、
ಡ
ん
で
、
ۭ


を

͛
る
ಓ
中
双
六
に
は
江
戸
ॸ
ຽ

の
遊
び
心
が
Ҳ
れ
て
い
ま
す
。

　
ಓ
中
双
六
の
振
出
し
の
ଟ
͘
は


本
ڮ
で
す
。

　

本
ڮ


に
か
か
る
ڮ

と
ڼ
͗
ݟ
る

江
戸
の
ۭ
は


年
の
名
物
で
し
た
が
、

本
ڮ
か
ら

ۭ
が
ফ
͑
た
の
は
、
౦
京
Φ
Ϧ
ϯ
ϐ
ỽ

ク
前
年
の
ত

39
年
の
こ
と
で
す（
ࣸ

ਅ
参
র
）。
以
来
、
ट
都
ߴ
の
下
に
ஔ

か
れ
た

本
ڮ
で
す
が
、

に
77
年

Ϳ
り
に

本
ڮ
か
ら
੨
ۭ
を
ڼ
͙
た

め
の
Ϧ
ニ
ỿ
ー
Ξ
ル

ࣄ
が
開
࢝
さ

れ
ま
し
た
。
̎
̌
̐
̌
年

の



を
目
ࢦ
し
て
い
る
そ
う
で
す（
ˌ
̎
）。

　

本
ڮ
　
ت
ण
の
ॕ
い
の

　
　
江
戸
の
ۭ
　
　
　
　（
双
六
子
）

ᙋ
る

ຊ
ڮ

双
六
の
ߏ


宿 場 俳 句（筆者の推定による解読）

※１日本橋（振出し）

※２平塚

※３吉原

※４鞠子

※５岡部

※６舞坂

※７三条大橋（上り）

出た程に 入る船のあり 江戸の春  （其楳）

羽子板や 魚買出しの 篭の上 （所項）

六月や  笠に着ている 不二の雲（子儀）

とろろ汁　寒さに梅の みのりかな（鳥嶋）

不二川に 仮橋かけて 苗代田（外山）

三日月の 入江に消へて 初嵐（二桃）

京にきて  山笑う 日を 覚えけり（成柿）

■ 表②　主なマスの俳句例

▼︎双六の概要　東
とう か い ど う ご じ ゅ う さ ん つ ぎ ほ っ く す ご ろ く

海道五十三次發句双六　

撰：تᅳ㫖ޖ　画：ཱ 川ࡈᅳڷ　൘：屋फ次郎　໌࣏ॳࠒ　サイズ（Dm）：縦̐ �×横�１
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●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

　１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松

江
市
出
身
。
国
ࡍ
ු
ੈ
ֆ
学
会
、
和
文
化
教
育
学
会
、
/
1
0

法
人
ࣸ
ָ
の
会
の
会
員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館

長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・
研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

˝
公
ࣜ
̝
̥
ɹhttp://w

w
w
.sugoroku.net/�

ớ
常
ઃ
ల
ʗ
ֆ
双

六
に
Έ
る
৬
ۀ
؍
の
ม
ભ
ಛ
集
ʗ
େ
ਖ਼
ϩ
Ϛ
ϯ
双
六
ಛ
集
ͳ
Ͳ
Ờ

１˞ʙ�のマεに Δ͋ആ۟はදᶄでհ。

■ 表①　東海道五十三次発句双六の構成
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େ
দ
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อϲ୩
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ࡔ
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43 ２０２３ 夏

●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

　１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
島
根
県
松

江
市
出
身
。
国
ࡍ
ු
ੈ
ֆ
学
会
、
和
文
化
教
育
学
会
、
/
1
0

法
人
ࣸ
ָ
の
会
の
会
員
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館

長
と
し
て
双
六
の
蒐
集
・
研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

˝
公
ࣜ
̝
̥
ɹhttp://w

w
w
.sugoroku.net/�

ớ
常
ઃ
ల
ʗ
ֆ
双

六
に
Έ
る
৬
ۀ
؍
の
ม
ભ
ಛ
集
ʗ
େ
ਖ਼
ϩ
Ϛ
ϯ
双
六
ಛ
集
ͳ
Ͳ
Ờ

１˞ʙ�のマεに Δ͋ആ۟はදᶄでհ。

■ 表①　東海道五十三次発句双六の構成

༝ൺ ڵ ৲ߐ த ࢬ౻ ۚ୩ ౡ田 ࡔ ֻ川

袋Ҫ

ݟ

ਫޱ

ੴ෦ ࡔ
※6

ຊڮ
ʢৼग़͠ʣ

※1

প ໐ւ

ݪ ٶ

େ
দ

৽ډനਢ賀

川川࡚ਆಸ川

ೋ川٢田

อϲ୩

༉ޚ

௩ށ

ࡔ

ฏ௩
※2

ʢ্Γʣڮେࡾɹژ
※7

Ԭ࡚

౻

౻川

େү

ޥ

খ田ݪശࠜ

ౡࡾ

山ࡔ下ُؔ山庄ੴༀ࢛ࢣࢢ
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ݪו

໊܂
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句
に
依
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
各
マ
ス
に
は
各
代
の
高
尾
に
関
わ
る

話
や
石
井
恒
右
衛
門
、鴻
池
善
右
衛
門
、

池
野
屋
儀
兵
な
ど
の
相
手
客
の
こ
と
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
上
り
に
は
以
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
時
高
尾
（
何
代

目
か
は
不
明
）
は
、
籠
の
鳥
で
あ
る
こ

と
を
悔
し
が
り
、
一
計
を
案
じ
ま
す
。

京
都
名
妓
の
吉
野
、
大
阪
の
名
妓
高た
か
ま
ど円

と
粋
な
連
絡
を
と
ろ
う
と
し
ま
す
。
高

尾
の
飲
ん
だ
盃
と
酒
を
持
た
せ
て
使
い

を
出
し
、
京
都
島
原
の
吉
野
太
夫
に
贈

り
、
吉
野
太
夫
も
こ
の
盃
で
酒
を
飲
ん

だ
後
、
大
坂
の
名
妓
高
円
に
贈
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
高
円
は
こ
の
盃
を
高
尾
に

贈
り
返
し
た
と
い
い
ま
す
。
か
く
て
、

高
尾
太
夫
の
壮
大
な
望
み
は
叶
い
、
こ

の
双
六
の
上
り
（
※
）
に
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
各
代
の
高
尾
太
夫
は
、
江
戸
庶
民
の

夢
で
あ
り
、
憧
れ
で
し
た
。
そ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
史
実
と
虚
説
が
な
い
交
ぜ
に

な
っ
て
、
多
種
多
様
な
舞
台
で
演
じ
ら

れ
ま
し
た
。
絵
双
六
に
は
英
雄
や
偉
人

が
多
く
登
場
し
ま
す
が
、
高
尾
太
夫
も

そ
れ
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
魅
力
的
な
双

六
の
モ
チ
ー
フ
で
す
。
そ
れ
は
こ
の
作

品
の
悲
哀
に
満
ち
た
ス
ト
ー
リ
ー
、
文

字
数
の
多
さ
、
彫
り
の
精
緻
さ
に
も
表

れ
て
い
ま
す
。
令
和
の
時
代
で
あ
っ
て

も
強
く
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
素
晴

ら
し
い
ア
ー
ト
で
す
。
江
戸
双
六
の
最

高
到
達
点
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
高
尾
（
高
雄
）
太
夫
は
、
吉
原
で
最

も
有
名
な
遊
女
で
す
。
吉
原
の
妓
楼
三

浦
屋
に
伝
わ
る
大
名
跡
で
、
代
々
襲
名

さ
れ
ま
し
た
。
何
代
目
ま
で
続
い
た
か

は
諸
説
あ
り
、
6
代
説
・
7
代
説
・
9

代
説
・
11
代
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

本
双
六
は
13
代
説
に
則
っ
て
い
ま
す
。

各
代
の
高
尾
太
夫
は
江
戸
時
代
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
創
作
意
欲
を
掻
き
立
て
る

素
材
で
あ
り
、
浮
世
草
子
・
浮
世
絵
・

歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
・
狂
言
・
落
語
等
様
々

な
作
品
に
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
万
治
高
尾
（
2
代
目
と
も
3
代

目
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
は
、
絶
世
の

美
女
で
あ
る
上
、
琴
・
三
味
線
の
名
手

で
あ
り
、
和
歌
を
よ
く
し
、
佐
理
・
行

成
・
道
風
ば
り
の
能
筆
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
、
極
め
て
高
い
教
養
を
持
つ
名
妓

で
し
た
。

　
彼
女
は
下
野
国
の
塩
原
塩
釜
村
の
出

で
、
吉
原
の
三
浦
屋
に
引
き
取
ら
れ
ま

し
た
。
や
が
て
、名
声
が
広
ま
り
、「
君

は
今　

駒
形
あ
た
り　

ホ
ト
ト
ギ
ス
」

と
詠
ん
だ
句
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
仙
台
藩
主
伊
達
綱
宗
侯
は
高
尾
太
夫

を
寵
愛
し
、
衣
装
と
装
飾
品
を
着
用
し

た
彼
女
の
体
重
と
同
じ
だ
け
の
重
さ
に

相
当
す
る
三
千
両
を
積
ん
で
彼
女
を
身

請
け
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
に
は

既
に
意
中
の
人
が
お
り
、
操
を
立
て
て

綱
宗
侯
の
意
に
は
従
わ
な
か
っ
た
た

め
、
万
治
2
年
12
月
、
綱
宗
侯
の
怒
り

を
買
っ
た
高
尾
太
夫
は
大
川（
隅
田
川
）

の
三
又
（
現
在
の
日
本
橋
中
洲
付
近
）

の
船
中
に
て
吊
る
し
切
り
に
さ
れ
、
そ

の
遺
体
が
北
新
堀
河
岸
（
現
在
の
豊
海

橋
付
近
）
に
流
れ
着
き
、
当
地
に
庵
を

構
え
て
い
た
僧
侶
が
そ
の
遺
体
を
手
厚

く
葬
り
ま
し
た
。
不
幸
な
最
期
を
遂
げ

た
二
代
目
高
尾
太
夫
に
人
々
の
同
情
が

集
ま
り
、
高
尾
稲
荷
社
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
（
※
１
）（
写
真
①
②
③
）。

　
本
双
六
の
構
成
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
表
①
）。
ふ
り
出
し
は
初
代
の
高
尾
。

寛
永
年
間
に
出
版
さ
れ
た
吉
原
遊
女
の

評
判
記
で
あ
る
「
あ
づ
ま
物
語
」
か
ら

引
用
し
、
初
代
高
尾
な
ど
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
ま
す
。
各
代
の
高
尾
は
特
定

し
が
た
く
、
い
ず
れ
も
三
浦
屋
の
外
に

は
出
ら
れ
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
高
尾
は
哀
し
い
籠
の
鳥
だ
っ
た

の
で
す
。
な
お
、
本
双
六
の
タ
イ
ト
ル

に
あ
る
紅
葉
は
、
万
治
高
尾
の
「
寒
風

に
も
ろ
く
も
朽
つ
る
紅
葉
か
な
」
の
一

江
戸
จ
ܳ
の
࠷
ߴ
の
モ
ν
ー
ϑ

ߴ
ඌ
ଠ


ສ
࣏
ߴ
ඌ
の
Τ
ϐ
ι
ー
υ

築地双六館館長　吉田 修

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ेೋ回①

粋な夢を実現させた
三都の名妓女子会

ߴ
ඌ
ଠ



の
ௗ

ࡾ

の
໊
ْ
の
ਮ
Ͱ

ၪ（
は
か
な
）͍
ເ
༡
ͼ

※1高尾稲荷神社公式HP（https://takaoinari.tokyo/）を参考にした。但し、この逸話は巷説とされている。

■ 表①　高雄紅葉十三代双六の構成

三代目
万治 高尾芸

三代目客
佐々木原

七代目
鎌田与平

五代目
縁生秋澄之霊

九代目客
池野屋儀兵

八代目客
蔵前十八大通の一人

坂倉文魚

六代目
鴻池善右衛門

五代目 十一代目 十代目

七代目 六代目

九代目 八代目;Γग़͠

十三代目 十二代目

四代目 四代目　愛士
石井恒右衛門

（্※）　吉原奇談
よしの  たかお  たかまど  しんぞう

二代目客
千代の君

二代目
妙心の芸

江
戸
双
六
の
࠷
ߴ
౸
ୡ
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▼︎双六の概要　高
たか お も み じ じ ゅ う さ ん だ い す ご ろ く

雄紅葉十三代双六
ลՈઍੜߘ�  紅亭ԧࡈྲྀݹ　ߍ�ਗ਼国�画 屋फ࣍郎�൛　จٱ元年（�86�年）　サイズ（cm）：縦72��×横73�0

▶︎౦京都தԝ۠ശ࡚にある
ඌҴՙਆߴ （ࣾ写真ᶃ）

※写真は2023年6月�7日に筆者撮影。

▼︎ఱ井画の࠼Ӣは田༿月さんの作
（写真ᶄ）

ඌの画がඳかれたϓϨーτߴ࣏ඌҴՙਆࣾの༝དྷやສߴ︎▼
（写真ᶅ）

※ ද ᶃ の ৼ
ग़しと上（あが
り）の  ༰ は
Լ ه Q Rコー
ド（ I U U Q T � � �
T V H P S P L V �
OFU�202308�
QEG）をࢀরして
ください。
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本
双
六
は
、
日
本
ڮ
を
;
り
出
し

に
、
ߕ
भ
֗
道
を
た
ど
り
、
大
月
、
吉

田
を
経
༝
す
る

࢜
ࢁ
道
を
通
っ
て
、

北
口
本
ٶ

࢜
ઙ
間
ਆ
社（
ࣸ
ਅ
①
ᶄ

ᶅ
）に
ࢸ
る
道
中
を
描
い
て
い
ま
す
。

上
り
は

࢜
ࢁ
で
す（
表
①
）。
こ
の

コ
ー
ス
は
、
ສ
Ԇ
元
年
に
出
൛
さ
れ
た

「
不ㆵ
じ
㆕
㇓
み
ㆡ
㆗
㇋
ㆹ

二
ࢁ
道

ཹ
ᬑ
」
に
も

հ
さ
れ

て
お
り
、
江
戸
ॸ
ຽ
の
一
般
的
な

࢜

ࢁ

の
ొ
ഈ
ϧ
ー
τ
で
し
た
。
マ
ス
に

あ
る
ധ
の

か
ら
み
る
と
、
ਆ
社
ま
で

の
ԟ
࿏
で
３
ധ
す
る
日
ఔ
の
よ
う
で
す
。

　

࢜
ࢁ
は
、
̒
３
３
年
ࠒ
に
ࢁ
ַ
म

ݧ
道
の
։
・
ㆆ
㇓
ㆮ
ㆈ
ㆥ
ㆬ

খ
֯
が
ొ

し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
߱
、
８
̒
̐

～
66（
ః
؍
6
～
̓
）
年
と
１
̓
̌
̓

（
ๅ
Ӭ
4
）
年
に
2
ճ
の
大
き
な

Ր

を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ང
ഈ
す
べ
き
ଘ

ࡏ
で
あ
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
も
中
ظ
以
߱
に
な
る
と
、


࢜
ߨ
の
指
ಋ
者
で
あ
る
ㆯ
㆛
ㆋ
㇏

୩

֯ㆉ

ㆎ

行ㆍ
ょ
うや

ఋ
子
の
৯じ

ㆌ

行ㆍ
ょ
う

身み

㇍
ㆎ・

ଜ㇀
㇉
ㆉ
み
㆓
う
㆛
ㆂ

上
ޫ
ਗ਼

ら
に
よ
っ
て

࢜
ొ
ࢁ
ϒ
ー
Ϝ
が
౸
来

し
ま
し
た
。
身

は
ढ
ज़
に
よ
る
加
持

ف

を
൱
定
し
、
正

と
࣊
൵
を
も
っ

て
ۈ
࿑
に
ྭ
む
こ
と
を
৴
ڼ
の
ݪ

と

し
、
そ
の
教
͑
は
江
戸
ॸ
ຽ
の
間
に
広

が
り
ま
し
た
。

　

࢜
ߨ
は「

࢜
を
ഈ
み
、

࢜
ࢁ

ྶ
に
ؼ
ґ
し
心
ئ
を
এ
͑
、
報
Ը
ײ
ँ

す
る
」
と
い
う
教
ٛ
の
も
と
で
、

࢜

ࢁ
৴
ڼ
を
行
う

織
の
こ
と
で
す
。
　

御ㆈ

㆗師
の
ઌ
ಋ
に
よ
り
、
ߨ
の
代
表
が


࢜
ࢁ
を
ࢀ
ܮ
し
、
本
ٶ

࢜
ઙ
間
ਆ
社

に
ࢀ
ഈ
し
て
か
ら
も

࢜
ീ
ւ
८
り
な

ど
の
म
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
御
師

は
、৴
ڼ
の
指
ಋ
者
で
あ
り
、ಉ
時
に
、


࢜
ߨ
の
ߨ
һ
に

࢜
ొ
ࢁ
時
の
॓
ധ

所
を
ఏ
ڙ
す
る

目
を
୲
っ
て
い
ま
し

た
。
か
く
し
て
、

࢜
ߨ
は
࣍
々
と

૿
͑
、「
江
戸
ീ
ඦ
ീ
ߨ
」
と
呼
ば
れ
、

ོ

を
ۃ
め
ま
し
た
。

　
ྶ
ࢁ
で
あ
る

࢜
ࢁ
は
、
म
ݧ
道
の


౷
と
し
て
、
女
性
の
ೖ
ࢁ
を
ې
止
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ఱ
อ
３
年

に
男

し
た
高
ࢁ
た
つ（
高
ࢁ
ӈ
ۙ
の


ܥ
子
ଙ
）
が
女
性
ॳ
ొ

を

し


げ
ま
し
た
。
൴
女
は

࢜
ࢁ
の
ొ

に

あ
た
り
、
こ
う
い
う
ݴ
༿
を

し
て
い

ま
す
。「
ࢲ
が

上

立
つ
こ
と
で
女

の
道
が
։
け
る
の
で
す
。

上
に
立
っ

た
ࢲ
の
໋
が
終
わ
る
と
も
、
ど
う
か
お


࢜
ࢁ

の
ಓ
͠
る

双
六


࢜
ొ
ࢁ
ϒ
ー
Ϝ
の
Ր

͚



࢜
ߨ
ͱ

࢜
௩

ߴ
ࢁ
ͨ
ͭ
の
ύ
Π
Φ
χ
ア
ϫ
ー
Ϋ

࿈
れ
く
だ
さ
い
」
と
。
今
で
い
う
男
女

ڞ
ಉ
ࢀ
画
社
会
を
切
り

い
た
ύ
イ
Φ

ニ
ア
と
い
͑
る
女
性
だ
っ
た
の
で
す
。

　

࢜
ొ
ࢁ
の
ྺ
）࢙
表
ᶄ
）
を
見
る

と
、
։
国
間
も
な
い
に
も
߆
わ
ら
ͣ
、

֎
国
人
が

࢜
ొ
ࢁ
に
意
ཉ
を
೩
や
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

࢜
ࢁ
の
年
間
ొ
ࢁ
者

は
、

２
̌
１
̕
年

に
は
23
ສ
５
ઍ
名
で
し

た
が
、
そ
の
う
ち
２
ׂ
ఔ

が
֎
国
人

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
ք
Ҩ
࢈

に
ొ

さ
れ
て
い
る

࢜
ࢁ
を
一

、

ొ
っ
て
み
た
い
と
思
う
気
持
ち
は
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

　

࢜
ࢁ
は
２
̌
１
３
年
に「

࢜

ࢁ

৴
ڼ
の
ର

と
芸
ज़
の
源
ઘ
」
の

顕
ஶ
で
普
ว
的
な
Ձ

と
し
て
世
ք
文

Խ
Ҩ
࢈
に
ొ

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
構


ࢿ
࢈
は
、
北
口
本
ٶ

࢜
ઙ
間
ਆ
社

を
ؚ
む

࢜
ࢁ
Ҭ
、

࢜
五
ބ
、
御
師

住

、


ീ
ւ
、
ന
ࢳ
ϊ
ୌ
、
ඒ
อ

দ
ݪ
な
ど
25
Օ
所
で
す
。

　
特
に
、

࢜
ࢁ
が
芸
ज़
の
源
ઘ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
࡞

に

よ
っ
て
ྫ
ূ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
重・
北
斎
な
ど
の
ු
世
絵
、
ԣ
ࢁ

大
؍
・
ΰ
ỽ
ϗ
・
Ϟ
ω
・
η
β
ϯ
ψ
な

ど
の
絵
画
、

取

語・古
今
和
歌
・ू

ҏ


語
な
ど
の
古
య
࡞

、
দ
ඌ
ഄ

া・
༩
ँ

ଜ
な
ど
の
ആ
۟
、
Ն
目
ᕸ

ੴ・
ଠ
࠻
࣏
の
文
ֶ
࡞

、
ག
ۂ
Ӌ
ҥ

な
ど
の
能
…
。

　
ࢲ
た
ち
日
本
人
は
、

࢜
ࢁ
と
い
う

ա
ڈ
か
ら
࿈
໖
と
ଓ
く
Ғ
大
な
芸
ज़
の

Ϟ
ν
ー
ϑ
を
ڞ
有
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
国
は
໓
多
に
な
い
で
し
ょ
う
。

֎
ࠃ
人
ʹ

大
人
ؾ

ܳ
ज़
の
モ
ν
ー
ϑ
ͱ
͠
ͯ
の


࢜
ࢁ

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ेೋ回ᶄ

富士山の登拝ルートは往路三泊
女性の入山禁止に挑戦した高山たつ

■ 表①　北口登山富士詣道中雙六の構成

與瀬

小原

小佛

吉野 關野 上野原・泊 鶴川 野田尻 犬目

八王子 日野・泊 府中 布田 髙井戸 新宿
ຊڮ

ʢ;Γग़͠ʣ

駒木野 吉田 小沼 谷村・泊 大月 駒橋

鳥澤

猿橋

ޱຊٶ࢜ઙؒਆ ʢ্ࣾΓʣ
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●
吉
田  

修（
よ
し
だ
お
さ
む
）

　１
９
５
４
年
生
ま
れ
。

島
根
県
松
江
市
出
身
。
国
際
浮
世
絵
学
会
、
和
文

化
教
育
学
会
、
/
1
0
法
人
写
楽
の
会
の
会
員
を
務

め
る
か
た
わ
ら
、
築
地
双
六
館
館
長
と
し
て
双
六
の

蒐
集
・
研
究
・
制
作
に
取
り
組
む
。

▼︎
公
式
Ｈ
Ｐ
　IUUQ���X

X
X

�TVHPSPLV�OFU� 

（
常
設
展
／
絵
双
六
に
み
る
職
業
観
の
変
遷
特
集
／

大
正
ロ
マ
ン
双
六
特
集
な
ど
）

※写真はすて2023年4月��日に筆者撮影。

■ 
表
②

　
富
士
登
山
の
歴
史

５
９
８
年

６
３
３
年
頃

江
戸
時
代

中
期
�

１
８
３
２
年

（
天
保
３
）

１
８
６
０
年

（
万
延
元
）

１
８
６
７
年

（
慶
応
３
）

１
８
９
１
年

（
明
治

　）

１
８
９
５
年

（
明
治

　）

１
９
１
３
年

（
大
正
２
）

１
９
２
３
年

（
大
正

　）

１
９
２
７
年

（
昭
和
２
）

１
９
２
９
年

（
昭
和
４
）

１
８
９
８
年

（
明
治

　）

１
９
６
９
年

（
昭
和

　）

２
０
１
３
年

（
平
成

　）

１
９
６
４
年

（
昭
和

　）

１
８
７
２
年

（
明
治
５
）

年
代

  

出
来
事

聖
徳
太
子
が
馬
に
乗
り
、富
士
山
を
登
�
た
と

い
う
伝
説
が
あ
る

山
岳
修
験
道
の
開
祖
・
役
小
角
が
登
頂
し
た

と
さ
れ
る

富
士
講
が
広
ま
り
、庶
民
の
間
で
富
士
登
山

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。各
地
に
富
士
塚
が

築
か
れ
る

男
装
し
た
高
山
た
つ
が
女
性
初
登
頂

初
代
イ
ギ
リ
ス
駐
日
行
使
ラ
ザ
フ
�
�
ド
・

オ
�
ル
コ
�
ク
が
外
国
人
初
登
頂

イ
ギ
リ
ス
人
ハ
リ
�
・パ
�
ク
夫
人
が
外
国
人

女
性
初
登
頂

ウ
�
ル
タ
�
・
ウ
�
ス
ト
ン
が
冬
季
富
士
登
山

（

　月
）

女
人
禁
制
が
解
か
れ
る

�2

24

野
中
到
が
山
頂
で
越
冬
気
象
観
測
を
試
み
る

28

鶴
見
宣
信
歩
兵
大
尉
ら
軍
人
６
人
が
吉
田
口

か
ら
ス
キ
�
登
山

皇
太
子
裕
仁
親
王（
後
の
昭
和
天
皇
）が
須
走

口
よ
り
登
頂

男
性
２
人
と
共
に
中
村
テ
ル
が
冬
季
女
性
初

登
頂

　

大
月
�
上
吉
田（
現
在
の
富
士
山
駅
）間
に
富

士
山
麓
電
気
鉄
道（
現
在
の
富
士
急
行
）が

開
業

小
泉
八
雲
が
御
殿
場
か
ら
富
士
山
へ

3��2442� 3�

富
士
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
開
通

﹁
富
士
山�

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
﹂と

し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
が
開
通

˛写真ᶃ ޱ本ٶ࢜ઙؒਆ （ࣾॏ要จ化ࡒ）˛写真ᶅ ྷなഁ風ߏのਡ๚ഈ఼（ॏ要จ化ࡒ） ˛写真ᶄ「࢜ొޱ山ಓ本ಓ」と
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表
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３
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時
代

中
期
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年

（
天
保
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年

（
万
延
元
）

１
８
６
７
年

（
慶
応
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）
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８
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年

（
明
治
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８
９
５
年
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９
１
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年

（
大
正
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）
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９
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年
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年

（
昭
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昭
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（
明
治

　）

１
９
６
９
年

（
昭
和
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１
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年

（
平
成

　）

１
９
６
４
年

（
昭
和

　）

１
８
７
２
年

（
明
治
５
）

年
代

  

出
来
事

聖
徳
太
子
が
馬
に
乗
り
、富
士
山
を
登
�
た
と

い
う
伝
説
が
あ
る

山
岳
修
験
道
の
開
祖
・
役
小
角
が
登
頂
し
た

と
さ
れ
る

富
士
講
が
広
ま
り
、庶
民
の
間
で
富
士
登
山

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。各
地
に
富
士
塚
が

築
か
れ
る

男
装
し
た
高
山
た
つ
が
女
性
初
登
頂

初
代
イ
ギ
リ
ス
駐
日
行
使
ラ
ザ
フ
�
�
ド
・

オ
�
ル
コ
�
ク
が
外
国
人
初
登
頂

イ
ギ
リ
ス
人
ハ
リ
�
・パ
�
ク
夫
人
が
外
国
人

女
性
初
登
頂

ウ
�
ル
タ
�
・
ウ
�
ス
ト
ン
が
冬
季
富
士
登
山

（

　月
）

女
人
禁
制
が
解
か
れ
る

�2

24

野
中
到
が
山
頂
で
越
冬
気
象
観
測
を
試
み
る

28

鶴
見
宣
信
歩
兵
大
尉
ら
軍
人
６
人
が
吉
田
口

か
ら
ス
キ
�
登
山

皇
太
子
裕
仁
親
王（
後
の
昭
和
天
皇
）が
須
走

口
よ
り
登
頂

男
性
２
人
と
共
に
中
村
テ
ル
が
冬
季
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性
初
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頂

　

大
月
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上
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現
在
の
富
士
山
駅
）間
に
富

士
山
麓
電
気
鉄
道（
現
在
の
富
士
急
行
）が

開
業

小
泉
八
雲
が
御
殿
場
か
ら
富
士
山
へ

3��2442� 3�

富
士
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
開
通

﹁
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信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
﹂と

し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
が
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通
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38２０２４ 冬

（
表
ᶄ
）。
ٛ
経
は
第
５
位
に
ϥ
ϯ
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。「

報
ྔ
は
Ҡ
ಈ
ڑ


の
二

に
ൺ
ྫ
す
る
」
と
い
う
ݴ
༿
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、

報
ྔ
は
発
想
の
๛
か
さ

に
も

݁
し
ま
す
。
ϥ
ϯ
Ω
ϯ
ά
を
見

る
と
お
お
い
に
ᰐ
け
ま
す
。
ཾ
അ
の
日

本
の
国
家
構
想
、
ҏ
能

ܟ
の
Պ
ֶ
の

୳
ٻ
、
一
茶
の

࡞
の
ク
Ỽ
リ
テ
ィ
、

家
߁
の
ฏ
和
と
౷
࣏
の
࣮
現
、
ٛ
経
の

新
発
想
の
戦
ज़
。
ए
者
よ
、
お
お
い
に

歩
き
、

ݥ
を
し
よ
う
ʂ

　
ٛ
経
の
ڧ
ਟ
な

体
と
戦
ज़
思
ߟ
が

あ
れ
ば
、
現
代
に
お
い
て
、
ϓ
ロ
ア
υ

ϕ
ϯ
ν
Ỿ
ー
Ϩ
ー
サ
ー
と
し
て
も

ޭ

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
！？

　
ژ

に
は
ٛ
経
の
Ώ
か
り
の

が
多

く
あ
り
ま
す
。
΄
ん
の
一
෦
を

հ
し

ま
す
（
ࣸ
ਅ
①
～
ᶆ
）。
Ҍ
അ
ࢁ
の
僧

正
ἃ
୩
に
ٛ
経
ಊ
が
あ
り
ま
す
（
ᶆ
）。

御
ಊ
の
प
り
に
は
多
く
の

ਿ
が
そ
ͼ

͑

厳
な
ง
ғ
気
を
ৢ
し
出
し
て
い
ま

す
。
ฏ
ઘ
の
高㆟
ㆉ
ㆠ
ㆡؗ

で
࠷
ظ
を

げ
た
ٛ

経
の
ࠢ
は
、
こ
の
Ҍ
അ
ࢁ
の
ٛ
経
ಊ



り
、
ः
ಹ
Ԧ
尊
と
し
て

ら
れ
て
い

ま
す
。
ࢀ
道
か
ら
গ
し

れ
た
と
こ
Ζ

に
あ
る
ٛ
経
ಊ
は
Կ
か
ऐ
し
そ
う
で
も

あ
り
ま
し
た
。

・
ٛ
ៃ
ಊ
女
い
の
れ
り
み
ち
の
く
の

　
　
高
ؗ
に
܅
あ
り
と
ࠂ
げ
ま
し
　

（
༩
ँ

থ
子
）

・
গ
年
の
ٛ
ៃ
の
こ
と
も
い
め（
ˎ
）
の

ご
と
き
　
僧
正
୩
に
わ
れ
の

ਨ
る

　（
斎
藤
ໜ
吉
）

　
本
双
六
は
源
ٛ
経
の
生
֔
に
わ
た
る

ख
ฑ
を
描
い
た
も
の
で
す
。
ま
さ
に
ٛ

経
の
武
܄
υ
ϥ
マ
を
一
気
に
ಡ
ま
せ
る

も
の
で
す
。
歌

ب
の
名
ԋ
目
で
あ
る

ٛ㇈
㆗
ㆤ
ㆭ経

ઍ㆛
㇓
ㆼ
㇓本

㆖ࡩ
ㆎ
㇉は

、

落
ち
し
た
源
ٛ

経
と
、
生
き
Ԇ
ͼ
て
い
た
ฏ
家
の
武
ক

た
ち
や
そ
れ
に
ר
き
ࠐ
ま
れ
た
者
た
ち

の
൵
ܶ
を
描
い
た
ス
τ
ー
リ
ー
で
す

が
、
ٛ
経
の
生
֔
を
一

に
ԋ
じ
る
ԋ

目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
双
六
で
は
武
ক
ٛ
経
の
ܶ
的
な

人
生
を
描
き
き
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、筆
者
は
双
六
の
特

は
「
υ

ϥ
マ
ల
։
の
一
ཡ
性
」
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
;
り
出
し
は
、
ڇ
ए
ؙ
が
Ҍ
അ
ࢁ
の

ఱ
ۡ
か
ら
ฌ
法
を
教
わ
り
、
五
条
ڮ
で

ห
ܚ
と
出
会
う
γ
ー
ϯ
で
す
。
こ
こ
か

ら

ఢ
と
の
ό
τ
ϧ
ス
τ
ー
リ
ー
の
ス

λ
ー
τ
で
す
（
表
①
）。

　
ઌ
ͣ
は
、
Ҍ
അ
ࢁ
を

出
し
た
ڇ
ए

ؙ
は
ແ
ྱ
な
関
ἃ
ݪ
ᢛ
ࢢ
を
౼
ち
、


࢜

の
戦
い
で
源
ࢯ
の
ដ
揚
を
行
い
、

܀

έ
ݪ
と
Ӊ
࣏

の
合
戦
が
ଓ
き
ま

す
。
そ
の
後
、
ന

୷
ւ
、
関
έ
ݪ
ᢛ

ࢢ
、
۽
ࡔ

ൣ
を

し
、
ҏ

三

や

ࠤ
藤

৴
を

ౘ
に
加
͑
ま
す
。
こ
の

間
、
ٛ
経
の
ॳ
࿀
の
人
で
あ
る
օみ
ㆪ

ㆥ
㇋

ඣㆲ
㇁

と
出
会
い
、
लㆲ

ㆧ
ㆲ
ߧ㇉

と
の
ର
໘
に
ࢸ
り
ま

す
。
ଓ
い
て
、ฏ
家

౼
の
戦
い
で
す
。

一
の
୩
、ീ
ᢦ
ඈ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

࠷
後
は
西
国
か
ら
み
ち
の
く

の
ಀ
ආ

行
で
す
。
西
国
を
目
指
し
た
大
ㆠ
ㆂ
㇂
ㆤ
ㆮ
う
㇉


Ӝ
の

ધ
出
。
ງ

夜
౼
で
は
པ
朝
の

客
で

あ
る

ࠤ

ণ
ढ़
に
そ
な
͑
る
ٛ
経
と

静
御
前
の
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。
҆

関

で
は
、
関
守
の
ㆨ
ㆋ
㆗
㇄
㆙
ㆂ
ㆆ

ֽ
ହ
家
に
ק
進
ா
を

ಡ
み
上
げ
る
ห
ܚ
。
そ
し
て
、
上
り
は

ٛ
経
ओ
従
の
༐

な
ધ
出
で
す
。

　
な
お
、
本
双
六
は
、
ㆍٛ
㆐
ㆂ
ㆌ

経
ه
（

）

を
ϕ
ー
ス
に
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
࢙
࣮
と

࡞
が
な
い
ަ
ͥ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
ཹ
意
す
る
ඞ
要
が

あ
り
ま
す
。
双
六
は
Τ
ϯ
λ
ー
テ
イ
ϯ

ϝ
ϯ
τ
π
ー
ϧ
な
の
で
す
。

　
双
六
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ٛ

経
の
Ҡ
ಈ
ڑ

は


で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
奥
भ
ฏ
ઘ
に
お
い
て
、
わ
ͣ
か
31

ࡀ
で
生
֔
を
終
͑
る
ま
で
、
ژ

・
ฏ

ઘ
・
鎌
倉
・
ஃ
の
Ӝ
・
吉

・
҆

関

そ
し
て
࠶
ͼ
ฏ
ઘ
に
Ҡ
ಈ
し
ま
す
。
そ

の
ڑ

は
い
か
΄
ど
で
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
ʁ
　
表
の
「
Ғ
人
の
生
֔
Ҡ

ಈ
ڑ

ϕ
ス
τ
5
」
を
ご
ཡ
く
だ
さ
い

双
六
のủ
υ
ϥ
Ϛ
ల
։
のҰཡ
ੑ
Ứ

ٛ
ܦ
の
ઓ
͍
ͱ
࿀
Ѫ
を
ඳ
͘

築地双六館館長　吉田 修

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ेࡾ回①

スケールの大きな義経の生涯を
ダイナミックに描いた双六

ੜ
֔
Ҡ
ಈ
ڑ

ୈ
̑
Ґ

ˎ
ສ
༿
集
の
ੈ
ք
Ͱ

ເ
の
͜
と
を
ủ
͍
め
Ứ
と
ൃ

Ի
͢
る
。

ớ

Ờ
ٛ
ܦ
ه

、
ݯ
ٛ
ܦ
と
ͦ
の
ओ
ै
を
த
৺
に

ॻ
͍
た
作
ऀ
ෆ
ৄ
の
܉
ه

ޠ
。
全
8
ר
。
ೆ

ே

࣌

か
ら
ࣨ
ொ
࣌

ॳ
ظ
に

ཱ
し
、
ޙ
ੈ
の
ଟ
͘

の
文
学
作

に
Ө
ڹ
を
༩
͑
、
ࠓ

の
ٛ
ܦ

ͦ
の

प
ล
の
人

の
Π
ϝ
ồ
δ
の
ଟ
͘

ủ
ٛ
ܦ
ه
Ứ
に

४
ڌ
し
て
͍
る
。

ٛ
ܦ
の


を
୧
る

※YouTube チャンネル「歴史じっくり紀行」より　※諸説あり

■ 表②　偉人の生涯移動距離ベスト 5（日本人・船・騎乗等含む）

順位

1

2

3

4

5

46,000

35,000

16,000

9,000

7,000

坂本龍馬

伊能忠敬

小林一茶

徳川家康

源義経

人物 移動距離(km)
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※写真は2023年8月28日に筆者撮影。

●白川湛海(湛海坊）：平安時代後期の剣術家で、鬼一法眼(きいちほうげん)の弟子。刺客として義経のもとにつ
かわされ、京都五条で義経をおそうが、逆に殺される。●関ケ原與市:鞍馬山を脱出した牛若丸が、美濃国の山中
で関原与市に馬のはね水をかけられたのを憤り、与市を切ってその馬を奪う。●皆鶴姫:義経は鬼一法眼の兵法
書を学ぶために、義理の娘皆鶴姫に近づき恋仲になる。義経は平清盛に気づかれ奥州へ逃げる。 姫は義経の
後追うも追いつけないと知り、難波池に身を投げる。　●堀河夜討:文治元年１０月、土佐坊昌俊が頼朝の義経
追討の命を受け、京都六条堀川の館に夜討ちをかけたが、義経側に逆に討ち取られた事件。●伊勢三郎:伊勢
義盛のことであり、源義経・四天王のひとり。忍者の祖とされる。●忠信（佐藤忠信）：源義経・四天王のひとり。父
は奥州藤原氏に仕えた佐藤基治。兄は佐藤継信。●熊坂長範:伝説上の盗賊。熊坂は、牛若丸の一行の旅宿を
襲ったが、逆に斬り殺されたという。●藤原秀衡:秀衡は奥州を発展させ、朝廷から鎮守府将軍に任じられる。頼朝
に追われている義経をかくまう。

■ 表①　双六の構成とマスの解説

安宅関

八艘飛 一の谷 大捕物 忠信

皆鶴姫 宇治川 粟津ヶ原 富士川旗揚

関ケ原與市うち 秀衡たいめん 熊坂長はん 伊勢三郎

白川湛海 一壽斎芳員画　ふり出し　神明前　丸甚板 五条橋

堀河夜討্Γ

▲④鞍馬寺僧正ヶ谷の義経堂▲③鞍馬寺仁王門

▲②五条大橋の牛若丸と弁慶のモニュメント▲①北区牛若町にある牛若丸誕生の地
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仮
名
ख
本

ਉ
ଂ
は
ٛ
経
ઍ
本
ࡩ

や
ੁ㆙
ㆋ
㇏
㇉
ㆧ
㇓
じ
ゅ
ㆦ
ㆪ
㇉
ㆂ
ㆉ
ㆋ
み

ݪ

त
ख
श
ؑ
と
ฒ
Ϳ
歌

ب

や
人
ܗ
ড়
ྤ
ཨ
に
お
け
る
三
大
名
࡞

で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
内
༰
を
ご
ଘ
じ
の
ํ

は
গ
な
い
で
し
ょ
う
。

ึ
࿘
࢜
の
౼

ೖ
は
武
家
社
会
の
大
ス
Ω
Ỿ
ϯ
μ
ϧ
で

あ
り
、
そ
の
ま
ま
上
ԋ
す
る
こ
と
は
ນ


൷

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
ڵ
行
ओ
や
൛
元
は
、
時
代
も
人


も
ஔ
き

͑
て
٭
色
す
る
こ
と
で
ൈ
け

道
と
し
た
の
で
す
。
܉
ه

語
で
あ

る
ଠ
ฏ
ه
に
な
ͧ
ら
͑
て
、
ઙ

内
匠

಄
は
Ԙㆆ
㇓
㇄
ㆯ
㇓
ㆋ
㇓
㆟
ㆉ
㆕
ㆠ




高
定
、
吉
ྑ
上

հ

は
高㆓
う
ㆮ
㇀
㆕
㆗
ㆮ
ㆉ
み
㇂
㇍
ㆮ
う

武
ଂ
守
師

、
大
ੴ
内
ଂ
助
は

大ㆈ
ㆈ
ㆼ
㆗
㇆
㇉
ㆮ
㆙
㆐
㇈
㆗
ㆉ
ㆭ


༝
ྑ
助
ٛ
金
に
ஔ
き

͑
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
仮
名
ख
本
と
は
江
戸
時
代
の
寺
子
屋

で
使
う
文
ࣈ
の
ಡ
み
書
き
の
お
ख
本
の

こ
と
。
い
Ζ
は
歌
も

ึ
࿘
࢜
の

も

47
で
あ
る
こ
と
の
ؚ
意
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
୭
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
仮

名
書
き
に
し
、

ਉ
の
ख
本
に
し
ま
し

た
。
ܶ
中
で
は
大ㆈ
ㆈ
ㆼ
㆗
㇆
㇉
ㆮ
㆙
㆐


༝
ྑ
助
の
元
と

な
っ
た
大
ੴ
内
ଂ
助
を
҉
ࣔ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
機

に

ん
だ
Ӆ
し

文
ࣈ
に
よ
っ
て
ҹ

ਂ
い
ԋ
目
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
仮
名
ख
本

ਉ
ଂ
は
、
以
下
の
文
ষ

で
始
ま
り
ま
す（
ࣸ
ਅ
①
）。

　
Յㆉ
ㆉ
うࡘ

有
り
と
い

ど
も
৯
せ
͟
れ
ば

ଖ
の
味
は
ͻ
を
し
ら
ͣ
と
は
。
国
࣏

ま
っ
て
よ
き
武
࢜
の

も
武
༐
も
か
く

る
ʍ
に
。
た
と

ば

の
ன
見

ͣ
夜

は
ཚ
れ
て
顕
は
る
ʍ
。
ྫ㆟
㇁
㆗を

ᗢ㆓
㆓
㇍に

仮
名

書
き
の
ଠ
ฏ
の
代
の

ㆾ
ㆤ
り
㆔
ㆨ…

。

　
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
内
༰
で
す
。

　
ど
ん
な
に
お
い
し
い
と
い
わ
れ
る
ご



で
も
、
࣮
ࡍ
に
口
に
し
な
け
れ
ば

そ
の
お
い
し
さ
は
わ
か
ら
な
い
。
ฏ
和

な
世
の
中
で
は
立

な
武
࢜
の

ٛ
も

武
༐
も
こ
れ
と
ಉ
じ
で
、
そ
れ
ら
は


に
ฉ
く
だ
け
で
࣮
ࡍ
に
目
に
す
る
こ
と

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
そ
ん
な

世
の
中
で
も
、
立

な

ٛ
の
武
࢜
は

ඞ
ͣ
い
る
。

は
ன
に
は
見
͑
な
い
が

夜
に
な
れ
ば
ۭ
に
た
く
さ
ん
現
わ
れ
る

の
と
ಉ
じ
よ
う
に
、
普
段
は
見
͑
な
く

て
も

ٛ
の
武
࢜
は
、
あ
る
べ
き
と
こ

Ζ
に
は
֬
か
に
ଘ
ࡏ
す
る
の
だ
。
そ
ん

な
武
࢜
た
ち
の

を
わ
か
り
қ
い
よ
う

に
仮
名
書
き
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
આ
໌

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
武
࢜
の

ٛ
を
後
世
に
広
く

そ
う

Ծㆉ
ㆪ
ㆧ
ㆻ
㇓
ㆡ
㇞
ㆄ
㆗
㇓

㇉

໊
ख
ຊ

ਉ
ଂ
ͱ


͍
Ζ



ึ
࿘
࢜

࢛
े
ࣣ

ී
ஈ

ݟ
͑
ͳ
͍

ٛ
の

࢜

と
、
ࣥ
筆
意
図
を
高
く
ܝ
げ
て
書
か
れ

た
の
が
仮
名
ख
本

ਉ
ଂ
な
の
で
す
。

　
双
六
の
ల
։
と
構

を
見
て
み
ま

し
ょ
う（
表
①
）。

語
は
全
11
段
構


で
す
。
鎌
倉

岡
ീ
഼
ٶ
で
の
師

に

よ
る


の
・࠺
ㆉإ
ㆈ
㇈
㆔
㆜
㇓

世
御
前

の
ԣ
࿀

ู
か
ら
、
苦
心
の
末
に
༝
ྑ
之
助
以
下

の
四
े
ࣣ
人
に

ึ
࿘
࢜
が
౼
ち
ೖ
っ

て
本
ջ
を

げ
る
ま
で
を
30
の
マ
ス
で

描
い
て
い
ま
す
。

　
画
師
の
歌

ᅳ
（̓
１
̓
̕
̐
～

１
８
３
２
年
）
は
、
ॳ
代
歌

๛
国
門

下
の
三
Ӌ
ӊ
の
一
人
で
す
。

者
絵
の

΄
か
ඒ
人
画
や
ු
絵
、
合
ר
の
ૠ
絵
、

ஂ
ઔ
絵
、

筆
画
を
描
き
ま
し
た
。


あ
る

ਉ
ଂ
の
双
六
の
中
で
ࡉ
か
い
筆

ݣ
い
で
特
色
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

ਉ
ଂ
所
ԑ
の

を
ژ

と
東
ژ
に

๚
Ͷ
て
み
ま
し
た（
ࣸ
ਅ
ᶄ
～
ᶈ
）。
ژ


ࢁ
Պ
の
ㆂؠ
㇏
㇄
じ

屋
寺
は
大
ੴ
内
ଂ
助（
ྑ

༤
）
ؓ
ډ
の

で
す
。
ࢀ
道
の

に
は

Ն
草
に
ғ
ま
れ
て「
大
ੴ
ྑ
༤
܅
Ӆ


چ
ᅿ
」
の
ൾ
が
あ
り
、
そ
の
प
り
に
は

来
๚
者
の
思
い
が
こ
も
っ
た
三
つ
の
۟

ൾ
が
あ
り
ま
し
た
。

・
元

の
　
ઇ
の
ਂ
さ
や
　
里
ご
も
り
　

・
ち
り
͵
る
は
　
を
と
こ
の
は
な
と
　

　
　
う
ち
ೖ
り
そ
ば

・
ਖ
΄
ど
の
　
時
Ӎ
に
ѭ
;
も

　
　
ژ
の
ऐ

　
ژ

ࢁ
Պ
の

は
江
戸
元

の
時
代

色
で
છ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

四
े
ࣣ
࢜
に
合
ঠ
。

Վ

ب
の
ల
։
を

��
Ϛ
ε
Ͱ
࠶
ݱ


ਉ
ଂ
を
୧
る

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第ेࡾ回ᶄ

忠臣蔵のドラマチックな物語が渦巻き状に
描かれて討ち入りに集結する双六

■ 表①　双六の構成

其二

其二

其二

其三

其三

其三 其二

其二

ஈޒ
山崎街道鉄砲渡し/
山崎街道二つ玉

ೋஈ
桃井館力弥使者／

松切り

ஈࡾ
足利館門前進物
足利館松の間刃傷

足利館裏門

幕

其二

其二

ेஈ
発足の櫛笄

ஈ
山科閑居

ࣣஈ
祇園一力茶屋

ॳஈ ;Γग़͠ɹେং
鶴ヶ岡社兜改め

্　其二（十一段目）
高家表門討入/高家奥庭泉水/
高家炭部屋本懐/両国橋引揚

ീஈ
道行旅路の嫁入

ஈ
与市兵衛内勘平

腹切

其二

其三

引幕

ஈ࢛
扇ヶ谷塩冶判官

切腹/
扇ヶ谷表門城

明渡し

其三

其二

新板仮名手本
忠臣蔵双六撰
者
立川焉馬
塵外楼清澄 
画師 歌川國安
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じんがいろうきよすみ

▼表①
「 双 六 各 段
の説明（簡略
版）」は本QR
コードを参照
してください。

▼双六の概要　新
し ん ぱ ん か な で ほ ん ち ゅ う し ん ぐ ら す ご ろ く

板仮名手本忠臣蔵双六　

撰者：立川焉
え ん ば

馬・塵
じんがいろうきよすみ
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▲①仮名手本忠臣蔵（竹田出雲本）

▲②一力茶屋 ▲③山科西野の岩屋寺 ▲④大石良雄隠棲の地

▲⑤高輪泉岳寺 ▲⑥四十七士の墓
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ܠ
に
、
ؓ
ຽ
が
江
戸
ਂ

佐
լ
ொ
の
൛

ݩ

Ԭ

に
出
൛
を
ґ
པ
し
、
ؓ
ຽ
࡞

ը
の
下
ֆ
を
提
供
し
た
。

Ԭ

は
ֆ

ࢣ
・
๕
ز
、
ூ
ࢣ
、

ࢣ
を
ࠩ
配
し
、

出
൛
し
た
Ứ
と
ਪ
ଌ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
はཱྀ
㆟
㆔
㇄



と
ࢳ
໖


の
マ
ス
に
は

ủ
養
ࢋ
ߨ
Ứ
の

൘
が
あ
り
、ủ
Ԟ
भ
ྊ

 

ߨ
ݩ
ൃ
起
人 

छ

ؒ
ߦ
司 

中
Ҫ


三
郎（
ؓ
ຽ
）Ứと
ॻ
か
れ
て
い
ま
す
。

ؓ
ຽ
は
養
ࢋ
ߨ
の
ൃ
起
人
で
、
各
地
の

ࢋ
छ
ߦ

人
の
定
॓
や
取
引
先
の
ࢳ
໖



・
ޖ

ళ
に
、
こ
の

൘
が
ܝ
͛

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
双
六
の
ߏ

を
ݟ
て
み
ま
し
ょ
う

（
表
ᶃ
）。
振
出
し
は
ࢋ
の
छ
取
り
の


໘
で
す
。
こ
こ
か
ら
出
た
目
に
従
っ
て

36
の
マ
ス
を
८
る
〝
飛
廻
り
双
六
〟
に

な
っ
て
い
ま
す
。
छ
引
き
・
ࢳ
取
り
・

ຨ
ຏ
き
・
ຨ
ׯ
し
・
ഗ

い
・
ࢴ

し
・

܂
බ
取
り・܂
ఠ
み・܂
ࠁ
み・୨

り・

ࢳ
໖

・ޖ

等
の
マ
ス
目
を
経
て
、

ٶ
中

ຨ
と
ݜ
৫
物
を
ݙ
上
し
て
上
り

で
す
。
地
方
と
ఱ
皇
が
ݜ
に
よ
っ
て
ܨ

が
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
ݜ
৫
物
一

を
࡞
る
に
は


̎
̓
̌
̌
಄
の
ࢋ
が
98
Ω
ロ
の
܂
の
༿

を
৯

て
̐
̕
̌
̌
g
の
ຨ
を
࡞
り
、

こ
の
ຨ
か
ら
生
ࢳ
̕
̌
̌
g
が
得
ら

れ
、
ݜ
৫
物
一

（
̓
̌
̌
g
）
を
৫

る
こ
と
が
出
来
る
そ
う
で
す
。
養
ࢋ
と

は
Կ
と
ख
ؒ
Ջ
の
か
か
る

ࣄ
で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
ʂ

　

外
左
ଆ
に
は
、ủ
உ
ঁ
の
い
し
や

う
、
四
ق
の
ࠩ
ผ
な
し
、
そ
ϋ
ը
や
う

を
ඒ
ࣄ
に
せ
ん
と
の
ۀ
な
れ
ϋ
、
あ
や

し
む
な
か
れ
Ứ
と
、ॻ
か
れ
て
い
ま
す
。

உ
ঁ
の
ҥ

は
࣮
ଶ
と
ҟ
な
り
、
๕
ز

に
よ
る
ඒ
త

࡞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ֆ
ࢣ
の
心
配
り

が
ֆ
双
六

の
関
心
を
ߴ
め
た
の
で

す
。

　
本
双
六
は
養
ࢋ
が
ς
ー
マ
で
す
。
ݜ

の
生
࢈
は
紀
ݩ
前
3
ઍ
年
ࠒ
の
中
国
で

࢝
ま
り
ま
し
た
。
少
な
͘
と
も
前

の

時
代
に
は
ࢋ
ࣨ
で
の
Թ
育
๏
や
ࢋ
ཛ
の

อ

方
๏
が
֬
ཱ
し
て
い
ま
す
。

い

ؒ
、
養
ࢋ
や
ݜ
の

๏
は
ଞ
の
地
Ҭ
に



し
て
お
ら
ͣ
、
ಠ


と
し
て
、

中
国
か
ら

࿏
・
ւ
࿏
で
イ
ϯ
υ
、
ϖ

ル
γ
Ξ
方
໘
に
༌
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
γ
ル
ク
ロ
ー
υ
の
࢝
ま
り

で
す
。
ݹ
代
ロ
ー
マ
で
も
ݜ
は
上
ྲྀ

階
級
の
ҥ

と
し
て
大
ม

ま
れ
ま
し

た
。
γ
ル
ク
ロ
ー
υ
を
通
じ
て
ロ
ー
マ

に
ӡ
ば
れ
た
ݜ
は
、
金
と
同
じ
Ձ

が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
ॻ
紀
に
は
Ԡ
ਆ
ఱ
皇
14
年

（
̎
̔
̏
年
）に
ඦ
ࡁ
の
王
が
ਅㆾ

ໟ㆐

ㆤ津
と

い
う
ػ
৫
り
職
人
を
わ
が
国
に

ݣ
し

た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
Ԡ
ਆ
ఱ
皇
16
年

に
は
、
養
ࢋ
と
ػ
৫
り
の
ٕ
ज़
者
を
ଟ



い
て
ඦ
ࡁ
の
㇆ٷ
ㆥ
き
の
き
ㆿ

݄
܅
が
ؼ
Խ
し
た

と
の
こ
と
で
す
。
以
߱
、

ྩ
੍

下

に
お
い
て
、
納
੫
の
た
め
の
ݜ
৫
物
の

生
࢈
が

ん
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、


࣭
は
中
国
࢈
に
は
る
か
に
ٴ
ば
ͣ
、

生
࢈
は
ঃ
ʑ
に
ਰ
ୀ
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
江
戸
幕
府
は

࣭
վ
ྑ
と
ࢋ
छ
֬
อ

の
た
め
、
代
表
త
な
࢈
地
で
あ
っ
た
چ

݁

藩
を
ఱ
ྖ
Խ
し
、
生
࢈

݅
の
ྑ

い

Ԟ
国
伊
達
܊
に
も
生
࢈
ڌ

を
ઃ

け
て
ࢋ
छ
の
ಠ

ൢ
ച
を
ࢼ
み
ま
し

た
。
こ
れ
に
ର
し
て
ઋ

藩
な
ど
の
大

藩
や
、
上

国
な
ど
の
খ
藩
が
幕
府
か

ら
の
ѹ
ྗ
に
も
か
か
わ
ら
ͣ
養
ࢋ
ࣄ
ۀ

に
ྗ
を
入
れ
た
た
め
、
地
方
で
も
生

ࢳ
や
ݜ
৫
物
の
࢈
地
が
ܗ

さ
れ
ま
し

た
。
ീ
代
将
܉
ಙ

٢
फ
は
、

қ


ࣈ
ੋ
正
の
た
め
全
国
で
生
࢈
を

ྭ

し
、ủ
養
ࢋ
ൿ
録
Ứ（
ࣸ
ਅ
ᶃ
）
等
の
出

൛
の

果
も
あ
り
、
江
戸
時
代
中
ظ
に

は
中
国
の
ݜ
と
ൺ
ݞ
す
る

࣭
に
ま
で


上
し
ま
し
た
。
幕

の
開
ߓ
ޙ
は
、

ݜ
が

本
の
ॏ
ཁ
な
༌
出

と
な
り
ま

し
た
（ủ
養
ࢋ
の
ࣄ
ۀ
と
ٕ
ज़
の
ྺ
࢙
Ứ

の
ৄ
ࡉ
は
Q
R
コ
ー
υ
を
参
র
）。

　
本
双
六
の
੍
࡞
者
で
あ
る
中な
ㆉ
い
ㆉ
ん
ㆿ
ん

Ҫ
ؓ
ຽ

は
、
文
Խ
10
年
（
̍
̔
̍
̏
年
）
に
、

ݱ
在
の

島
ݝ
伊
達
市
ྊ

ொ
に
生
ま

れ
、ứ
養
ࢋ
ਫ਼
義
Ừ
を
ஶ
す
な
ど
養
ࢋ

ࣄ
ۀ
の
ઐ

家
で
し
た
。
本
双
六
は


島
ݝ
࢙
学
ձ
役
員
の
Ѩ
部
ढ़

氏
に
よ

れ
ば
、ủ
養
ࢋ
ߨ
の
全
員
の
ཁ

を
എ

ཆ
ࢋ

ݹ

த
ࠃ
の
ಠ

ٕ
ज़

築地双六館館長　吉田 修

男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第े࢛回①

養蚕をテーマに、絹糸づくりに関わる
人々の姿と工程を示した双六

ນ

の
ཆ
ࢋ
ࣄ
ۀ
ৼ
ڵ
ࡦ

த
Ҫ
ؓ
ຽ
ϓ
ϩ
σ
ỿ
ー
ε
ɹ

ཆ
ࢋ
ૣ
Θ
͔
Γ
双
六

■表① 新版奥州本場養蚕手引寿語禄の構成

糸綿問屋

はたごや いととり まゆみがき まゆほし 露おとし 蚕神祭

桑苗取 わたかけ まゆかき 手やすみ 蚕ひかし には蚕

ふな蚕 あたますき ふそろひ たか蚕 あら切 獅子蚕 よどみ蚕

紙はなし はきおろし 煤払 ゑびらおり蚕 棚つり 桑きざみ 桑つみ

水冷 たねひき ;Γग़͠ɹ͔͍ͨ͜ͶͱΓ わらだ干 たね手入

長者 献上取次 呉服店্Γ

ඦ
ࡁ
Ԧ
͕
ػ
৫
Γ
৬
人
を

ݣ
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ग़య：国ཱ国ձ図ॻ ʮؗ/%-イϝʔδόϯΫʯ

▼︎双六の概要　新
し ん ぱ ん お う し ゅ う ほ ん ば よ う さ ん て び き す ご ろ く

版奥州本場養蚕手引壽語禄　

٠ण堂Ԭ屋ॿ/Ѹ　Ұࡈܙ๕ز（歌川๕زɾམ合๕ز）/ච　দᆹݢதҪؓຽ/ஶ　ܚԠ�（����）　サイズ（Dm）：��.�×��.�

⾢ʮཆࢋのۀࣄとٕज़
のྺ࢙）ʯはຊ23コʔυ
をࢀরして͘ だ͞ い。

⾣্֞क国(う͑ がき
もり͘ に)がڗ�に
ग़ੴൡのࢧԉをड͚
てग़版。Ҏ߱ඦؒ
もཆࢋのڭՊॻとし
て༻ れ͞ଓ͚、ຊ
のۙཆۀࢋのૅج
を࡞ たͬ。
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こ
の
双
六
が
制
作
さ
れ
た
の
は
慶
応

3
年
、
ペ
リ
ー
来
航
の
14
年
後
の
こ
と

で
す
。
既
に
江
戸
庶
民
に
は
、
日
本
の

国
と
文
化
を
一
覧
化
し
て
観
る
眼
が

育
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
木
版
多
色

刷
り
の
双
六
に
よ
っ
て
大
衆
化
さ
れ
、

津
々
浦
々
に
ま
で
普
及
し
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
双
六
は
扇
絵
が
モ
チ
ー
フ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
金
銀
な
ど
の
下
地
の

上
に
色
彩
豊
か
に
描
く
扇
絵
は
、
平
安

時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
日

本
の
特
産
品
と
し
て
中
国
に
輸
出
さ
れ

ま
し
た
。
装
飾
さ
れ
た
扇
面
を
、
屏
風

に
貼
り
付
け
て
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
は
俵
屋
宗
達
、

宮
崎
友
禅
ら
が
扇
絵
を
得
意
と
し
、
歌

麿
、
豊
国
、
葛
飾
北
斎
、
河
鍋
暁
斎
等

の
浮
世
絵
師
も
小
画
面
の
扇
絵
を
描
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
的
美
術
表

現
の
一
つ
で
あ
り
、
双
六
に
も
多
種
多

様
な
扇
絵
を
取
り
入
れ
た
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
な
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

双
六
の
構
成
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
表
①
）。
松
前
藩
か
ら
薩
摩
藩
ま
で
69

の
国
名
が
、
所ゆ
か
り縁

の
役
者
絵
や
景
勝
地

と
共
に
扇
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
東
西

南
北
の
方
位
が
示
さ
れ
た
日
本
の
中
に

位
置
付
け
ら
れ
た
全
国
の
扇
は
、
色
鮮

や
か
で
浮
世
絵
師
独
特
の
意
匠
が
凝
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
額
に
入
れ

て
観
賞
す
る
に
値
す
る
作
品
で
す
。

　

振
出
し
は
武
蔵
国
で
す
。
河
竹

黙
阿
弥
の
世
話
物
に
登
場
す
る
二

人
の
人
物
の
名
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
一
人
は
極
ご
く
さ
い
し
き
む
す
め
お
う
ぎ

彩
色
娘
扇
の
朝あ

さ
ひ
な

比
奈

藤と
う
べ
い

兵
衛
で
す
。
も
う
一
人
は
、
勧
善
懲


ຊ
の
ࠃ
ͱ
จ
Խ
のҰཡ
Խ

ઔ
ֆ
͕
モ
ν
ー
ϑ

ҙ
ঊ
を
ڽ
Β
͠
ͨ
ઔ
の
ֆ

ਤ

ৼ
ग़
͠


ଂ
ࠃ

悪あ
く
こ
う
し
の
ほ
ま
れ

孝
子
誉
の
孝こ

う
し
の
ぜ
ん
き
ち

子
善
吉
で
す
。
振
出
し

に
は
、
サ
イ
コ
ロ
の
出
目
に
従
っ
て
、

一
伊
豆・
二
相
模・
三
下
野・
四
河
内・

五
下
総・
六
上
野
と
、
行
き
先
の
マ
ス

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
示
の
な
い
目

が
出
た
場
合
は
そ
の
マ
ス
に
留
ま
り
、

次
回
の
番
に
期
し
ま
す
。
こ
れ
を
飛と
び
ま
わ廻

り
双
六
と
呼
び
ま
す
。
普
段
か
ら
歌
舞

伎
や
浄
瑠
璃
を
嗜
ん
で
い
た
江
戸
庶
民

に
よ
っ
て
、
美
し
い
扇
を
彩
る
人
物
を

想
像
し
な
が
ら
双
六
遊
び
を
す
る
こ
と

は
至
福
の
時
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

各
国
の
マ
ス
は
読
み
ど
こ
ろ
満

載
で
す
。
北
は
歌
舞
伎
・
講
談
の

大お
お
く
ぼ
む
さ
し
あ
ぶ
み

久
保
武
蔵
鐙
の
松ま

つ
ま
え
や
ご
ろ
べ
い

前
屋
五
郎
兵
衛
で

す
。
そ
し
て
、
台だ
い
が
す
み
の
い
ろ
ま
く

頭
霞
彩
幕
の
常
陸
の

筑
波
茂
右
衛
門
、
与よ
わ
な
さ
け
う
き
な
の
よ
こ
ぐ
し

話
情
浮
名
横
櫛

の
上
野
の
赤
間
源
左
衛
門
、
能
・
鉢は
ち

の
木き

の
下
野
の
佐
野
源
左
衛
門
、

義よ
し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

経
千
本
桜
の
能
登
の
川（
河
）
越
太

郎
、
謡
曲・
富
士
太
鼓
を
も
と
に
し
た

敵か
た
き
う
ち
た
か
ね
の
た
い
こ

討
高
音
鼓
の
駿
河
の
富
士
太
郎
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男と女の織り成す大江戸絵双六シリーズ 第े࢛回ᶄ

歌舞伎や浄瑠璃の登場人物を扇面に描き
日本全国の各藩を飛び回る双六
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と
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う
。

●今回で「男と女の織り成す大江戸絵双六」シリーズを終了
します。現在、「大正浪漫双六」シリーズを準備中です。お
楽しみに。

্
Γ

Ֆ
ּ
の
ࡾ

ऀ

▼︎双六の概要　大
だいにっぽんろくじゅうよしゅういちらんすごろく
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1

3

https://www.sugoroku.net/

ー双六データベースを調べる・読み込む・楽しむー
知の森で遊ぼう！

双六データーベース（DB）にアクセス

画面構成を確認する

●立命館大学アートリサーチセンターとの共同プロジェクト「築地双六館双六データベース」をクリック

●「双六ねっと」で検索 双六ねっと

検索例： 分類語「女性・少女・女礼式」で検索
●110件のサムネイル（縮小された見本画像）が表示されます。ここでは1画面に50件が表示されます。

例）赤い囲み〇の「男女一代婚禮壽語六 （だんじょいちだいこんれいすごろく ）」をクリックすると、選択した双六の
　  詳細を確認することができます。

2

拡大して情報を得る4

解説を読む5

●NO：tkjSG047・慶応０３ (1867)・落合
（一恵齋）芳幾 ・板元: 辻岡屋文助など
の情報が確認できます。
画像をクリックすると拡大したマスを見
ることができます。

●内容・時代背景・
マスの構成について
解説されている。

●「解説」をクリック

■男女一代婚禮
だんじょいちだいこんれい

壽語
す ご
六
ろく
の解説 

時は幕末。男女の習い事、婚礼に至る行事や風俗が人生模様として活き活きと描かれている。 
全体２６マスの振出しは、娘の御殿奉公である（双六の構成は下記参照）。江戸城や大名・
旗本などの武家屋敷に御殿奉公として勤めた娘は、幕臣の出身だけでなく、商家や農家の娘
もいた。行儀見習いなどを身に着け、箔をつけて、良縁を得る目的もあった。中には、出世
の手段として美しい娘を自家の養女にして将軍家に奉公に出す旗本もいたという。上りは
「三々九度」と「七五三」だ。二つもあるのは、おめでたくも珍しい双六といえよう。 
 
マスに描かれている事で説明の必要なものについて以下に記す。 
・里開き（さとびらき）・・・里帰りのこと。「かえり」ということばを忌みきらって、縁起
のよい「ひらき」を用いた。 
・釣台（つりだい）・・・人や物をのせて運ぶ台。板を台とし、両端をつり上げて前後から
かつぐ。嫁入道具などをのせて運ぶのにも用いる。 
・七所がね（七所鉄漿：ななとこがね）・・・江戸時代、結婚した女性が初めておはぐろの
鉄漿をつけること。初鉄漿をする時に七軒をめぐって鉄漿をもらう風習があった。 

   ※鉄漿（かね）：歯を黒く染めたり、衣を紺色などに染めたりするのに用いる、鉄を
酸化させた液。 

 
■男女一代婚禮壽語六の解説（マスの位置は適宜調整した） 

七五三 
上り 

安産 
こし入れ 三々九度 

上り 
宿下り 仲人 

腹帯 結納 
見あひ 

釣臺 

里開き 楽隠居 吉日 

七所がね 
十六盤 家督 こと 歌俳諧 

芝居 

踊り 縫針 元服 

遊女通ひ 
手習い 
ふり出し 

三味線 御殿奉公 

 

●２１の分類項目から検索できる

●「双六」で検索するとデータベース
全件（658件）のサムネールを表示
できる

キーワード、作品名、
絵師、彫摺師、
出版年月などからも
検索できる

「閲覧」ボタンクリックで
検索対象のサムネールを
表示できる

60



1

3

https://www.sugoroku.net/

ー双六データベースを調べる・読み込む・楽しむー
知の森で遊ぼう！

双六データーベース（DB）にアクセス

画面構成を確認する

●立命館大学アートリサーチセンターとの共同プロジェクト「築地双六館双六データベース」をクリック

●「双六ねっと」で検索 双六ねっと

検索例： 分類語「女性・少女・女礼式」で検索
●110件のサムネイル（縮小された見本画像）が表示されます。ここでは1画面に50件が表示されます。

例）赤い囲み〇の「男女一代婚禮壽語六 （だんじょいちだいこんれいすごろく ）」をクリックすると、選択した双六の
　  詳細を確認することができます。

2

拡大して情報を得る4

解説を読む5

●NO：tkjSG047・慶応０３ (1867)・落合
（一恵齋）芳幾 ・板元: 辻岡屋文助など
の情報が確認できます。
画像をクリックすると拡大したマスを見
ることができます。

●内容・時代背景・
マスの構成について
解説されている。

●「解説」をクリック

■男女一代婚禮
だんじょいちだいこんれい

壽語
す ご
六
ろく
の解説 

時は幕末。男女の習い事、婚礼に至る行事や風俗が人生模様として活き活きと描かれている。 
全体２６マスの振出しは、娘の御殿奉公である（双六の構成は下記参照）。江戸城や大名・
旗本などの武家屋敷に御殿奉公として勤めた娘は、幕臣の出身だけでなく、商家や農家の娘
もいた。行儀見習いなどを身に着け、箔をつけて、良縁を得る目的もあった。中には、出世
の手段として美しい娘を自家の養女にして将軍家に奉公に出す旗本もいたという。上りは
「三々九度」と「七五三」だ。二つもあるのは、おめでたくも珍しい双六といえよう。 
 
マスに描かれている事で説明の必要なものについて以下に記す。 
・里開き（さとびらき）・・・里帰りのこと。「かえり」ということばを忌みきらって、縁起
のよい「ひらき」を用いた。 
・釣台（つりだい）・・・人や物をのせて運ぶ台。板を台とし、両端をつり上げて前後から
かつぐ。嫁入道具などをのせて運ぶのにも用いる。 
・七所がね（七所鉄漿：ななとこがね）・・・江戸時代、結婚した女性が初めておはぐろの
鉄漿をつけること。初鉄漿をする時に七軒をめぐって鉄漿をもらう風習があった。 

   ※鉄漿（かね）：歯を黒く染めたり、衣を紺色などに染めたりするのに用いる、鉄を
酸化させた液。 

 
■男女一代婚禮壽語六の解説（マスの位置は適宜調整した） 

七五三 
上り 

安産 
こし入れ 三々九度 

上り 
宿下り 仲人 

腹帯 結納 
見あひ 

釣臺 

里開き 楽隠居 吉日 

七所がね 
十六盤 家督 こと 歌俳諧 

芝居 

踊り 縫針 元服 

遊女通ひ 
手習い 
ふり出し 

三味線 御殿奉公 

 

●２１の分類項目から検索できる

●「双六」で検索するとデータベース
全件（658件）のサムネールを表示
できる

キーワード、作品名、
絵師、彫摺師、
出版年月などからも
検索できる

「閲覧」ボタンクリックで
検索対象のサムネールを
表示できる

61



40２０２５ 冬

吉
田
˙

ؒ
先
生
が
η
ϯ
λ
ー

を

お

め
の
̖
̧
̘
は
、
芸
ज़
、
芸

、

ٕ
ज़
、
ٕ

と
い
っ
た

本
の
و
ॏ
な

文
Խ
ࢿ
ݯ
を
記
録
・
อ
ଘ
す
る
σ
ジ
λ

ル
Ξ
ー
Χ
イ
ϒ
と
し
て
۶
ࢦ
の
࣮

を

お
持
ͪ
で
す
。

　
世
ք
に
ף
た
る
̖
̧
̘
ઃ
ཱ
の
そ
も

そ
も
の
経
Ң
を
教
͑
て
͘
だ
さ
い
。

赤
間
˙
ཱ
໋
館
大
学
は
࣮

ܕ
ॏ
ࢹ

の
〝
お
ߗ
い
〟
学
෩
と
い
͑
る
の
で
す

が
、
そ
の
一
方
、
京
都
で
Կ
े
年
も
や

っ
て
き
た
大
学
で
す
か
ら
、
文
Խ
芸
ज़

の
方
໘
で
も
、
৽
し
い
展
開
を

ࡧ
し

ଓ
け
て
き
た
ଆ
໘
が
あ
る
ん
で
す
。

　
ࢲ
が
こ
の
大
学
で
職
を
得
た
の
は

̍
̕
̕
̍
年
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に

ݕ
౼
分
Պ
ձ
で
ٞ

が
ߦ
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
入
職
か
ら
̑
年
΄
ど
経
ͭ
う
ͪ

に
は
ࢲ
も
分
Պ
ձ
の
ϝ
ϯ
ό
ー
に
Ճ
͑

ら
れ
て
、
い
͘
ͭ
か
の
Ξ
イ
σ
ỹ
Ξ
を

提
Ҋ
し
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
Կ
を
す
る
に
も
先
ཱ
ͭ
も
の

が
ཁ
る
わ
け
じ
Ỵ
な
い
で
す
か
ộ
ộ
。

吉
田
˙
そ
こ
は
〝
お
ߗ
い
〟
大
学
だ

け
に
、
ٞ

は
৻
ॏ
で
あ
っ
た
、
と
ʁ

赤
間
˙
40
年
に
も
わ
た
る

ࡧ
に
స



を
༩
͑
た
の
は
、
̍
̕
̕
̑
年
̍

݄
の
ࡕ
ਆ
・
୶
࿏
大

ࡂ
で
し
た
。

　
あ
の
と
き
ࢲ
た
ͪ
は
、
ࣗ
વ
ࡂ

に

よ
っ
て
文
Խ
ࡒ
が
ࣦ
わ
れ
て
し
ま
う
֖

વ
ੑ
を
思
い

ら
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
ࢲ
の
ࢣ
ঊ
に
あ
た
る
ௗ
越
文
蔵
先
生

も
、
た
ま
た
ま
出
張
で
大
ࡕ
に
来
て
い

て
、
あ
の

ࡂ
に
ૺ
わ
れ
ま
し
た
。
ௗ

越
先
生
は

時
、
ૣ
Ҵ
田
大
学
の
ԋ
ܶ

博
物
館
館

。
そ
う
し
た
有
ࣝ
者
の

方
ʑ
が

を
上
͛
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

文
Խ
ࢿ
ݯ
の
อ
ޢ
ݚ
ڀ
に
関
し
て
文
Պ

ߦ
政
か
ら
ま
と
ま
っ
た
༧
ࢉ
が
ͭ
͘
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ࡂ
෮
ڵ
の
ҙ
ຯ

߹
い
か
ら
関

ݍ
の
大
学
に
は
少
し
ް

目
の
ॿ

が
下
り
て
、
ݐ
物
な
ど
の
ઃ

備

ࢿ
に
ॿ

金
の
̏
分
の
̎
を
ॆ
て

ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ủ
よ
し
、
そ

れ
な
ら
ば
Ứ
と
ख
を
ڍ
͛
て
۩
ݱ
Խ
し

た
の
が
、
ݱ
在
の
̖
̧
̘
で
す
。

　
こ
の
ॿ

ࣄ
ۀ
で
は
、
関

ݍ
の
大

学
と
し
て
同
ࢤ
社
大
学
と
ਆ
戸
の
ߕ
ೆ

大
学
の
提
Ҋ
も
࠾

さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
田
˙
̖
̧
̘
の
ऩ
蔵
࢙
ྉ
に
ର
す

る
ݫ
ີ
か
ͭ
Ѫ
の
あ
る
取
り
ѻ
い
方
に

は
、
ײ
心
す
る
や
ら
ڻ
か
さ
れ
る
や
ら

ộ
ộ
ࢲ
も
、

ؒ
先
生
の
お
ख
ݩ
に

̒
̑
̌
ຕ
の
双
六
を
お
ಧ
け
す
る
に
あ

た
っ
て
、
か
な
り
大
ม
な
思
い
を
し
た

も
の
で
す
。

　
築
地
双
六
館
館
長・吉
田
修
さ
ん
執

筆
の「
季
刊
オ
ピ
ニ
オ
ン・プ
ラ
ス
」誌
に

連
載
さ
れ
、好
評
を
拍
し
て
き
た「
男

と
女
の
織
り
成
す
大
江
戸
絵
双
六
」シ

リ
ー
ズ
の
双
六
が
、立
命
館
大
学
ア
ー
ト

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
推
進
す
る
世
界

的
な
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
蔵
さ
れ
、

２
０
２
４
年
11
月
３
日（
文
化
の
日
）に
、

一般
公
開
が
開
始
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
双
六
は
、吉
田
修
さ
ん
の

長
年
の
収
集・研
究
の
集
大
成
と
も
い

え
る
も
の
で
、立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
の
赤
間
亮
文
学
部
日

本
文
学
科
教
授
と
の
連
携
に
よ
っ
て
高

精
度
画
像
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
可
能

に
な
っ
た
。収
蔵
さ
れ
た
双
六
は
、江
戸

時
代
か
ら
昭
和
30
年
代
前
半
ま
で
の
約

５
０
０
種
、６
５
０
枚
に
及
ぶ
も
の
で
、

各
時
代
の
習
俗
や
民
心
を
映
す
歴
史

絵
巻
と
も
い
う
べ
き一級
の
文
化
財
で
あ

る
。こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
広
く
一
般
公

開
す
る
に
あ
た
っ
て
の
意
義
に
つ
い
て
、

吉
田
さ
ん
と
赤
間
教
授
の
熱
の
こ
も
っ

た
対
談
が
行
わ
れ
た
。

赤間亮（立命館大学教授）　　　　吉田修（築地双六館館長）

世界的学術データベースに収蔵された
「双六コレクション」が一般公開！

σ
δ
λ
ϧ
Խ
͠
ͳ
͚
Ε


จ
Խ
ࢿ
ݯ

ࣦ
Θ
Ε
る

唯一無二の双六データベースをつくり上げた築地双六館館長・吉田修さん（左）と立命館大学
アート・リサーチセンター長の赤間亮先生

ݚ
ڀ
ػ
ؔ
ͩ
͔
Β
͜
ͦ

͜
͜
·
Ͱ
Ͱ
͖
る

対 談
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赤
間
˙
σ
ジ
λ
ル
Ξ
ー
Χ
イ
ϒ
と
い

う
言
༿
が
生
ま
れ
た
の
は
90
年
代


ば
ご
Ζ
の
こ
と
で
す
が
、
あ
の

ࡂ

が
あ
っ
て
、
σ
ジ
λ
ル
ٕ
ज़
で
複


物
を
ͭ
͘
っ
て
お
け
ば
、
ࡂ

で
ࣦ

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
文
Խ
ࢿ
ݯ
を

ະ
来
に
ͭ
な
い
で
い
け
る
と
い
う
考

͑
方
が

ま
り
、
̖
̧
̘
を
ཱ
ͪ
上

͛
た
̍
̕
̕
̔
年
に
一
ڍ
に
ಈ
き
出

し
た
ײ
じ
で
す
Ͷ
。

　
ࠓ
の
ࢪ
ઃ
が
ॡ

す
る
ま
で
の
̍
年

ؒ
に
、


ࣸ
ਅ
や
芸

関

ࢿ
ྉ
の

σ
ジ
λ
ル
Խ
か
ら
࡞
ۀ
を
࢝
め
ま
し

た
。
な
に
し
Ζ
こ
こ
は
京
都
で
す
。
ݹ

య
芸

関

で
も
౦
ө
ࡱ
Ө
所
関

で

も
大
ྔ
の
ࣸ
ਅ
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た

の
で
。

　
た
だ
、
こ
の
こ
Ζ
の
σ
ジ
λ
ル
Χ
ϝ

ϥ
は
ま
だ

ը
ૉ

だ
っ
た
し
、
わ
れ

わ
れ
の
目
త
は
ະ
来
の
ݚ
ڀ
に

͑
る


࣭
の
࢙
ྉ
と
し
て
残
す
こ
と
で
す
か

ら
、
σ
ジ
λ
ル
ࡱ
Ө
に
も
ι
ϑ
τ

ỻ

Ξ
で
の
ޙ
ॲ
理
に
も
、
ݚ
ڀ
者
の
؍


で
ख
ؒ
も
時
ؒ
も
か
け
ま
し
た
。

吉
田
˙
芸

ք
の
ࣸ
ਅ
ࢿ
ྉ
と
な
る

と
、
ஶ
࡞
権
や
ら

૾
権
や
ら
の



も
あ
っ
た
の
で
は
ʁ

赤
間
˙

ۀ
目
త
の
一
般
ا
ۀ
な

ら
、
ݟ
る
人
か
ら
お
金
を
取
っ
て
ऩ

ӹ
Խ
し
、
権
ར
者
に
も
分
配
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
ݚ
ڀ

目
త
の
ࢲ
た
ͪ
は
ҧ
い
ま
す
。
σ
ジ

λ
ル
Խ
し
た
も
の
を
ඞ
ͣ
し
も
公
開

し
な
͘
て
い
い
。

吉
田
˙
な
る
΄
ど
。
ύ
ϒ
Ϧ
ỽ
ク
υ

ϝ
イ
ϯ
（

ࡒ
権
ফ
໓
）
に
な
っ
て
い

な
い
も
の
は
、
ෆ
ద

な

ۀ
ྲྀ
用
を

ආ
け
て
一
般
ඇ
公
開
に
す
る
。
で
も
ԕ

い
ະ
来
で
の
ݚ
ڀ
に
備
͑
て
、
ͻ
た
す

ら
ߴ

位
σ
ー
λ
と
し
て

ੵ
に

め

る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
Ͷ
。

吉
田
˙
Ϟ
ー
γ
ἀ
ϯ
Ω
Ỿ
ϓ
ν
Ỿ

（
ಈ
体
記
録
）
の
ઃ
備
が
ॆ
࣮
し
て
い

る

も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
Ͷ
。


ؒ
˙
ແ
ܗ
文
Խ
ࡒ
の
อ
ଘ
が
い
ͪ

ば
ん

し
い
こ
と
な
ん
で
す
。

吉
田
˙
ࣳ
ډ
に
し
Ζ
Վ
や
གྷ
り
に
し

Ζ
、
お
よ
そ
生
の


で
ԋ
じ
ら
れ
る

も
の
は
、
そ
も
そ
も
〝
ফ
͑
物
〟
と
ݺ

ば
れ
ま
す
。
公
ԋ
の
記
録
ө
૾
は
ࡱ
れ

て
も
、
ԋ
者
の
ࡉ
か
い
所
࡞
ま
で
は
ө

ら
な
い
。
Ϟ
ー
γ
ἀ
ϯ
Ω
Ỿ
ϓ
ν
Ỿ
で

ԋ
者
の
ಈ
き
を
記
録
す
る
こ
と
に
は
、

大
き
な
ҙ
ຯ
が
あ
り
そ
う
で
す
。

赤
間
˙
そ
こ
で
、
ย
山
家

ָ
・
京


อ
ଘ
ࡒ
ஂ
と
学
ज़
ڠ
定
を
݁
ん
で
、

こ
の
取
り

み
を
࢝
め
ま
し
た
。

　
ผ
名
〝
京
؍
世
〟
と
ݺ
ば
れ
る
ย
山

家
は
、

の
大
ྲྀ
・
؍
世
の
京
都
に
お

け
る
代
表
格
。
明
治
ظ
に
؍
世
फ
家
の

࢚
子
が
ઈ
͑
た
と
き
、
ย
山
家
か
ら
養

子
が
入
っ
て
फ
家
を
ܧ
い
で
い
ま
す
。

吉
田
˙
ͭ
ま
り
、
؍
Ѩ

世
Ѩ

の

݂
຺
を
受
け
ܧ
͙

の
Φ
ー
ι
Ϧ
ς
ỹ

と
い
う
わ
け
で
す
Ͷ
。
そ
う
い
う
ଘ
在

の
ڠ
ྗ
を
得
ら
れ
た
の
は
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
ộ
ộ
よ
͘
承

し
た

も
の
で
す
Ͷ
、
ủ
ൿ
す
れ
ば
Ֆ
Ứ
の
ご

家
෩
で
し
ょ
う
に
。

赤
間
˙
学
ज़
ࢿ
ྉ
と
し
て
ະ
来
に


け
て
อ
ଘ
は
す
る
が
、
Ӆ
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
は
Ӆ
し
て
お
け
る
。
ݚ

ڀ
ػ
関
と
し
て
の
࢟

を
৴
用
し
て
い

た
だ
け
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
な
ん
で
も
か
ん
で
も
公
開
す
る
、
あ

る
い
は
、
す

て
を
Ӆ
し
て
ࢮ
蔵
す
る

Ổ
Ổ
そ
の
ど
ͪ
ら
で
も
な
͘
て
、
ࣄ
前

に
し
っ
か
り
と
取
り
決
め
を
し
て
、
׆

用
す

き
と
き
は
ద

に
׆
用
し
て
い

͘
。
̖
̧
̘
の
Ξ
ー
Χ
イ
ϒ
と
は
、
そ

う
い
う
も
の
で
す
。

吉
田
˙
そ
う
し
た
有
ܗ
ແ
ܗ
の
و
ॏ

な
文
Խ
ࢿ
ݯ
と
ฒ
ん
で
、
ࠓ
ճ
、
ࢲ
が

集
め
た
双
六
に
ண
目
さ
れ
た
理
༝
は
ʁ

赤
間
˙
ݚ
ڀ
者
と
し
て
の
ࢲ
の
ઐ


ྖ
Ҭ
は
、
Վ

ب
を
は
じ
め
と
す
る


ủ
ൿ
͢
Ε

Ֆ
Ứ
の

ژ
؍
ੈ

ࢀ
Ճ
͠
ͯ
͍
る

江
戸
の

͠
ݴ
༿
を

Ϧ
ア
ϧ
ʹ

͑

͢
双
六

62
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赤
間
˙
σ
ジ
λ
ル
Ξ
ー
Χ
イ
ϒ
と
い

う
言
༿
が
生
ま
れ
た
の
は
90
年
代


ば
ご
Ζ
の
こ
と
で
す
が
、
あ
の

ࡂ

が
あ
っ
て
、
σ
ジ
λ
ル
ٕ
ज़
で
複


物
を
ͭ
͘
っ
て
お
け
ば
、
ࡂ

で
ࣦ

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
文
Խ
ࢿ
ݯ
を

ະ
来
に
ͭ
な
い
で
い
け
る
と
い
う
考

͑
方
が

ま
り
、
̖
̧
̘
を
ཱ
ͪ
上

͛
た
̍
̕
̕
̔
年
に
一
ڍ
に
ಈ
き
出

し
た
ײ
じ
で
す
Ͷ
。

　
ࠓ
の
ࢪ
ઃ
が
ॡ

す
る
ま
で
の
̍
年

ؒ
に
、


ࣸ
ਅ
や
芸

関

ࢿ
ྉ
の

σ
ジ
λ
ル
Խ
か
ら
࡞
ۀ
を
࢝
め
ま
し

た
。
な
に
し
Ζ
こ
こ
は
京
都
で
す
。
ݹ

య
芸

関

で
も
౦
ө
ࡱ
Ө
所
関

で

も
大
ྔ
の
ࣸ
ਅ
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た

の
で
。

　
た
だ
、
こ
の
こ
Ζ
の
σ
ジ
λ
ル
Χ
ϝ

ϥ
は
ま
だ

ը
ૉ

だ
っ
た
し
、
わ
れ

わ
れ
の
目
త
は
ະ
来
の
ݚ
ڀ
に

͑
る


࣭
の
࢙
ྉ
と
し
て
残
す
こ
と
で
す
か

ら
、
σ
ジ
λ
ル
ࡱ
Ө
に
も
ι
ϑ
τ

ỻ

Ξ
で
の
ޙ
ॲ
理
に
も
、
ݚ
ڀ
者
の
؍


で
ख
ؒ
も
時
ؒ
も
か
け
ま
し
た
。

吉
田
˙
芸

ք
の
ࣸ
ਅ
ࢿ
ྉ
と
な
る

と
、
ஶ
࡞
権
や
ら

૾
権
や
ら
の



も
あ
っ
た
の
で
は
ʁ

赤
間
˙

ۀ
目
త
の
一
般
ا
ۀ
な

ら
、
ݟ
る
人
か
ら
お
金
を
取
っ
て
ऩ

ӹ
Խ
し
、
権
ར
者
に
も
分
配
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
ݚ
ڀ

目
త
の
ࢲ
た
ͪ
は
ҧ
い
ま
す
。
σ
ジ

λ
ル
Խ
し
た
も
の
を
ඞ
ͣ
し
も
公
開

し
な
͘
て
い
い
。

吉
田
˙
な
る
΄
ど
。
ύ
ϒ
Ϧ
ỽ
ク
υ

ϝ
イ
ϯ
（

ࡒ
権
ফ
໓
）
に
な
っ
て
い

な
い
も
の
は
、
ෆ
ద

な

ۀ
ྲྀ
用
を

ආ
け
て
一
般
ඇ
公
開
に
す
る
。
で
も
ԕ

い
ະ
来
で
の
ݚ
ڀ
に
備
͑
て
、
ͻ
た
す

ら
ߴ

位
σ
ー
λ
と
し
て

ੵ
に

め

る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
Ͷ
。

吉
田
˙
Ϟ
ー
γ
ἀ
ϯ
Ω
Ỿ
ϓ
ν
Ỿ

（
ಈ
体
記
録
）
の
ઃ
備
が
ॆ
࣮
し
て
い

る

も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
Ͷ
。


ؒ
˙
ແ
ܗ
文
Խ
ࡒ
の
อ
ଘ
が
い
ͪ

ば
ん

し
い
こ
と
な
ん
で
す
。

吉
田
˙
ࣳ
ډ
に
し
Ζ
Վ
や
གྷ
り
に
し

Ζ
、
お
よ
そ
生
の


で
ԋ
じ
ら
れ
る

も
の
は
、
そ
も
そ
も
〝
ফ
͑
物
〟
と
ݺ

ば
れ
ま
す
。
公
ԋ
の
記
録
ө
૾
は
ࡱ
れ

て
も
、
ԋ
者
の
ࡉ
か
い
所
࡞
ま
で
は
ө

ら
な
い
。
Ϟ
ー
γ
ἀ
ϯ
Ω
Ỿ
ϓ
ν
Ỿ
で

ԋ
者
の
ಈ
き
を
記
録
す
る
こ
と
に
は
、

大
き
な
ҙ
ຯ
が
あ
り
そ
う
で
す
。

赤
間
˙
そ
こ
で
、
ย
山
家

ָ
・
京


อ
ଘ
ࡒ
ஂ
と
学
ज़
ڠ
定
を
݁
ん
で
、

こ
の
取
り

み
を
࢝
め
ま
し
た
。

　
ผ
名
〝
京
؍
世
〟
と
ݺ
ば
れ
る
ย
山

家
は
、

の
大
ྲྀ
・
؍
世
の
京
都
に
お

け
る
代
表
格
。
明
治
ظ
に
؍
世
फ
家
の

࢚
子
が
ઈ
͑
た
と
き
、
ย
山
家
か
ら
養

子
が
入
っ
て
फ
家
を
ܧ
い
で
い
ま
す
。

吉
田
˙
ͭ
ま
り
、
؍
Ѩ

世
Ѩ

の

݂
຺
を
受
け
ܧ
͙

の
Φ
ー
ι
Ϧ
ς
ỹ

と
い
う
わ
け
で
す
Ͷ
。
そ
う
い
う
ଘ
在

の
ڠ
ྗ
を
得
ら
れ
た
の
は
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
ộ
ộ
よ
͘
承

し
た

も
の
で
す
Ͷ
、
ủ
ൿ
す
れ
ば
Ֆ
Ứ
の
ご

家
෩
で
し
ょ
う
に
。

赤
間
˙
学
ज़
ࢿ
ྉ
と
し
て
ະ
来
に


け
て
อ
ଘ
は
す
る
が
、
Ӆ
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
は
Ӆ
し
て
お
け
る
。
ݚ

ڀ
ػ
関
と
し
て
の
࢟

を
৴
用
し
て
い

た
だ
け
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
な
ん
で
も
か
ん
で
も
公
開
す
る
、
あ

る
い
は
、
す

て
を
Ӆ
し
て
ࢮ
蔵
す
る

Ổ
Ổ
そ
の
ど
ͪ
ら
で
も
な
͘
て
、
ࣄ
前

に
し
っ
か
り
と
取
り
決
め
を
し
て
、
׆

用
す

き
と
き
は
ద

に
׆
用
し
て
い

͘
。
̖
̧
̘
の
Ξ
ー
Χ
イ
ϒ
と
は
、
そ

う
い
う
も
の
で
す
。

吉
田
˙
そ
う
し
た
有
ܗ
ແ
ܗ
の
و
ॏ

な
文
Խ
ࢿ
ݯ
と
ฒ
ん
で
、
ࠓ
ճ
、
ࢲ
が

集
め
た
双
六
に
ண
目
さ
れ
た
理
༝
は
ʁ

赤
間
˙
ݚ
ڀ
者
と
し
て
の
ࢲ
の
ઐ


ྖ
Ҭ
は
、
Վ

ب
を
は
じ
め
と
す
る


ủ
ൿ
͢
Ε

Ֆ
Ứ
の

ژ
؍
ੈ

ࢀ
Ճ
͠
ͯ
͍
る

江
戸
の

͠
ݴ
༿
を

Ϧ
ア
ϧ
ʹ

͑

͢
双
六

63



42２０２５ 冬

本
の
古
典
演
劇
で
す
。
映
像
記
録
の
な

か
っ
た
時
代
の
歌
舞
伎
を
今
に
伝
え
る

史
料
と
い
え
ば
浮
世
絵
。
浮
世
絵
の
手

法
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の

が
江
戸
期
の
双
六
―
―
吉
田
さ
ん
の
ご

研
究
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
双
六
に
関
し
て
質
・
量
と
も
に
も

の
す
ご
い
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い

る
」
と
い
う
話
を
か
ね
て
聞
き
及
ん
で

い
ま
し
た
の
で
、
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
次
第
で
す
。

　
吉
田
さ
ん
が
交
流
を
持
た
れ
た
カ
ナ

ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
の
楊
暁
捷
教
授

の
訃
報
に
接
し
た
こ
と
も
、
吉
田
さ
ん

に
お
声
が
け
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。

吉
田
■
楊
先
生
は
中
国
ご
出
身
の
カ

ナ
ダ
人
で
日
本
中
世
文
学
研
究
者
。
京

都
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の

客
員
研
究
員
も
務
め
た
方
で
す
。
残
念

な
が
ら
22
年
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
が
、
私
と

は
長
く
メ
ー
ル
の
や
り

と
り
で
お
付
き
合
い
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

楊
先
生
は
変
体
仮
名

研
究
の
専
門
家
で
、
私

に
は
解
読
で
き
な
い
江

戸
期
の
く
ず
し
文
字
を

デ
ジ
カ
メ
写
真
で
送
信

し
て
読
み
下
し
て
い
た

だ
く
な
ど
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

赤
間
■
江
戸
期
の
双
六

を
史
料
と
し
て
見
た
場

合
、
当
時
の
庶
民
が
使

っ
た
言
葉
が
書
か
れ
て

い
る
点
が
実
に
貴
重
な

わ
け
で
す
。
楊
先
生
を

追
悼
す
る
意
味
で
も
、

吉
田
さ
ん
と
は
、
こ
こ
で
一
仕
事
し

な
け
れ
ば
。
そ
う
考
え
ま
し
た
。

赤
間
■
今
で
こ
そ
浮
世
絵
は
、
日
本

の
伝
統
文
化
を
代
表
す
る
存
在
と
し
て

世
界
的
に
も
高
い
評
価
と
人
気
を
得
て

い
ま
す
。
が
、
こ
れ
が
盛
ん
に
制
作
さ

れ
た
当
時
の
日
本
社
会
で
は
そ
う
い
う

認
識
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
幕
末
か
ら

明
治
初
期
に
か
け
て
、
す
っ
か
り
国
外

流
出
し
て
し
ま
っ
て
、
現
代
の
研
究
者

で
あ
る
私
た
ち
は
、
自
国
の
文
物
で
あ

り
な
が
ら
国
内
で
原
本
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

吉
田
■
大
英
博
物
館
や
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
た
か
ら

こ
そ
、
原
本
が
良
好
な
状
態
で
残
っ
た

と
も
い
え
ま
す
ね
。

赤
間
■
そ
の
と
お
り
で
す
が
、
勉
強

を
続
け
る
う
ち
に
、
外
国
に
行
か
な

い
と
研
究
が
進
ま
な
い
と
気
づ
い
た

と
き
の
忸
怩
た
る
思
い
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

海
外
流
出
し
た
浮
世
絵
を
探
し
て

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
に
赴
い
た
と
き
、
親
し
く
な

っ
た
図
書
館
司
書
が
い
ま
し
た
。
こ

の
人
は
古
地
図
の
専
門
家
で
、
日
本

の
古
地
図
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

で
、
こ
の
司
書
氏
が
「
日
本
の
双
六

は
、
古
地
図
み
た
い
だ
」
と
言
っ
た

ん
で
す
よ
。

　

彼
は
地
図
そ
の
も
の
の
研
究
者
だ

か
ら
双
六
に
着
目
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
け
れ
ど
、
そ
ん
な
研
究
者
が

「
双
六
は
大
事
だ
」
と
語
っ
た
。

　

彼
と
交
流
を
持
つ
う
ち
に
、
バ
ー

ク
レ
ー
校
の
ア
ジ
ア
図
書
館
に
は
双

六
作
品
が
１
４
０
枚
ほ
ど
も
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦
後

の
財
閥
解
体
の
際
に
、
三
井
財
閥
か

ら
ま
と
め
て
買
い
取
ら
れ
た
も
の
ら

し
い
。

　

た
だ
、
こ
の
と
き
バ
ー
ク
レ
ー
で

見
た
も
の
は
、
私
が
古
巣
の
早
大
演

劇
博
物
館
で
見
て
い
た
人
気
役
者
の

ブ
ロ
マ
イ
ド
的
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
も
っ
と
真
面
目
な
…
…
と
い
い

ま
す
か
、
人
生
訓
を
述
べ
た
出
世
双

六
の
よ
う
な
作
品
が
多
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

吉
田
■
そ
う
そ
う
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
が
双
六
の
面
白
さ
な
ん
で
す
。

吉
田
■
今
回
、
双
六
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
登
録
す
る

作
業
に
お
い
て
、
ご
苦
労
さ
れ
た
点
は

あ
り
ま
す
か
？

赤
間
■
苦
労
と
言
う
な
ら
、
吉
田
さ

ん
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
苦
労
さ
れ
た
ん
じ

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
作
品
を
デ
ジ
タ

ル
画
像
に
し
て
た
だ
並
べ
た
だ
け
で
は

ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
意
味
が
薄
い
の

で
、
吉
田
さ
ん
に
は
各
作
品
の
解
説
文

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

吉
田
■
確
か
に
そ
れ
は
大
変
な
作
業

で
し
た
が
、
提
供
す
る
作
品
全
点
を
見

ถ
ࠃ
の
໊

大
ֶ
ਤ
ॻ
ؗ
Ͱ

ủ
双
六
の
໘
ന
さ
Ứ
を

ỳ
ͨ

●赤間亮先生プロフィール
あかまりょう：国文学者。浮世絵研究者。立命館大学文学部日本文学科教授。同大学アート・リ
サーチセンター長。専門は日本近世文学・演劇、デジタル・アーカイブ学。
1960 年、北海道出身。都留文科大学文学部国文学科卒業、早稲田大学大学院文学研究科
芸術学（演劇）専攻博士後期課程単位取得満期退学。早稲田大学坪内博士記念演劇博物館
勤務を経て、1991 年立命館大学に着任。1998 年に歌舞伎学会奨励賞受賞。2008 年に「演
劇資料・浮世絵のデジタル化」の功績により上野五月記念日本文化研究奨励賞受賞。早い時期
からデジタルアーカイブの研究に取り組み、文部科学省グローバルCOE「日本文化デジタル・ヒュー
マニティーズ拠点」のリーダーとして、多数の研究プロジェクトを立ち上げる。デジタルアーカイブ技
法「ARCモデル」の構築者として世界的に知られている。「浮世絵に関して、世界に散らばって
いる全作品のデータ化を完成させること」が目標。

̖
̞
の
ग़
൪

·
ͩ
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͍


͖
ͱ

૾
ྗ
の
ੈ
ք

直
し
な
が
ら
解
説
文
を
書
く
う
ち
に
、

双
六
と
い
う
も
の
の
奥
深
さ
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
て
、
夢
中
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

赤
間
■
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
手
間
と

い
う
点
で
は
、
双
六
に
は
紙
面
が
大
き

い
も
の
が
か
な
り
あ
っ
て
、
こ
れ
が
な

か
な
か
大
変
。

吉
田
■
写
真
を
ス
キ
ャ
ナ
に
並
べ
て

い
っ
ぺ
ん
に
デ
ー
タ
化
す
る
の
と
は
わ

け
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

赤
間
■
大
き
な
紙
面
を
一
度
に
丸
ご

と
ス
キ
ャ
ン
で
き
る
ス
キ
ャ
ナ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
高
画
素
数
の
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
、
紙
面
を
何

分
割
か
し
て
丹
念
に
撮
影
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

紙
面
に
書
か
れ
た
く
ず
し
字
が
読

め
な
か
っ
た
ら
史
料
と
し
て
の
価
値

が
台
無
し
な
の
で
、
文
字
の
大
き
さ

に
よ
っ
て
分
割
数
を
変
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
史
料
素
材
の
保
存

状
況
に
よ
っ
て
も
細
か
く
調
整
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
効
率
優

先
で
一
律
的
に
ピ
ン
ト
や
絞
り
を
決

め
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
れ
が

６
５
０
点
で
す
か
ら
ね
。

吉
田
■
聞
い
て
い
る
だ
け
で
気
が
遠

く
な
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
作
業
を

Ａ
Ｒ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
は
地

道
に
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で

す
ね
。

　

最
近
で
は
ち
ょ
っ
と
グ
グ
れ
ば
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
制
作
の
専
門

業
者
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
ま

た
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
い
え
ば
、
今
や

合
言
葉
は
生
成
Ａ
Ｉ
。
こ
う
し
た
存

在
を
活
用
す
れ
ば
作
業
効
率
が
上
が

る
の
で
は
？

赤
間
■
カ
メ
ラ
で
撮
る
場
合
で
も
ス

キ
ャ
ナ
を
使
う
場
合
で
も
、
大
事
な
の

は
「
未
来
の
研
究
者
た
ち
が
、
そ
の
画

像
の
何
を
見
た
い
か
」
を
想
像
し
な
が

ら
オ
ペ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
。
素
材
の
史

料
価
値
を
い
か
に
し
て
引
き
出
す
か
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、
こ
の
作
業
に
携
わ
る

人
に
は
、
歴
史
学
や
美
術
の
素
養
が
欠

か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
、
こ
う
い
う
分
野
が
好
き
で
勉
強

し
続
け
よ
う
と
い
う
意
欲
が
な
い
と
ダ

メ
で
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｉ
は
、
む
し
ろ
こ
の
作
業
者
た
ち

に
と
っ
て
、
素
養
と
い
う
面
で
援
助

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
方
法
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
提
案

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
や
、
そ
の
う
ち
に
は
Ａ
Ｉ
自

体
が
人
間
並
み
の
想
像
力
も
獲
得
し
て

し
ま
う
の
か
な
？

築地双六館 双六データベースの検索結果画面。それぞれの双六は、タイトル・絵師、発行元名などのほか、21のカテゴリー分類からも検索可能。例えば「出世・競争・官位・
キャリア・仕事・職業」の分類語で検索すれば、約200枚の双六画像を見ることができる。キーワードを入れると、該当する双六がサムネイル画像で一覧表示され、各サムネイル
をクリックすると詳細情報に遷移する。詳細情報表示画面からは、2000pxの高解像度データをダウンロード可能。
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直
し
な
が
ら
解
説
文
を
書
く
う
ち
に
、

双
六
と
い
う
も
の
の
奥
深
さ
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
て
、
夢
中
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

赤
間
■
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
手
間
と

い
う
点
で
は
、
双
六
に
は
紙
面
が
大
き

い
も
の
が
か
な
り
あ
っ
て
、
こ
れ
が
な

か
な
か
大
変
。

吉
田
■
写
真
を
ス
キ
ャ
ナ
に
並
べ
て

い
っ
ぺ
ん
に
デ
ー
タ
化
す
る
の
と
は
わ

け
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

赤
間
■
大
き
な
紙
面
を
一
度
に
丸
ご

と
ス
キ
ャ
ン
で
き
る
ス
キ
ャ
ナ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
高
画
素
数
の
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
、
紙
面
を
何

分
割
か
し
て
丹
念
に
撮
影
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

紙
面
に
書
か
れ
た
く
ず
し
字
が
読

め
な
か
っ
た
ら
史
料
と
し
て
の
価
値

が
台
無
し
な
の
で
、
文
字
の
大
き
さ

に
よ
っ
て
分
割
数
を
変
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
史
料
素
材
の
保
存

状
況
に
よ
っ
て
も
細
か
く
調
整
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
効
率
優

先
で
一
律
的
に
ピ
ン
ト
や
絞
り
を
決

め
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
れ
が

６
５
０
点
で
す
か
ら
ね
。

吉
田
■
聞
い
て
い
る
だ
け
で
気
が
遠

く
な
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
作
業
を

Ａ
Ｒ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
は
地

道
に
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で

す
ね
。

　

最
近
で
は
ち
ょ
っ
と
グ
グ
れ
ば
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
制
作
の
専
門

業
者
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
ま

た
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
い
え
ば
、
今
や

合
言
葉
は
生
成
Ａ
Ｉ
。
こ
う
し
た
存

在
を
活
用
す
れ
ば
作
業
効
率
が
上
が

る
の
で
は
？

赤
間
■
カ
メ
ラ
で
撮
る
場
合
で
も
ス

キ
ャ
ナ
を
使
う
場
合
で
も
、
大
事
な
の

は
「
未
来
の
研
究
者
た
ち
が
、
そ
の
画

像
の
何
を
見
た
い
か
」
を
想
像
し
な
が

ら
オ
ペ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
。
素
材
の
史

料
価
値
を
い
か
に
し
て
引
き
出
す
か
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
、
こ
の
作
業
に
携
わ
る

人
に
は
、
歴
史
学
や
美
術
の
素
養
が
欠

か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
、
こ
う
い
う
分
野
が
好
き
で
勉
強

し
続
け
よ
う
と
い
う
意
欲
が
な
い
と
ダ

メ
で
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｉ
は
、
む
し
ろ
こ
の
作
業
者
た
ち

に
と
っ
て
、
素
養
と
い
う
面
で
援
助

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
方
法
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
提
案

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
や
、
そ
の
う
ち
に
は
Ａ
Ｉ
自

体
が
人
間
並
み
の
想
像
力
も
獲
得
し
て

し
ま
う
の
か
な
？
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吉
田
■
こ
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ス
が

女
性
を
応
援
す
る
雑
誌
だ
か
ら
言
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
想
像
力
と
美

へ
の
興
味
関
心
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う

な
ら
、
文
化
資
源
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
と
い
う
お
仕
事
に
は
、
女
性
が

向
い
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

赤
間
■
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
こ
の
作
業
に
携
わ

る
ス
タ
ッ
フ
に
は
女
性
が
多
い
ん
で

す
。
性
別
で
採
用
を
決
め
て
い
る
わ

け
で
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
果

と
し
て
女
性
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

は
、
女
性
の
ほ
う
が
美
的
な
も
の
に

対
す
る
意
識
が
一
般
的
に
高
い
せ
い

で
し
ょ
う
ね
。

吉
田
■
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
ろ
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
に
し
ろ
、
女
性
は
日
常
的
に

も
美
的
セ
ン
ス
を
磨
く
こ
と
を
要
求
さ

れ
て
き
た
わ
け
だ
か
ら
、
男
性
よ
り
意

識
が
高
い
の
も
当
然
。
こ
れ
か
ら
先
の

若
い
世
代
で
は
、
そ
う
と
も
限
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
が
。

赤
間
■
若
い
世
代
と
い
え
ば
、
今
の

30
代
よ
り
下
の
人
た
ち
は
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
馴
染
ん
で
い
る

わ
け
で
す
。
遊
び
と
い
え
ば
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
画
面
の
中

の
仮
想
空
間
で
想
像
力
を
育
ん
で
き

た
と
い
え
る
。

　

私
た
ち
が
取
り
組
む
文
化
資
源
の

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
も
、
単
に

記
録
を
取
る
と
い
う
こ
と
を
超
え

て
、
仮
想
空
間
で
文
化
資
源
を
リ
ア

ル
に
再
生
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
メ

タ
バ
ー
ス
（
仮
想
現
実
）
な
ん
で

す
。

吉
田
■
双
六
は
そ
も
そ
も
ゲ
ー
ム
で

す
。
メ
タ
空
間
で
再
生
さ
れ
た
古
い
時

代
の
双
六
に
触
れ
て
、
想
像
の
翼
を
拡

げ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

赤
間
■
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公

開
さ
れ
た
双
六
に
は
、
世
界
の
ど
こ

か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
も
高
解
像
度
・
高
精
細
。
と
い

っ
て
決
し
て
顕
微
鏡
写
真
の
よ
う
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
作
品

の
息
吹
を
リ
ア
ル
に
感
じ
て
も
ら
え

る
は
ず
。

　

浮
世
絵
作
品
の
原
本
が
海
外
に
流

出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
し
い
と

言
い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
あ

の
作
品
た
ち
が
海
外
に
出
た
こ
と

で
、
日
本
文
化
が
世
界
に
広
ま
っ
た

文化資源をデジタルアーカイブ化することの意義を熱く語る赤間先生。

Ծ

ݱ
࣮
Ͱ
の
ൃ
৴
Ͱ

Ұ໘
త
ཧ
ղ
を
ଧ
ͪ
ഁ
る

ඒ
త
η
ϯ
ε
͕
ෆ
Մ
ܽ

ঁ
ੑ
ε
λ
ỽ
ϑ
͕
大
׆
༂
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ࣄ
࣮
も
ࢲ
は
ૉ

に
認
め
て
い
ま

す
。
ւ
外
ྲྀ
出
し
た
ු
世
ֆ
は
、
外

ަ
官
の
役
割
を
果
た
し
て
͘
れ
た
の

で
す
。

本
誌
編
集
長
˙
ϑ
ϥ
ϯ
ス
在
ॅ
の
࿈

ࡌ
د
ߘ
者
ᐌ
͘
、
あ
の
国
で
は
ࠓ

や
、
ジ
Ỿ
ϙ
ニ
ζ
Ϝ

の
関
心
は
ԕ

い
ҟ
国
に
ର
す
る
物

し
さ
を

͑

て
、
ܟ
ҙ
と
ಌ
ጦ
の
ର

に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
〝
文
Խ
大
国
・
お

ϑ
ϥ
ϯ
ス
〟
を
あ
り
が
た
が
る
世
代

に
ଐ
す
る
ࢲ
な
ど
に
は
、
に
わ
か
に

৴
じ
が
た
い
ٯ
స
ݱ

が
起
こ
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

赤
間
˙
ϑ
ϥ
ϯ
ス
は

本
文
Խ
の
受

༰
が
ૣ
か
っ
た
国
で
す
Ͷ
。
で
も
、
同

じ
Ϥ
ー
ロ
ỽ
ύ
で
も
イ
λ
Ϧ
Ξ
や
υ
イ

π
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
ʁ

　
ࠓ
は
ۃ

な
ԁ
҆
で
イ
ϯ
ό

ϯ
υ

ཱྀ
ߦ
者
も
ܹ
૿
し
て
い
ま
す
が
、
΄
と

ん
ど
の
外
国
人
に
と
っ
て

本
文
Խ
と

は
、
マ
ϯ
Ψ
と
Ξ
ニ
ϝ
、
ス
γ
と
ϥ
ー

ϝ
ϯ
な
ん
じ
Ỵ
な
い
か
。

　
そ
う
い
う
一
໘
త
な
文
Խ
理
解

を
、
ͥ
ͻ
ม
͑
て
い
き
た
い
も
の
で

す
Ͷ
。

吉
田
˙
Ξ
ー
Χ
イ
ϒ
さ
れ
た
双
六
が

そ
の
一
ॿ
と
な
る
な
ら
خ
し
い
ݶ
り
。

̒
̑
̌
ຕ
分
の
解
説
文
を
ॻ
き
௲
っ
た

ߕ
൹
が
あ
り
ま
す
。

築
地
双
六
館
館
長
　
吉
田
修

　
ࢲ
が
双
六
ऩ
集
を
࢝
め
た
き
っ
か

け
は
、
̍
̕
̕
̑
年
ࠒ
に
、
੨
山
の

ࠎ
౹
市
で
ত

̓
年
の
ủ
大
౦
京
名

所
め
͙
り
Ứ
と
い
う
ૉ

な
Χ
ϥ
ー

の
大

双
六
に
出
ձ
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
の
双
六
に
は
、
܉
ࣄ
教
࿅

所
、
三
越
σ
ύ
ー
τ
、
ງ
部
҆
ฌ
衛

の
ߴ
田
അ

な
ど
江
戸
の
名
残
を
残

し
ͭ
ͭ

時
の
名
所
が
׆
ࣸ
さ
れ
て

お
り
、
໘
白
い
こ
と
に
、
裏
໘
は
ا

ۀ
の
コ
マ
割
り
λ
イ
Ξ
ỽ
ϓ

ࠂ
が

ܝ
ࡌ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
࣐
来
、
江

戸
時
代
～
ত

の
ઓ
前
ま
で
の
双
六

を
̑
̌
̌
ຕ
ఔ

ऩ
集
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
世
ք
に
の
め
り
ࠐ
ん

だ
の
は
、
イ
ϯ
λ
ー
ω
ỽ
τ
上
で
の

ނ
・
༶
ڿ
ড
先
生
と
の
出
ձ
い
で

す
。
先
生
は
ω
ỽ
τ
上
に
ủ

୩
༤


ࢴ
Ứ
（
ฏ
҆
時
代
に
و
族
と
َ
が

双
六
উ
ෛ
を
す
る

）
の

文
を
ܝ

ࡌ
し
て
お
ら
れ
、
ࢲ
が
そ
の
ײ

を

ϝ
ー
ル
で
お
ૹ
り
し
た
こ
と
か
ら
、


年
に
わ
た
る
ަ
ྲྀ
が
࢝
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の

の
ཱ
໋
館
大
学
̖
̧
̘
と

の
提
ܞ
の
എ
ܠ
に
も
、
༶
先
生
の
ଘ

在
が
あ
っ
た
こ
と
は

ؒ
先
生
が
述


ら
れ
た
と
お
り
で
す
。

　
双
六
の
解
説
文
を
ॻ
͘
に
あ
た
っ

て
は
、

ؒ
先
生
か
ら
ủ
で
き
る
こ

と
か
ら
少
し
ͣ
ͭ
Ứ
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
ứ
Վ

ب
ొ

人
物
ࣄ

య
Ừ
（
白
水
社
）
、
ứ
͘
ͣ
し
ࣈ
用

ྫ
ࣙ
య
Ừ
（
౦
京
ಊ
出
൛
）
、
̖
̞

͘
ͣ
し
ࣈ
認
ࣝ
Ξ
ϓ
Ϧ
ủ
み
を
（
̼

̸
͆
̾
）
Ứ
、
ủ
͘
ͣ
し
ࣈ
̙
̗
ݕ

ࡧ
Ứ
と
ट
っ
引
き
で
の
め
り
ࠐ
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
双
六
を
ߏ

す
る
マ
ス
の

名
前
と
双
六
が
࡞

さ
れ
た
時
代
എ

ܠ
に
ͭ
い
て
は
ॻ
き
ࠐ
ん
だ
ͭ
も
り

で
す
。

　
こ
れ
で
ଟ
͘
の
方
が
双
六
の
関
心

を
持
ͪ
、
ݚ
ڀ
が
進
み
⁌
ଟ
͘
の


文
な
ど
の
ൃ
৴
が
ߦ
わ
れ
る
こ
と
を

ظ

し
て
い
ま
す
。

　
双
六
ݚ
ڀ
は
、
ࢲ
に
と
っ
て
η
Χ

ϯ
υ
Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
か
ͭ
ϥ
イ
ϑ
ϫ
ー

ク
。
心
の
ෝ
͘
ま
ま
に
࢝
め
た
学
び

が
、
30
年
近
͘
を
経
て
、
世
ք
త
文

Խ
ࢿ
ݯ
Ξ
ー
Χ
イ
ϒ
の
一
ཌྷ
を
୲
う

ま
で
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま

さ
に
ủ
ಓ
ָ
こ
こ
に
ۃ
ま
れ
り
Ứ
の

心
ڥ
で
す
。

対
談
を
終
え
て

66
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絵
双
六
は
時
代
を
映
す
鑑
で
す
。
上
が
り
に
は
そ
の
時
代
の
夢
や
憧

れ
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
庶
民
の
息
吹
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
日
本
最

初
の
絵
双
六
は
十
三
世
紀
後
半
頃
、
天
台
宗
の
新
米
の
僧
に
仏
法
の
名

目
を
学
ば
せ
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
当
時
世
界
一の
多
色
刷
木
版
技
術
で
あ
る
浮
世
絵
技

法
で
、歌
舞
伎
・
道
中
・
出
世
・
武
者
等
様
々
な
双
六
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
以
降
は
印
刷
技
術
の
向
上
、
雑
誌
付
録
の
誕
生
、
流
通
販
売
ル
ー

ト
の
確
立
に
よ
り
裾
野
が
広
が
っ
て
、
家
庭
の
娯
楽
品
と
し
て
愛
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、
多
く
の
双
六
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
二
〇
二一年
か
ら
二
〇
二
四
年
に
か
け
て
、
女
性
活
躍
応
援
誌
「
季
刊

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
プ
ラ
ス
」
に
、「
男
と
女
の
織
り
成
す
大
江
戸
絵
双
六
」

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
江
戸
時
代
の
双
六
の
紹
介
と
解
説
記
事
を
連
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
こ
の
連
載
を
本
冊
子
と
し
て
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
特
別
付
録
と
し
て
「
防
災
双
六　
〝
い

つ
か
よ
り　

今
が
そ
の
時　

地
震
の
備
え
〞　

〜
大
正
（
関
東
）
大
震
災

双
六
に
学
ぶ
防
災
の
教
訓
〜
」
を
同
封
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
正
十

二
年
九
月
一日
に
起
こ
っ
た
大
正
（
関
東
）
大
地
震
の
惨
状
を
描
い
た
絵

双
六
を
復
刻
し
、
現
代
の
「
災
害
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
」
を
付
加
し
た
も
の

で
す
。
防
災
用
の
ピ
ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
も
使
え
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
四
年
に
は
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

と
提
携
し
、
私
が
運
営
す
る
築
地
双
六
館
で
蒐
集
し
た
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
三
十
年
代
前
半
ま
で
の
双
六
、
約
五
百
種
、
六
百
五
十
枚
の
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
そ
の
解
説
が
一般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
本
書
の

後
段
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
書
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
編
集
長
の
渡
邉
嘉
子
様
、
編

集
担
当
の
青
木
由
佳
様
、
丸
山
顕
応
様
、
写
真
家
の
渡
邉
英
昭
様
、
立

命
館
大
学
の
赤
間
亮
先
生
、
当
館
の
土
肥
正
和
様
に
は
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、一緒
に
絵
双
六
の
世
界
に
遊
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。さ
す
れ
ば
、

あ
な
た
は
、
す
っ
か
り
ス
ゴ
ロ
キ
ア
ン（
双
六
大
好
き
人
間
）に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ご
感
想
を
メ
ー
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

令
和
七
年　

睦
月　

吉
日　
　

築
地
双
六
館　

館
長　

ご
あ
い
さ
つ

吉
田 

修
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